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< 本 書 の 構成 と 使い 方 > Strueture and How to Use oFThis Book_/ 本 毛 交 智 物 和 用 門 
0 全体 の 構成 と 使い 方 ® 
1 日 3~5 つの 機能 放 を 学ん で 、5 日 で 約 20 の 機能 語 を 身 に つけ ます 。 1~6 週 は 主 


I に N 1 文法 を 機能 ご と に 、7 ~9 週 は それ 以外 の 重要 表 現 お よび 和 語 を 五 十 竣 怖 に 確 
陣 し て いき ます 。 


You learn three to five fanction words daily and about 20 function words in five days. From the lst to the Gth week you mainly 
laain Nl grammar by fanction, and from the 7th to 9th week you learn otherimportant expressions and honorific expressions 


In the order of the Japanese syllabary, 


第 一 周到 第 六 周 学 N1 二 法 中 的 各 衝 功 能 司 , 


麻 犬 堂 コ 3~ 5 不 功能 滞 , 五 0 條 左右 的 功能 同 。 
中 弟 上 じ 周 色 第 九 周 掌握 接 五 十 音 度 排列 的 其他 重要 表現 及 和 散 午 。 


htep1 各 機 能 語 の 解説 や 例文 を 読ん で 、 意 味 や 接続 、 使 い 方 を 理解 し ます 。 
か くき の うこ か いせ ラー れい ぶん い みせ っ ぞ く つか か た りか い 
Nn ead explanations and example sentences of each function word to learn the meaning, connection and how to use. 


) 深 放 各 功能 河 的 解 悦 和 例 名, 了解 其 意 思 、 傍 接 方 式 以 及 使用 方 法 。 


lp2 凶 強 し た 機能 語 に 関す る 確認 テス ト に チャ レン ジ し ます 。 問題 は 8 問 、 ま た は 
|) 間 で す 。8 問 の 場合 は 7 問 以上 、12 問 の 場合 は 10 問 以上 の 正解 を 目指 し まし ょ う 。 
に つい て も う 一 度 確認 いて お いて くだ さい 。 ま た 、 確 認 テ 


山 jk 場合 は 、 その 機能 
| | の Me 昌 は 目次 の [学習 記録 」 に 8 ョ 入 い 、 理解 度 の 把握 に 役立て て くだ さい 。 


が くし ゅ う "きす ろく き に ゆ 
review yourlearning of the fanction words. The tests comprise eight or 12 questions. In the case of eight, try 
We or more correctly, In the case of 12, try to get ten or more correct ansyers. If your answer is wrong, review 


je tno pattern. Record the result of the testin “Study Record” of the contents and use it to check the level of your 


II 


Wi 


2 道 柄 生 。 8 道央 前 濾 題 要 答 対 
碑 入 一 下旬 型 。 此 外 」 


WM, 山 吊 洋 武 了 
昌 有 川 測 須 以 上 2 
川沿 上 
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人 ペ ー ジ の 失 成 @ 


Structure of Explanation Page / 解 筐 部 分 的 筐 物 


機能 語 の 意味 や 特徴 が 埋 い て あり ます 。 いく つか の 意味 が ある 場合 は 、 (1)・(2) と いう 


4 か だ 
で 分 類 し て あり ます 。 


Meaning and characteristics of a function word are explained, Ifit has several meanings, they are explained 
jn several categories such as (1) and (2). 


対 功 能 河 的 意思 及 4 以 鐘 明 。 


若 有 多 和 x 意 


条 、 以 A、B 的 形式 分 別 地 明 。 


接続 】 機能 語 が どの 品詞 の どん な 形 に 接続 する か が わか り ま す 。 日 本 語 能力 試験 で は 、 接続 
5 仕方 を 問 う 問 題 も 出題 され ます の で 、 意味 と と も に し っ か り チ ェ ッ ク し て お きま し ょ う 。 

You learn how a function word connects to which form of which part of speech. Because questions ofhow 

to connect are tested in the Japanese Language Proficiency Test, thoroughly check how a word connects as 


wellas the meaning, 
「 了 解 功能 河 与 件 有 欄 的 周 性 梓 接 。 在 日 租 能 力 考 江 中 , 会 出 美 隆 : 
- 起 好好 地 掌 握 叶 。 


方 式 前 同 題 、 因 此 


意味 の と ころ で 説明 し きれ な か っ た こと 、 特 に 注意 し て ほし いこ と を 簡潔 に 示し まし た 。 
いみ すい 5 で か 4 けつ 。 しめ 


Things that are not explained in the meaning section, especially something you should pay attention to, are 
briefly explained. 
流 里 主要 古 対 意思 


翌 的 社 充 培 明 , 以 及 対 策 特別 


的 地方 作 以 科 清 地 明 。 


人 


PLUS 


説明 し た 内 容 に 補足 し た いも の を 最後 に ちあ げ て あり ます 。 
Supplementary explanation is additionally provided atthe end. 


対 況 明 的 内 容 加 以 最 后 的 社 充 。 


RW や 清 且 


の 表し 方 


本 寺 の 表記 例 
人 | 
MN CV) | V We zi 書く 
V ます 形 動 措 の ます 形 書き 
V て gi IL 
V な 形 動詞 の た 形 書い た 
V ない 形 動詞 の な い 形 書か 
(な い 」 は 含ま な い ) | (( 寺 か な い ] で は な く 「 寺 か ) 
V て いる 形 動詞 の て いる 形 書い て いる 
V 哨 動 則 の は 形 書け ば 
V 者 明 Bis 書 こ う 
3 上 ジ 書か な い 書い た 
V 境 月 ME 書く 書か な い 書 
書か な か っ た 
い 中 イィ A いい 形容詞 の 主導 大 き 
gil 
(TA イ A い い 形 容 詞 の 辞書 形 大 きい 
ィ A< 「 い 形容 軸 の 語音 + く 」 | 大 きく 
普 昌 形 いい 形容 の 普 間 形 大 きい 大 さく な い 
イ A る つう けい すい ょ う し EE 大 きか っ た 大 きく な か っ た 
A | 張 凌 の W 品 
ナ A で ある 「 な 形容 詞 の 語 和 便利 で ある 
+ で ある 」 
ナム 並 財形 | な 形 月 調 の 普 便利 だ 便利 じゃ な い 
5 ーー 便利 だ っ た 便利 じゃ な か っ た 
ナム 名 性 M  | な 展張 韻 が 名 語 に つく 形 | 便利 克 便利 じゃ な い 便利 だ っ た 
a 便利 じゃ な か っ た 
+ a d 
N B 
N の 「 多 詞 + の 」 証 の 
N (で あり ) | 外語 」 また は 【「 名 周 + で | 雨 ( 両 で あり ) 
あり 」 の どちら で も 良い 
IN 符 胃 形 名 詞 の 普通 形 証 放 雨 じゃ な い 雨 だ っ た 
8 仙 の 前 ee 
N 本 條 伯 晶 | 名 尊 に つく 形 市 の 雨 じ ゃ な い 雨 だ っ た 
MM 雨 じゃ な か っ た 
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て が 早い か / こそ ば か ら / 
て な り / ~ や 香 や 


いな 
(ese が ボイン ト 。 接続 に 注意 ! 


出 一 
mm 


A 


= 


て が 早い か 


は や 


や と ず ぐ だ 


早い か B」 で 、 後に a 
時 o ^ の すぐ 後に 続け て 日 と いう 動作 を する 、 ある い は A の 調 間 に B が 起こ る と いう 
き し ゅ えん か ん 者 ゴ 


「A が 
意味 。 
で み 
As soon as doin; 
moment ofA. 


A が 早い か 


か B means either that do gaction B immediately after do '8 Aor that B occurs at the 


er 后 互 上 的 形 
后 号 上 。 用 「A が 早い か B」 的 形式 , 表示 A 苑 作 之 后 上 微 B 芝 作 者 


世 作 的 同時 受 


V 辞書 形 ・ た 形 + が 早い か 


じ し ょ けい 


< 例 > の 生か 事 富 の ド ア を 且 け る cm いみ 学生 た ち が 「 ハ ッ ピ ー バ パース デー 
ー バ パー ス デ ー」 を 歌 


Assoon as the teacher ope 

pened the door, students started singing * imthday" 
老 刀 同一 打電 教室 的 財 , 学生 休 就 中 起 了 “生日 朱 " 呈 和 ict 
計 が 10 時 を 告げ る が TOP の いっ せい 
者 が 問題 を すっ た が 宮 い か 


に 問い 合わ せ の 電話 が * 喉 り だ し た 。 


| 
解答 者 は 笑顔 で か ッ ツ ポー ズ を し た 。 


B に は 命令 や 意向 文 は こない 
x 「 う ち に 帰る が 早い か 、 宿題 し な さい 


まい っ せい に …… み ん な が いっ し ょ に 、 同 呼 に 5 
gt 


ws ルト A 


第 1 週 1 日 目 


~ー そ ば か ら 


) 


象 B が 起こ る と いう 意味 。 話し 手 の 「 も 


ん じょう 


意 ーー し て も 、 ま た すぐ に 


「A そ ば か ら B」 で 、 何 度 A を し て も 、 また 次 々 と 同じ 動作 や 現象 
) い い 、 も うい や だ ]」 と いう 気持 ち を 表す 。 


Nis matter how many times doing …。 the same thing occurs again and again A そば か ら B mcans that the same action 
i pianomenon B keeps occurring again and again. Expresses the speakers "having enough and being fed up' feelings. 


昌 式 , 表 示 尽 管 徴 了 ルル 次 A, 切 然 接 = 地 妥 生 同 欄 的 効 作 或 現 象 B。 


B 」 前 形 
」 的 心情 


V 辞書 形 ・ た 形 そば か ら 
じ し ょ けい けい 

滑ら な いよ うに 置か き を する そば か ら 、 ど ん どん 雪が 積もっ て いく 。 
No matter how many times I clear away the snow to prevent someone slipping and falling, snow 
keeps piling up on the ground. 
玉 了 防止 打 滑 , 了 ル 所 次 雪 , 但 委 述 是 不断 地 彼 了 起 来 。 

2② 子ども と いう も の は 、 親 が 押 除 し た そば か ら お も ちゃ を ちら か す も の だ 。 

3 凍 要 な 文法 な の に 、 旬 強 し た そば か ら 忘 れ て いく 。 


例 1 
1 


一度 だ け の こと に は 使わ な い 
x 昨日 買っ た 新しい 集 は 、 碁 し た そば か ら 壊 れ た 。 
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第 1 週 1 日 目 


第 1 週 1 日 目 


( ~ な り や 否や / ~ や 


@ ー と すぐ に 、~ と 同時 に 
[A や MW や B」 で 、A に 続い て すぐ に 次 の 動作 B を する 、 ま た は 続け て B が 起こ る こと を 表す 。 


A や 否や B means either that the next action B occurs immediately after A 


~ と すぐ に 
「A な り B」 で 後に 2 
I ^ の すぐ 後に 次 の 動作 日 を する こと を 表す 。 日 は 意外 な こと 、 普 通 で は な いよ うな 結 


が 多い 。 実際 は と も か く 、 話 し 手 が 「A と B の 時 間 が 短い 」 と 感じ た ら 使え る 。 


As soon as doing 還 resses {] tac s ely aft s ofte xpected oi 
g… 入 な り B e! 
expresses that the next action B occur immediately after A. B is often an d 
nexpected oi 


Monmdoingy at the same time 


flat BD occurs followingA 


irregular result. In real situations, eaker can use express hen e time pe etween Aai A ca 
$,2 Speaker can use this expression whe perceiving “the time period betyw i : | 
den A na 同時 。 用 「A や 否や B 」 的 形式 , 表示 A 逆 作 之 后 避 上 位 下 


short, 
不 に a 
書 形 + や 否や / や 
V 辞書 形 + な り V 豆 書 形 + や 全 ー 
く 例 > i 例 > (① 母 の 足音 が 開 こ える や 否や 、 受 犬 の チロ は 玄関 まで ダッ シュ し た 。 
3 すっ て いた す ど も は 、 屋 親 の 顔 を 見 る な り わ っ と 泣き 出し た As soon as hearing the mothers footsteps, her pet Chiro dashed to the front door 
SN Ne savr his morher the lost child burs into tears 所 児 如 名 的 肢 上 声 、 愛犬 " 礎 路 ” 互 上 就 到 口 了 。 
= 吐 ! 
dk a 2) 電車 の ドア が 開く や 否や 、 ど っ と 乗客 が 降 リ て きた 。 
② 父 は 僕 の 部 屋 に 入っ て くる な ! ゃ 4 tt NM 
PL 3) 犯人 は 警 官 次 を 見 る や 、 駅 と 長寺 方 向 に 人 ば て 行っ た 。 
を 開く な り 、 姉 は ショ ッ ク で 
あら * た 
0 < 5 
NT 日 に は 命令 文 や 意向 文 は こない A に 反応 し て B が 起こ る 
ざん いこ う あ ん て や 友 に | ー 了 2 
x [ 原 に 導く な り リ 、 和 に 連 総 を 入れ 「~ や 」 は 「~ や 否や 」 の 「 否 や 」 を 省略 し た 形 
] 、, 衝 に 連絡 を 入れ て くだ さい 。」 
* 想 規 る …… 何 か 、 誰 か に 対し て 大 声 で 息 る グ 
相 か 202 村 


18 


[問題 1】 正しい も の に 〇 を つけ な さい 。 
ん だ い た だ 


1) 焼き 肉 を 食べ に 行っ て も 、 私 が 焼い た (a なり リ D. そ ば か ら ) 子ども た ち が 食べ て 
し まう 。 
2) 別れ の 手紙 を 読み 終え た (a. や 吾 や D. が 早い か )、 彼 は 部 屋 を 飛び 出し て 行っ た 。 


3) その 客 は 店 に 入っ て くる (a な り b そば か ら ) 「 ラ ー メ ン 、 大 盛り | と 店 員 に 告げ た 
4) 人 気 アイ ドル の 家人 (8 給 * 


5) 新聞 の 見 出し を (a. 見 る b. 見 て いる ) な り 、 彼 は 大 声 を あげ た 。 


# 


* 大 癌 り … 通常 より も 多く 器 に 入れ た ご は ん 、 環 な ど 
[問題 a5】 ( 
も ん だ い 


) に 入る 適当 な 表現 を | | か ら 選 びな さい 。 
※ 同 じ 表現 は 一 度 し か 使え ませ ん 。 


ひょう げん 


や 谷 や そば か ら が 重い か 


1) ずっ と 電話 を 待っ て いた 姉 は 、 呼 び 出 し 音 が 只 っ た ( 

2 球 の 江 人 内 わる ( 

3) 語学 に 挑戦 し て も 、 習 う ( 
ご が 《 ちょ う せ ん な ら 


) っ 
し た 。 


1] 
3 


)、 観客 は 出 ロ に 殺 
) 宮 れ て いく 。 
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売 され た b 発売 され る ) や 、 売り 切れ の 章 店 が 統 出 し 大 


こ 入 る 最も 適当 ー つ 選び な さい 。 
唱 順 9】 ( ) に 入る 最も 適当 な も の を 一 つ 居 
| ) 則 い ま が 名 前 を 呼ぶ が 革 い か 、 ( )。 


. 義 が 走っ て いる 
大 が 走り 出し た 
( A は うれ し そう だ 
)) 改 上 は 席 を は くそ は ば から ( )。 
A 木の葉 が 多い 
b 本 の 葉 は 邪 席 だ 
0 木の葉 が 落ち て くる 
|) 上 M 婦 は デパ ー ト で その バッ グ を 見 る な り 、( )。 
 # び の あま り 飛 び ぴよ が っ た 
bh と て も 似合っ た 
0 と て も うれ し か っ た 
テス ト が 終わ る や 否や 、( )。 
, 学生 た ち 
b, 学生 た ち 
0, 学生 た ち 


4 答え が 知り な MY 

計 

は 疲れ で \ る 

正解 を 確か め た 
HVC 


(W961 の 解答 


3) b 4) b 
2) 願い ます 


1) b 2) a 
1) 申し 上 げ ま す 


用 則 1 
用 則り 


ら 1 


テー 
(その 時 、 同 時 に 何 を する ? 


て も か ね て 
「A か た が た 日 」 で 、A と 日 
く 」 な ど 移 動 動詞 が 多い 。 


Also for the purpose of A か た が た 


Bis often a motional verb, such as "visit" 


兼 帯 


等 移 


ー つ の 目的 で 何 か を する と いう 意味 。 A と 日 は 同種 度 。 日 に は 「 訪 問 す る 」 和 


B means doing something for two purposes of A and B. Aand B are equivalenl 
and "eo 
用 「A か た が た B」 的 形式 , 表 示 抱 着 A 和 B 玲 條 目 


程度 相同 。B 多用 ES 


IN + か た が た 
く 例 > ①「 先 日 の お 礼 か た が た 、 そちら に 伺い た い の で す が 。」 
"I would like to visit you to see you as well as to thank 


you for the other day.” 
本科 人 ル 天 的 事情 巡礼 同時 近 舞 春 大 二 下 。」 

結婚 の ご 報告 か た が た 、 圭司 の お 宅 を 訪問 し た 。 
3 皿 師 の お 見 畠 い か た が た 、 上 京 する こ 


tis 


IN7 か た い 表 現 


ひょう げん 


あい さ つ に よく 使う 


« 


第 1 週 ら 日 目 


ーー か た わら 


一 方 で 、 ほ か に も 


k 行 し て 行 こと を 表す 。 
| A か 於 わら B」 で 、 主 な こと A の 他 に 、B も 並行 し て 行っ て いる こと を 表 
。 " br Hd 


-+ 。 
3 ses that B also occurs while doin n act 
Wi addition A か た わら BB expresse 


MM 人 有 


飲 


nA. 


川 「A か た わら B」 的 形式 表示 主要 事情 A 逐 外 , B 也 同時 述 行 。 
「A か た わら B」 


1* EY + pnbe 
N 


衝 か た わら の デー 活躍 し て いる 。 
1) 私 の 友人 は 学生 の か た わり ! イラ スト レー タ と し て も 活躍 

は s also becn active as a profess strator while studying at s 
My fricnd has als a 


成 前 朋友 地学 生 , 同時 巡 基 


園 画家 。 


。 夜 ( 学校 
2 彼女 は 会 社員 と し て 働く か た わら 、 夜 は 専門 チ 校 


3 彼 は 日 本 語学 校 で 日 本 語 を 学ぶ か た わら 、 ボ ラン テ 


長く 続い て いる こと 
一 時 的 で は な く 、 仕事 な ど 長 く 続い て いる こ 


し て いる 。 
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Pg 第 1 週 3 日 目 

て と ころ を / ~ に あっ て / 

~ に 至る 
CE | 


第 1 週 
3 日 目 


( と ころ を ( ーー に あっ て ) 


~ と きま に 、~ [ 9! で 、 一 に 
a と き に 、 状況 に 所 、 状況 な ど を 痢 衣 [この よう な 特別 な 中 で 」 と いう 意味 。 
通 党 で は な く 「 に うい うと き / こ うい 3 状況 な の に 」 と 言い た い 時 の 表現 。 { 半 で 」 で 、 Ri き ib tc. Means "under such a special circumstance.” 
つう じょう よう きど こう 6 ( time, place, situation el 
When …。 under the circumstance of 。。 Used to express that something happens ‘at an unusual time /situation ike ttl 語 凍 A っ て BB emphasizes i 」 賠 、 均 所 、 状 況 等 。 基 「 在 送 條 特殊 時 刻 」 豚 意思 。 
{ CB 形式 
"前 時 侯 。…… 情 況 下 。 不 是 一 般 的 情況 想 表 送 「 在 送 條 時 侯 、 鞍 衝 情 況 下 」 前 表現 方 式 。 是 用 に っ て HP 基 
\ は ヽ て いる 
あっ て 、A 社 も 第 し い 経営 汰 態 が 貫い 
A lt dme in maintaining its financial 
ナ A 8 4 誠 虹 EE jn such an ceonomic recession, Company A also has a difficule ti 
- healh. 
N ii 人 不 業 所 和博 沈下 。A 公司 前 色 世 一 下 久 大 的 状 恋 。 


合っ て いる こと が 救い だ 。 
後 の 逆 し い 状 況 に あら で 人 々 が 助け 今 っ て 


リル 4 4 、 そ うだ 。 
@ その 作家 は 便利 な 時 代 に あっ て も 、 パ ソコ ン を 一 切 使わ かい 


く 例 > ① 本 来 な ら 私 か ら 連 絡 すべ き と ころ を 、 先生 か ら メ ー ル を いた だ いた 。 
I was supposed to contact my teacher at a siruation such as this, but he e-mailed me frst. 
接 理 来 玉 是 我 記入 際 系 的 。 可 天 老 記 先 疫 来 了 忠 子 郎 件 。 
@⑨ 平 日 で 忙し いと こ ろ を 、 牙 演 会 に た くさ ん の 人 が 集まっ て くれ た 。 
③「 お 休み の と こ ろ を 、 お 直し くだ さり ) 務 冬 で ご ざい ます 。 J 
④「 お 足もと の 悪い と こ ろ を 、 は 座 く だ さり あり が と う ご ざ いま し た 。」 


「 お 疲れ の と ころ を 」 「 お 忙し いと ころ を 」 な ど 慣 用 表現 と し て 使 
うこ と が 多い 


と 


* 設 縮 . SPY 他人 に お 世話 に な っ た リ 可 悪 を か けた 時 に 、 身 が 乏 ん で し まう ぼ ど 


「 申 し 訳 な い 」 と 思う 様子 
も 9 59 i 


27 
286 


第 1 週 3 日 目 


ー に 詩 る / ~ に 怪 る まで / ~ に 至っ て / 
ーー に 茎 っ て は / ~ に 至っ て も 


骨 1】 正しい ほう に 〇 を つけ な さい 。 


MR て (a 疲れ る b. 疲れ て いる ) と ころ を 、 
| 人 1 ケンカ は 多かっ た が 、 離 婚 に (a. 下 る 
日 体 滑 不 京 (8. と ころ を b. の と ころ を )、 


て に な る 、 一 に な る まで 、 に な っ て 、 て に な っ て も 
結果 、 範 囲 を 示す 。 話 


友達 | に 遊び に 来 ら れ た 。 
b.: っ て ) と は 思 s わ な か っ た 。 
わき 人 ME 


ME し 手 の 「 こ ん な と ころ まで 」 と いう 驚き や 呆れ る 気持 ち を 示す こと が 多い 。 
Becoming.., even becoming..., resulting in, 
and outrage of the speaker | so far as to 


到 ……, 到 …… 程 度 、 到 了 ……、 即 使 矯 了 ……。 表示 策 果 、 薄 園 。 多用 来 表示 悦 話 人 償 放 或 玉 層 的 心情 者 
到 得度 


わか も 


っ even resultingin .... Indicates the result or range. Often expresses surpril 


1 RE 」 に 春 る / に 友 る まで / に 至っ て / 


間 順 2] (  ) に 入る 適当 な 表現 を 
N に 至っ て は / に 至っ て も 


きとう ひ . 


お な ひょう げん いち 


く 例 > ① 不 量 気 が 長く 続き 、 会 社 が 倒産 する に 至っ た 。 


(会 (a. の と ころ を b. に あっ て )、 若者 の 貧 層 が 増え て いる 。 


の ひん こん そ 


用 旧作 が 凶 化 し て いた 両国 は 、 つ い に 戦 名 を (a. 始 め た b. 始め る ) に 至っ た 。 


は じ 


間 章 人 條 会 収入 な どの 違い に より 、 同 じ 視 会 の 中 に 大 き な 差 が で きた 状態 


LL 1] か ら 選 びな さい 。 


※ 同 じ 表 現 は 一 度 し か 使え ませ ん 。 


The persistent economic recession resulted in the company's bankruptcy. 


に 至っ て と ころ を 
由子 長期 藩 条 公司 到 了 倒 団 前 程度 。 


②⑨「 当 社 は 出会い か ら 結婚 式 に 本 る まで 、 す べ て を プロ デュ ー ス いた し まず 
⑨ 自殺 者 が る に まっ て 、 よう やく 千 は 事件 の 解明 に 乗り 出し た 。 
市 民 の 80% 以 よ が 反対 する に 等 っ て も 、 その 地域 発 は 中 直さ れ な か っ た 。 


| 崩 示 は 友 済 的 に 厳し い ( 
) 才 枚 田家 ( )、 彼 は 人 権 


か れ じん けん も 


|) 旧作 に 日 柴 さ れる ( ls ON 
か た い 表 現 
ひょう げん 
解明 …… わ か ら な いこ と 、 不明 な 点 を 調べ て 、 は っ きり させ る こと 


TT 
[ERE 
し 前 1)a 2)a 3)b 4)b 5) b 
用 攻 |!) の た わら 2) が て ちら 3) か た が た 
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に あっ て 

)、 仕送り を 続け て くれ て いる 。 
し おく 

人 


い に 彼 は 恋人 の 存在 を 認め た 。 


いび と や 


# 


是 上 月 リ …… 生 活 、 勉強 な ど に 必要 な お 金 を 、 離れ て 暮らす 人 に 送る こと 。 また その お 金 
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~ー て から と いう も の / 第 1 週 4 日 目 
li / i 


~ て か ら と いう も の を 大 切り に / を 皮切り に し て / を 記 切 り と し て _ 


か わ き 
ご ぐ か ら ず ら うど 
「A て か ら と いう も の B」 で 、A を きっ か け に 変化 が あり 、 誠 な は C め と し て 
その 後 は ずっ と と いう 状態 が 貫い て い 娠 國 ju っ に a」 で 、A を スタ ー ト と し て B が 策 く こと 。 A が B の 唐 め 。 
| W < 本 


い 3 東 
Eve 
須 有 0 A を 有 皮切り に B means that B begins from the starting point A. Ais the beginning of B. 


A て か ら と いう も の に 」 
B means that A triggered a change and the condition B has continued eversince 
F 氏 光 行 B。 A 其 B 的 井 始 。 


真 。 用 「A て か ら と いう も の BB」 的 形 a 
ら う も の B」 前 形式 , 表示 以 A 妨 胃 机 秋生 了 了 変化, 之 后 一 喜多 氏 保 持 B 的 "| MM 川 1 A を 皮切り に B」 前 形式 , 表示 以 A 旋 


V て 形 + か ら と いう 
う も の LD V 辞書 形 ・ た 形 + の を 皮切り に / を 皮切り に し て / 
く 例 > ① 変 犬 を 亡くし て か ら と いう も の 、 押 は 日夜 二 と いて | じ し ょ けい けい + か わ き か わき 
1 いる 。 N を 皮切り と し て 


選 
Ever since her dog died, my daughter cries every nighc 
愛犬 死 了 捕 女人 ル 毎 天 一 到 晩 上 就 遇 


② 友 達 と 一 緒 に 住み 始め て か ら と いう も の 、 衝 日 が 楽し く て し か た が な い 1) その 新人 作家 は 、 放 川 賞 を 皮切り に 新人 文学 党 を さら っ て いっ た 。 


③ タバ コ を や め \ 
a 。 も の 、 食 べ 物 が と て も お い いし く 感 じ ら れ る 。 | 
人 tr うに し て いる 。 選 不 新作 家 。 在 次 得 草 川 半 之 后 , 叉 不断 地 菊 f 
彰 poinr の 東京 公演 を 度 切 り に 、 多国 1 10 都市 で その 人 人 気 パ ンド の コン サー ト が 開か れる 。 
6 0) その 廊 覆 は 中 回 ドラ マ へ の 出演 を を 記 切り に 、 ア ジア に 六 出 し た 。 
次 々 と 不 ! 思 人 な 事件 が 起こ っ た 。 


licerary awards for new writers starting with the 


I'he new writer has ep away most of the 


委 了 各 衝 新人 文学 


女 に ヽ 3 F か っ 
文 会 っ て か ら と いう も の 、 一 度 食事 に 行っ た 。 (⑭ ま る 事件 を 友 切 り に 、 


RU NL 
する 文学 
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『 謙 借 10MU 前 
第 1 週 4 日 目 


確認 テス ト 


1】 正しい ほう に 〇 を つけ な さい 。 
て を 機 に WF 


[NIV (a を 機 に b. し て か ら と いう も の ) 、 自 国 の 文化 を 研究 し た 。 


、 a * キ ラキ ラ \ る 。 
ー を きっ か け に し て 旧 人 (a 会 っ て b 出会っ た ) か ら と いう も の 、 人 生 が キラ キラ 輝い て い 
LM _- s ティ ー イ ベン ト が 開か れる 。 
「A を 機 に B」 で 、 ^ 計っ かけ で 何 か が 変わ っ た り 欠 まっ た り し て B に な る こと を 表す 。 有用 上 (a を 皮 リ に D. を 機 に )、 金 国 で チャ リティ ー イ MM 
Triggered by .… A を 機 に 


B means that something changed or started by A, resulting in the condition B. 


M4 (a. を 機 に b. を 皮切り に )、 社 名 を 変え た 。 
以 …… 功 契 机 。 用 「A を 機 に B」 前 形式 。 表示 以 人 旋 処 概 生 了 Id 


に ト 安 な 送っ て いる 。 
中 旧作 入ら れれ (8. て か ら と いう も の b. た の を 機 に )、 ず っ と 不安 な 日 々 を 送っ て い 


填 久 変化 或 弁 始 了 人 る 事情 之 后 変成 了 B 』 


N + を 機 に 4 
4 W ャ リティ ー…… 福 祉 に 役立て る 目的 で イベ ント な ど を 行う こと 
く 例 > ① 災害 を 機 に 、 多く の 人 が 危機 管理 に 関 い を 持つ よ うに な っ た 。 
Triggered by the disaster, many people have become more aware of risk management, srl 略 か ら 選 びな さい 。 
以 炎 害 力 災 机 。 許 多 人 弁 始 茨 心 危 机 管 理 了 。 li gp] ( ) に 入る 過当 な 玲 操 を る 
⑨ 負 の 入院 を 機 に 、 会 社 を 辞め て 突 家 に 帰る こと に し た 。 “同じ 表現 は 一 度 し か 使え ませ ん 。 
③ イギリス 留学 を 機 に 、 時 文化 コミ ュ ニ ケー ショ ン へ の 興味 が 高まっ た 。 い > 
ー 3 が 6 いま ん る 13 2 a - て か ら と いう も の 
人 を 析 に 、 休 が 細 ら か に ちっ た | は 3 
ド り お 酒 を や め た 。 
"つい A は 目 規 的 な こと で は な く 、 特 別 な 出来 事 IKU )、 ミ っ ぱり お 注 を や 
人 N 選 を に 通い 始め ( ET 
i か は て = ー ン 展開 し て いる 。 
グ の 出店 )、 そ の ケー キ 屋 は 全国 に チェ ー ン 展開 し 
昌 ) 上 朋 で の 出店 ( 7 た 1 ク 
* 実 …… 自分 が 生ま れ た 家 。 結婚 し て 家 を は な れ た 人 が 、 6 
その 家 を さして 言う こと が 多い 『 W 間 誠 … 自分 の 食事 を 自分 で 作る こと 外食 


上 ILDCCDDLDDCCEEXS ど 3 PPE さ すす すさ ーー 
| IEIIMIE22) 
MM| |)b 2)a 3)b 4)b 5)b 
[前 1) と ころ を 2) に あっ て 3) に 至っ て 
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ー が 最後 / ~ を 限り に / 
て を も っ て 


「 そ れ 」 で 何 か が 終わ る ! IY¥ 


て が 最後 
さい ご 


ー を 限り に ) 


も し 一 を し て し まっ た ら 


B」 で 、A を し て し まっ た ら B と いう 大 変 
な 結果 に な る 、 すべ て が 終わ 
呈 電 ま で は な く 、 「 大 訟 な こと に な る か ら 注 意 し た 方 方 が いい 」 と いう 文末 が 多い 。 Re 


中 ) CCD を 最後 に 


さい ご 


[用 (0455」 で 、 今 まで すっ と 続い て いた こと が A で 終わ る 、 ま た は A の 時 点 で B を する こと を 表す 。 


Once .…is done A が 最後 B means tha 
tt doing A a 
a past tense, and ofen followed bya NR adtoa disasrons SD will be over. Not us ii ハ を 限り に 5B means that continuous action will either be terminated at A or subjected to B at the time 
e. 
」 間 昭 KU 用 「A を 限り に B」 的 形式 表示 今 前 事情 在 A 合 束 。 或 者 在 A 点 井 始 仙 B。 
Il \ + を 限り に 
Ml 1 私 の 好き な 野球 3 、 健 康 状 態 を 理由 < 今季 を 険 り に 引退 する らし い 。 


< 例 > 


1 heard that my favorite baseball player will retire at the end of this season for health-related 


Once you critici j ls 
icize Cratic presi 、 
2 ize the autocratic president, you may be fired. So, SO 


吉 果 対 独 芝 社長 送 行 反 吾 的 笑 、 会 撤 


warch our. 
我 音 次 的 棒球 移 手 


2) 長 愛さ れ た この 
今月 を 限り に 、 


色 的 、 所以 玉 是 小 心 凡 好 。 

店 を 替 し た が 長槍 8 は みん な に 知ら れ て し まう だ 
彰 ま で 飲ま な "いと 気 が 済ま 
な か : 泣き 止ま な FN 


則 ) 6 ー を 十分 [ 
[Mo に B」 で 、 A を 憎しみ な く 使い きっ て B を する 。 


B means that A is generously used np forachieving B. 


衣 限 后 働 B 。 


to thelimit of .…. A を 隊 


fling swtlicien 


。 表示 


| N + を 限り に 
例 ・ ① 決 騰 戦 で は 、 み ん な 声 を 限り に 恋 援 し た 。 
We all shouted ar the top of our lungs for our team ar the final game. 


在 決 維 的 時 候 、 大 家 都 用 最大 的 j 


商 「 力 の 限り 」 は 慣用 表現 


ん よう ひょう げん 


例 ) どん な こと が * あ っ て も 、 カ の 臣 り 最後 まで や り 抜 きた い 。 


第 1 週 5 日 目 
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第 1 週 5 日 目 


( て を も っ て 


1) 正しい ほう に 〇 を つけ な さい 。 


| ~ で 、~ を 使っ て 、~ に よっ て 

「A を も っ て 日 」 で 、 日 を する 時 の 方 法 や 手段 A を 表現 。 

By byusing… by meansof AA を も っ て B expresses the method/means A for achieving B. 
以 …… ) 用 ……, 根 据 …… > 用 「A を も っ て B」 的 形 式 、 表示 仔 B 時 所 用 的 方 法 或 手段 A 。 
EE 蘭 N + を も っ て 

|> ① 居 また ち は 団結 カ を も っ て 、 優 勝 を 勝ち 取っ た 。 


The players won he championship by their cohesiveness. 
途 手 伯 団 佑一 致 」 奈 得 了 窟 宰 。 

② 彼 は リー ダー シッ プ を も っ て 、 会 社 を 成功 させ た 。 
 「 給 果 は 商品 の 半 送 を も っ て か えさ せ て いた だ きま す 。」 


(2) 


それ を 区 切り に 何 か が 終わ っ た り 、 始ま っ た りす る 。 あい さ つ な ど に 使わ れる 表現 。 
With Expresses that with which something ends or starts. Used jn greetings, etc. 


以 …。 以 紫 功 界 限 仁 束 或 弄 始 一 件 事情 。 用 在 同 候 奏 等 前 表現 。 


【 投 貫 ) N 十 を も っ て 


く 例 > ① 今回 の 契約 を も っ て 、 A 社 は 正直 に 日 信者 会 社 と な っ た 。 


全 


Company A has formally become a Japan-Russi 
以 此 次 合同 久 弁 端 。A 公司 就 正 式 成 了 日 優 合算 公 司 。 

②「 節 電 の た め 、 し ば らく は 7 時 を も っ て 開店 と させ て いた だ きま す 。」 

③「 本 昌 の パーティー は 、 これ を も ち ま し て お 開き と させ て いた だ きま す 。」 


"INT 「 一 を も ち ま し て 」 は 丁寧 な 言い 方 


joint-venture company with this contract. 


陳 人 WO (a を も っ て b. が 最後 )、 褒 募 を 締め 切ら せ て いた だ さき ます 。] 
MU マイ ク を (a 所 る b. 所 っ た ) が 最後 、1 時 間 も 一 人 で 歌い 続け る 。 
了 (6 も っ て b も っ た )、 お 客 様 に サー ビス を する 。 

I 以上 (a を 限り に b. を も っ て )、 閉 会 いた し ます 。] 

大 変 で も 、(a. カカ を b. カ の ) か ぎり 頑張 ろう 。 


W ん 41 


a) ( ) に 入る 適当 な 表現 を [| |] か ら 選び な さい 。 


ひょう げん 


※ 同 じ 表 現 は 一 一 度 し か 使え ませ ん 。 


お な ひょう げん 


を 限り に を も っ て が 最後 


ー に な っ た 。 
BE れ な 歌 唱 力 と 美貌 )、 ス ター に な っ 


か の な い 。 
古い 出し た て )、 父 は 自分 の 意見 を 曲げ な 
放 尼 月 の 記者 会 見 ( 0 彼女 は マス コミ の 前 か ら 姿 を 消し た 。 


43 ペー ジ で 答え を 確認 ! ) 5 一 


TT PCCCD PPCLPCPLPPPTETY 
(MMMW4 の 解答 ) 

| 1) a 2) a 3) a 4) a 5) a _- 

し 1) を 機 に 2) て か ら と いう も の 3) を 皮切り に 
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ー き らい が ある / ~ ま くめ / 


第 ら 週 
1 日 目 て まみ れ / めく 


@ ~ き らい が ある 


[意味 】 自然 に に な りや すい 、 と いう 傾向 や 性 格 が ある 
外見 的 な こと で は な く 、 も の の 本 質 。 話し 手 の 天 的 な 気持ち なす 。 


がい A て きす 


Likely to become .., tend to.. 
feeling, 

然 本 a a 
自然 大 ・ 年 …… 個 向 。 不 表面 矢本 原 上 的 同 且 。 表 示現 活 人 的 請 示 


} 十 きら い が あ る 


く 例 > ① あの 人 は 何で も オー バー に 話す きら い が あ る 。 
That person tends to exaggerate everything, 
砂 條 人 有 導 愛 将 仕 る 的 毛 病 
② 人 は 年 を と る と 、 他人 の 言葉 に 年 を 傾け な 《 な る きら い が あ る 。 


も ば 


③) 車 を 利用 し て いる 人 は 、 運動 不足 の き らい が ある 。 


ひょう げん 


癒 い て と が 多い か た い 表現 


38 


-Describes the essence of things rather than appearances. Expresses the speakers pe ti 
ssimistic 


第 ら 週 1 日 目 


ー ば か り だ 
の 小 旧 だ 。 それ が 続い て 起こ る 。 


a which keeps occurring. 


Almost entirely in a state of 


件 事情 不断 地 肥 生 。 


yallin… 


前 状 松 。 


N + ずく め 
1 鞭 賞 て 海外 旅行 も 当 た リ 


Recently my life is filled only with good things, like winning an overseas trip and getting a 


、 恋 人 も で き て 、 最 近い いこ と ずく め だ 。 


girlfriend. 
風 迷 中 了 海 外 旅行 商 且 叉 有 了 恋人 、 最近 尽 走 好 事 。 
2 以前 、 若 者 の 間 で 全身 黒 ず く め の フ ァ ッ ショ ン が 人 気 を 呼ん だ 。 
光 き 、 ご ち そ うず くめ だ 。 


3) この 一 週間 、 レ スト ラン て の 会 食 が 続 


「 い いこ と ずく め 」「 異 例 ず くめ 」「 ご ち そ うず くめ 」 な ど 慣 用 表現 
ブラ ス の 内 容 が 多い 


第 ら 週 1 日 目 
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( て まみ れ 


1 


て が いっ ぱい 
夫 休 に ー が つい て いる 様子 。 活 れ や よく な いも の 、 不 人 巧 を 与え る も の が 多い 。 


Covered with … Bxpresses the state of being entirely covered with 
things. 


全 其 ……。 全身 部 洗 満 了 ・ 


i Often refers to dirty, unhealthy, and/or unplea 


的 様子 。 多 数 是 肝 赤西 、 不 好 的 赤西 或 引 起 人 不愉快 的 奈 西 。 


7) N + まみ れ 

く 例 > ④ 映画 の 中 の 戦争 シー ン で 、 主人 公 が 個 ま みれ に な っ て 倒れ た 。 

いい Ft WC で う tA が 

The main character fell to the ground covered in blood in a battle scene of the movie. 


影 的 虐 争 電 面 中 主人 公 江 身 鮮 血 地 倒 下 了 。 


② 子 ども は 外 泥まみれ に な っ て 遊ん だ 方 が いい 。 
⑧ エア コ ン が 故障 し iC 54 ス で は みん な 汗 ま みれ に な っ て いた 。 


第 ら 週 1 日 目 


ンー め く / ~ め いた 


ー ら し く な る 、 一 の よう に 見 える 
人 い 、 そ う 強 く は な い が 一 の よう な 感じ だ と いう 意味 。 


ig more like ..., looks like .... Means that it is not completely or strongly SP it nl 
0 必用 来 象 …… 欄 子 。 玉 没 完全 変成 。 也 不 那 人 強烈 。 但 上 希 人 象 … 


N + めく / め いた N 
ー が 評判 に か っ て いる 。 
人 骨 *。 (①) その ドラ マ は 、 壮 め いた ス トー リ が 評判 な っ て い 
。 lhe drama's mysterious storyline has been much talked about. 
則 企 軸 祝 財前 情状 凌 迷 商 、 引 人 入 麻 、 因 耐 受 到 了 好 。 
こん だ \ て きた 。 
⑦ 風 が 吸 か く な り 、 梅 も 咲き 始め 、 だ ん だ ん 攻め て 
⑬ 先生 は 冗談 めい た ロ 調 で 、 その 生徒 を 注意 し た 。 
Cr) が ん お ) 3 


’ 3 こ \ る も の に は メ X を 
) 次 の 文 で 正しい も の に は 〇 、 間 違っ て いる も の に 
書き な さい 。 
) 分 詩 の プロ 野球 は 、 日 秋 時 や 名 放 貞 な ど 素 全 ず くめ の 開 計 と な っ た 
) 李 二 も 明け 、 等 日 30 度 を 超え て すっ か り 夏 めい た 。 
) ゆ あ ど こ 
) キシ コ 少 の 事 束 で 、 油 まみ れ に な っ た 魚 た ちの 写真 を 見 た 。 
いっ も 県 配 し て くれ る きら い が あ る 。 
し ん ば い 


[問題 1】 正しい ほう に 〇 を つけ な さい 。 


1) 今回 の オリ ン ピ ッ ク は 日 本 選手 が 大 活 曜 し 、 記録 (8. ず くめ b. ま みれ ) の 大 会 だ 
2) 朝晩 注 し く な り 、 だ いぶ (@a. 秋めい た b. 秋 めい て ) きた 今日 こ の 頃 だ 。 

3) 中 学生 た ち は 、 汁 (a ずく め b. ま みれ ) に 人 な っ て グラ ウン ド を 走っ て いる 。 
4) 彼 は と て も いい 人 だ が 、 いつ も る 周囲 に 遠 俺 (8. し すぎ b. し すぎ る ) きら い が お 


えん リュ 


( ) 先生 は 私 た ちの こと を 、 


[問題 2】 ( ) に 入る 適当 な 表現 を |  ] か ら 選 びな さい 。 
選 要 な ら 週 当 な 形 に 変え まし ょ う 。 
※ 同 じ 表 間 は 一 度 し か 使え ませ ん 。 


ひょう げん 
ずく め きら い が あ る まみ れ めく 
1) 全身 ほこ り ( ) に な りな が ら 、 人 し ぶり に 物置 の 掃除 を し た 。 
2 営業 職 に も か か わら ず 、 彼 は 人 見 知り の ( )。 
3) 彼 の 要求 は エス カレ ー ト し 、 徐々 に 剃 追 ( ) きた 
ュ ヒ 』 きょう 1 は て RR 
2 その 信 は 、 結 村 、 出 坦 、 只 さ 更 受賞 と めで た いこ と ( ) な 


ii" 
Wo nm る) 
RN | 1) a 
前 MM 1) を も っ て 


9 が Bi 3) a 4) b 5) b 
2) が 最後 3) を 限り に 
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第 ら 週 ら 日 目 


~ っ ぱな し / ~ つ ~ つ / 
て な が ら に / / 一 な が ら も 


(、< の modgebo ゃ < 訓 | / 0 


て つば な し 


ーー た り ~ た りす る 
放っ | で 、 対照 的 な ニ つ の こと が 交互 に 起こ っ て いる こと を 示す 。A と B の 動詞 は 反対 の 意味 を 


も 多い 。 
TR が A の 有 身 形 に な る こと 
' A つ B つ means that two contrasting events occurs alternately Verbs A and B have opposite 


て た まま 
自動 陣 の 場合 は 「 そ の 状態 が 続く 、 よ く 起 まる 」、 他動詞 の 場合 は 「 処 置 や 後 始末 を し な いで 、 そ の まま | 
し て お く 」 と いう 意味 。 


Keep on doing Means that "the condition continues/occurs often" when used as an intransitive verb, Means " leaving it asjil 
without ng Care of it" when used as a transitive verb, 


Mn wellas... 
Nii, Dut I is often a passive form of A. a 
ak 補 款 具有 対比 柱 ト 事 情 次 埋 朗 生 。A 和 B 央 表示 相反 意 叉 的 臣 
一 直 ……。 接 月 称 財 時 表示 「 邪 保持 下 直交 生 」, 接 他 効 表示 「 不 光 行 外 理 世 政 捨 , 吉 下る 放 秩 肛 用! ふつ B つ 」 的 形式 表示 具有 対比 性 人 人 事情 交 大 
ll 用 憶 湖 同 的 情況 也 視 多 。 


2 2 + つ 
V ます 形 + っ ぱな し vV ます 形 + + V OO 
ぃ = いる 。 
< 例 > (① 遂 勤 ラッ シュ で 1 時間 も 立ち っ ぱな し は 幸い 。 風 " ① ゆ 人 間 は みん な 、 も ち つ も た れつ で 生き て 


Dieopghipe gghsrand ipedbethemy 
人 人 者 足 在 豆 相 埋 助 中 生 司 震 。 
(日曜 昌 の マラ ソン 大 合 は 、 拡 きつ 核 か れつ の 大 接戦 と な っ た 。 
(⑪ その 店 に 入る うか や め よ うか 、 行 きつ 戻り っ し て 結局 や め た 。 


leis hard to keep standing for an hour on a rush hour train. 

在 上 下 斑 前 高 話 期 。 一 青 二 立 」 小村 、 神 受 。 
⑨ 着 は 、 私 が 何 度 注 意 し て も 見 終わ っ た DVD を 出し っ ぱな し に する 。 
OS 5 を 開け っ ぱな し に し て 本 る な ん て 、 不用 すぎ る 。 
@ 信 今 か 大洗 下 の あの 遂 ま も 、 貞 校 時 代 は 監督 に 区 超 鳴 られ っ ぱな し だ っ た そう が だ 」 
- 波 「 も ち つ も た れつ 」「 さ し つ さ され つ ]」 な ど 慣 用 表 表現 
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ら 週 ら 
第 ら 週 日 目 第 ら 週 ら 日 目 


ーー な が ら に / 一 ながら の ー な が ら も 
て と いう 状態 の まま で ~ け れ ど も 、~ の に 
「A な が ら に B」 で 、A の 状態 で BH、A の と きか ら ず っ と 日 と いう 意味 | 6B」 で 、 通常 A な ら B に は な ら な い が 、 こ の 場合 は B に な る と いう 恋 味 


6 der the condition 
Remainingin the state of A な が ら に BB means that B occurs in the state of A or thatcondition B remains ever sind bough 人 AA な が ら も B means that, although A usually does not cause B, B occurs under 


全数 …… 居 の 准 形式 表示 在 A 前 状 表 下 六 行 B 。 属 老 財 刻 電 始 一青 保持 B 的 状 夫 Hs ee. _ 
始 多 …… 状 赤 。 用 「A な が ら に B」 的 形式 表示 在 A 的 状 次 下 輝 行 B , 或 者 尺 A 時 刻 弁 始 一 直 保 持 B 的 状 胡 [hihie co 用 「A な が ら も B」 前 形式 。 表示 一 了 層 婦 下 A 不 人 8 但 是 共 送 衝 情 吉 下 能 変成 B。 


V ます 形 ・ な い 形 


| ) 1 ます 形 


} 十 ながら に / な が ら の N 


N A + な が ら も 
く 例 > ① その バイ オリ ニス ト は 、 生 まれ な が ら に ま れ な オオ 能 を 持っ て いた 。 ナ A 
The violinist was born with exceptional abilicy, N 
那 小 失 手 天 生計 志 礎 オ 。 用 の その 人 0 は 尼 に 委 ま れ な が ら も 、 ヒ ッ ト 作 が 中 せ ず に この 世 を まっ た 。 
る @ 彼 は イメ ダビ a 一 番組 で 、 湊 な が 5 に 過去 を 語っ た 。 ) RNG Ueto the writer died withouea bestseller. 
③ この 揮 り に は 、 時 な が ら の 自然 が 残っ て いる 。 


上 條 作家 最 有 天 頻 介 天 没 能 食 造 出 好 作品 款 去 世 了 。 
② 新しい マン ショ ン は 環境 も よく 、 狭い な が ら も 快適 だ 。 
(3) この パソ コ ン は 小型 な が ら も 、 最新 の 機能 が 揃っ て いる 。 
作 Pomr 慣用 表現 


か ん よう びょう げん 


Pus 「 届 な が ら に し て 」 も よく 使わ れる 
例 ) パソ コン が あれ ば 、 家 に 居 な が ら に し て 仕事 が で きる 。 
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1】 正しい ほう に 〇 を つけ な さい 。 


た だ 


M3] ( ) に 入る 最も 過当 な も の を 一 つ 選 びな さい 。 


1) 久しぶり に 旧 


りう の 


再会 し 、(a さ し つ さ され つ b さ し っ ささ れ て ) 朝 ま で 飲 大吉 会 な が ら も 、( ): 

| 人 ロロ が 1000 万 人 を 超え て いる 

| 八 上 は 住 みた い 

0 6 交 2 絢 っ て いる 

則 ! カ ッ プ ラー メン を 食べ っ ぱな し に し て 、( 2。 
メー プ を 捨て た 


と 
3 
2) イン ター ネッ ト を 使え ば 、 家 に (a 居 な が ら b. 居 る な が ら ) に し て 英会話 の 
スン が で きる 。 
3) た と え 1 分 で も ドア を (a. 開き b, 開 け ) っ ぱな し で 家 を 空け る な ん て 。 
4) その 一 家 は (8. 貧しい D. 貧 し く ) な が ら も 、 笑い が 絶 を な いい い 家族 だ 。 


山かけ て 行っ た 
0 きれいに し な さい 

| 叱り れ て 、 彼 女 は 涙 な が らち に ( )。 
EE 17 か の じ ょ 人 なみ だ 

lh 及 診 し た 


[問題 @】 ( ) に 入る 適当 な 表現 を | |] か ら 選 びな さい 。 


も ん だ い 


※ 同 じ 表 現 は 一 度 し か 使え ませ ん 。 eo 
お な ひょう げん いち ど つか ! 人 Pt 
0 才 い て いた 
行き つ 戻 ! っ ぱな し な が ら に な が と ' 
kb a Momp きん と は も ちっ も た れ っ 、( )。 
を 運ん だ 
1) 友人 か ら DVD を 1 年 も 借り ( ) に し て し まっ た 。 0 を 提 ん た 
いい 関係 を 続け て いる 
2) 困難 に 違い ( )、 彼 は 最後 まで て 頑張 り 抜 いた 。 いい 隔 係 を 鐵 け で 
we NT ME 一生 に 帰っ た 
) 開店 まで 時 間 が あっ た の で 、 辺 り を ( ) し て オー プン を 御 に 放 に 放 
4) 彼女 に は 生ま れ ( ) し て ハン ディ キャ ッ プ が あっ た 。 


(Ei 


1) a 2) b 3) b 4) b 
1) すみ れ 2) きら い が あ る 3) めい て 4) ずく め 
VO 2)x 3)O 4)x 
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に か が わる / 第 ら 週 3 日 目 
~ に 即 し て _ Wo 


C それ と あれ は 、 どん な 関係 ? Me (% 


( て と 相まって / と 相 ま っ た ー に か か わる ) 


と いっ し ょ に 、~ と 影響 し 合っ て 
TA と EB か 朝 ま っ て | で 、 ABー つ か ー 綿 に な っ て ある 細 和 効果 を 生 お こと を 表す 。 
0 sinteracting with .… A と BB が 相まって expresses that Aand B together cause a certain result/effect, 


起 , 三 …… 互 相 影 晒 。 用 へ と B が 相まって 」 的 形式 , 表 示 A 和 BB 商 件 事情 共同 作用 , 引 起 茶 各氏 果 可 則 が 行 …。 不 是 筒 単 的 茨 系 , 両 基 有 入 大 的 影 咽 。 


ー に 関係 する 、~ を 左右 する 
MM で は な く 、 大 さき な 影響 が ある と いう 意味 。 


lio., lecting .... Expresses a large impact rather than a mere relationship. 


代 砺 栓 N + と 相まって / と 相 ま っ た N N + に か か わる N 


く 例 > ① 面 白い シナ リオ と 旬 な 配役 が 相まって 、 その 喘 画 は 空前 の 大 ヒッ ト と な っ た 』 RN > “nareanaesemaamerimmer 
An inreresting screenplay together with successful casting ma Nd6 the movie an unprecedented "Lcan not answer any ducstion regarding employees private marters, 
好 的 剛 本 和 当 外注 中 的 相互 病 合 , 信 那 部 四 虹 仁成 了 空 前 的 大 効 。 茨 系 到 公 司 恥 邊 際 私 的 同 甚 , 元 法 回 答 。」 _- 
(の)】 連休 と 晴天 が 揚 ま で 、 洗 園 地 は 今年 最高 の 人 出 だ っ た 。 ②⑰ PP た けれ ども 、 . 命 に か か わる よ 4 な ケガ で は な く 安 し た 。 
③ グチ 化 と 高角 化 が 相まって で 、 上 本 の 人 は 大 きく 諸 わ っ た 。 - ⑨ 現 境 問題 は 、 地球 の 未来 に か か わる 大 きか 課題 だ 。 


の 玉生 の 飼 と 運 の よさ が 糧 ま っ た 結果 、 彼女 は 大 スタ ー に 4 な っ た 。 


PoiNT いい 結果 が 多い か た い 表 現 


ひょう げん 
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AMIWIWWvi 


第 ら 週 3 日 目 確認 テス ト 


販 1) 正しい ほう に 〇 を つけ な さい 。 
! た だ 


( ー に 即 し て / に 即 し て は / ~ に 即 し て も / に 即 し た 5 
そく そく そく そく | MM い 合わ せ が あ っ て も 個人 情報 に (a. か か わり b. か か わる ) こ 


草 て は いけ な い 。 


て に 従っ て 、 一 に 豆 わせ て 、 一 通り に |] の 喘 画 は 、 原 作 に (a. 即 し た b. 即 し て ) 内 容 と は いえ な い 。 


「A に 即 し て B」 で 、A を し っ か り 二 まえ た よ で 、 それ に 合わ せ て 日 を する こ と を 表す 。 
According to ym conformityto ..., according to... A に 即 し て B expresses doing B based on and according to 
導 太 配合 妥 … 欄 。 用 「A に 即 し て BJ 的 形式 , 表示 以 A 旋 依 握 。 接 照 A 的 様子 仔 B 。 


用 届 の 料理 は 、 色 彩 と 味 が (a. 相 まっ た b. 相 まっ て ) 芸術 作品 だ 
7 tv 人 

) 4 (a. オ 能 が b. オ 能 の ) 相まって 、 彼 は 事業 を 成功 させ た 。 
| | ん 7 事件 の 量刑 も 法律 (a. に 即 し て b. 即 し た ) 決め られ る 。 


けん りか 


N + に 即 し て / 即 し て は / 即 し て も / 即 し た N 


く 例 > ① 間 み た いな こと ば か り 言 わ ず に 、 現実 に 邑 し て 考え な さい 。 ボ 人 恥 目的 や 利益 の た め の 人 間 関 係 


XX ャ て 


Don't be always up in the clouds, and stare thinking according to reali, 0 共 判 で 決め られ る 刑 の 長 さ 、 章 さ 
不要 尽 説 那 江 理想 的 話 。 佑 合 現 突 情 競 考 大 一 下 。 Peet 
② 災害 時 に は 、 実 情 に 即 し た スピ ー デ ィ な 対応 が 求め られ る 。 
③ デー タ だ け で は な く 、 現状 に 序 し て 今後 の こ と を 検討 する べき だ 。 ー 和 る 適当 か ら 選 びな さい 。 
| は 表現 を ら 
④ 現代 人 の ニー ズ に 印 し て 、 この 商品 は 開発 され た 。 | ( ) に 入る 適当 ひょう 5 
当 792 4 ※ 同 じ じ 表 現 は 一 度 し か 使え ませ ん 。 
げん いち 
箇 poinr か た い 表 現 お な ひょう 
ひょう げん = 
が 相まって に 怒 し て に か か わる | 
| | の 作 は 会 社 の 今後 ) 大 き な 問 題 だ 。 


) も う 一 度 考え て みよ う 。 
)、 会 社 の 売り 上 げ が 一 気 に 伸び た 。 


| 見 まとまら な い の で 、 現 状 ( 
] 上代 の 流れ と 戦略 ( 


a 
57 ペー ジ で : え を 表 和 1 ) 
ne 
lS 
{ CE まま まま CE 
TO < 
| LE 3) 
! 1) a 2) a 3) bp 4) a 5 
リ 1) っ ぱな し 2) な が らち も 3) 行き つ 戻 りつ 4) な が ら に 
h 1) c 2) b 3) a 4) b 
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第 ら 週 4 日 目 


てこ と も な く / 一 を も の と も せ ず / 


RO 


(W 


(Lge 気 に せ ず に 何 か を する 胡 


ー を も の と も せ ず う 


てこ と も な く / ~ と も な し に 


(1) | 特に する つも り は な く 、 何 と な く 
「A と も な く 日 」 で 、 特 に A を し よう と 意識 し て いな か っ た が 、 結 果 的 に B に な っ た こと な を 意味 する 


With no specific intention of doing ..., for some reason AA と も な く means doing A without any specific intenti 
butresultingin B. 


井 非 刻 意 地 ……。 不知 不覚 中 。 用 「A と も な く B」 的 形式 , 表示 没有 刻 意 地 要 働 A 的 想法 , 策 果 序 変成 枯 


ー~ を 問題 に し な いで 、 一 に 負け ず に 
も ん だ い z 
3 が えて B と いう 
上 有り せ ず 」 で 、 た と え A の よう な 困難 や 障害 か あっ て も 、 努力 し て それ を 乗り 越 
ONM 吊 に な る こと を 表す 。 | 
EO In wpite of ... A を も の と も せ ず means that, even if there is a problem or disturbance like A, 
[se A leads toa favorable result B. 


RI 下 答 鈴 ……。 用 「A を も の と も せ ず 」 的 形式 , 事 示 即 使 過 害 象 A 那 梓 的 困 慌 或 障 但 , 勾 辻 勢 
暗唱 川中 所 希 呈 的 策 果 。 


working 


V 辞書 形 と も な く / と も な し に 


じ し ょ けい 


く 例 > ① 接 業 中 、 見 る と も な し に 外 を 見 た ら 、 き れい な 尋 が か か っ て いた 。 


じゅ ぎょ うち ゅ う 


N + を も の と も せ ず 
LM (① 度 凍 な る ケガ を も の と も せ ず 、 し 
lhe sumo wrestler rose to the rank of Yokozuna in spite of repeated injuries. 
品 剛 了 息 多 次 受 舌 。 那 條 大 力 土 法 到 了 横 絢 。 
8 F うと う 彼 は 国 の トッ プ に な っ た 。 
の ) 折田 を も の と も せ ず 努 み し 、 と うと う 彼 は 国 ッ な 
を も の と も せ ず 、 カ を 合 わせ て 町 を させ た 。 
た は 批判 を も の と も せ ず 、 自分 の 責任 を 最後 ま で 果たし な 


I saw a beautiful rainbow when I just happened ro looked out of the window in class. 
在 上 末 的 時 候 。 元 意 中 向 外 有 , 受 現 有 半 本 的 彩 虹 。 

② 電車 の 中 で 人 の 会 話 を 聞く と も な く 聞 いて いた ら 、 その 人 は 友人 の 知り 合い N 
わか っ た 。 


PoinT 「 見 る 」「 言 う ]「 聞 く 」「 読 む 」 な ど を よく 使う 


⑭ 部 


(2) “は っ きり は わか ら な い が 


「~ と も な く B」 で 、「 い つか ら と も な く 」「 だ れ に と も な く 」「 ど こ へ と も な く 」 など 、 明確 で は な 
B と いう 状態 に な っ た と いう 意味 。 
Notknowing clearly Used ass いつ か ら と も な く (notknowing from when,)) だ れ に と も な く (notknowing to 


whom) or どこ へ と も な く (Got knowing to where ) etc。 と も な く BB means that condition B has been achii 
without a clear canse and/or purpose. 


不 昌信 碑 定 , 但 是 ……。 用 「 と も な く B」 的 形式 , 表 示 「 不 太 害 何時 井 始 」「 不 碗 定 選 進 」「 不 季 定 夫 忠 時 
稀 里 物 塗 地 成 了 B 的 状 恋 。 


) 還 し 手 自身 の こと に は 使わ な い 


) 蜂 問 列 (な に 、 ど こ 、 い つ 、 だ れ 他 ) + か ら ・ に ・ へ + と も な どく | 
く 例 > ① い つか ら と も な く 彼女 を 意識 する よう に な っ て いた 。 
I started rhinking abour her before I knew ir. 
不知 仕 色 時 候 弁 始 意 下 到 好 的 存在 了 。 』 
② どこから と も な く 美しい ピア ノ の 音色 が 聞こ えて きた 。 


人 point 慣用 表現 


か ん よう びょう げん 


第 ら 週 4 日 目 


て を よそ に 


や を 関係 な いも の と し て 、 を 気 に し な いで 
「A を よそ に B」 で 、 A を 無視 し た り 考 えな いふ ぶり を し た り し て 日 を する こと 。 


Recgarding … as unrelated, without concerning … A を よそ に BB means doing B while ignoring or pretending no 


thinkabout A. 


元禄 ……。 担 …- 不 放 和 在 心 上 。 用 「A を よそ に B」 的 形式 表示 在 色 祝 A 式 不 考 虚 A 的 情況 下 微 B。 


N 十 を よそ に 


く 例 > ① 国 民 の 不安 を よそ に 、 政 府 の 方 針 は 二 転 三 転 し て いる 。 
れい こく みん ふる ん せい ほう 3 し ん に て ん さん て ん 
The government has changed its policy again snd sgain while peopl are worried, 
却 祝 国民 的 不安 。 政府 的 方 針 上 是 変 来 変 去 的 。 
② 家族 の 心配 を よそ に 、 父 は 等 暁 の よ う に お 酒 を 飲ん で いる 。 
⑬ 周囲 の 反対 を よそ に 、 彼 女 は 無理 な ダイ エッ ト を 続け 、 と うと 3 
⑧ 近 所 の 冷た い 視線 を よそ に 、 彼 は 迷惑 行為 を 繰り 返し た 。 


Pomr マイ ナス の 内 容 


56 


を 壌 し 


だ 


テス ト 


か く 


tal 
トト 


1】 正しい ほう に 〇 を つけ な さい 。 


MN* (a. よ そ に b. も の と も せ ず )、 彼 は 大 学 進学 を 果たし た 。 

で (a 見 る と も b. 見 な いと も ) な し に 空 を 見 上 げ る と 、UFO の よう な も の 
NN ん で いた 。 

|( (8. が 反対 b. の 反対 ) を よそ に 、 彼 は 18 歳 の 若 さ で 結婚 し た 。 

有用 の 本 を (a よそ に b. も の と も せ ず )、 彼 は 夜遊び ば か り し て いる 。 


: れ に れ か と 0 詩 を 言っ て い が いる 。 
WC (a. だれ に b. だれ か ら ) と も な く 、 独 り 言 を 言っ て \ る 人 


朋 (  ) に 入る 適当 な 表現 を [| か ら 選び な さい > 
※ 同 じ 表 現 は 一 度 し か 使え ませ ん 。 


お な ひょう げん い 


を よそ に を も の と も せ ず と も な く 
量 人 7 の 地 告 ( )、 そ の ジャ ー ナ リス ト は 戦地 へ 向かっ た 。 
MM ( ) 、 財 論 家 は ヨッ ト で 世 束 一 膨 を 果たし た 。 


用 有り る と 、 ど こ か ら ( ) カレ ー の 匂い が 漂っ て きた 。 


\ 
| 1 ペー ジ で 答え を 確認 ! 


NN OM) 
I) ob 2) a 3) a 
1) | の の わ る 2) に 即 し て 


4) a 5) a 
3) が 相まって 


57 


MW VOV) 


~ か ら あ る / ~ さ と きま / ーー a 
へ ~ と いう も の | 


(て 「 ど の くら いか 」 を 具体 的 に 説明 ア 4 


ー か ら あ る / か ら の ー こ と き / さと く ) 


ー も ある 
| WT 当 - の よう な 、 の よう に 


「A か ら あ る B」 で 、A は 話し 手 が 多い 、 大 き 

に 、 大 きい 、 長い な ど と 思う ボリ ュー 

「 実 際 に は A 以上 ある 」 と いう 意味 。 思う ボリ ュー ム を 符 昌 | | で 、A は B を 具体 的 に 説明 する も の 。 

CO A ご と き B means that A describes B concretely. 


Existing as manyas... Ain A か ら i 
gas many jn A か ら あ る B emphasizes the volume, such as number, 4 ビ と きす 』 次 人 必 。 共和 


IM 


as large by the speaker It seams "there are actually more than A" size, and length, which is perd ff 
在 …… 以 上 。 3 。 3 
以上 。 用 「A か ら あ る 」 前 形式 使用 。A 是 江 活 人 所 天光 朋 多 、 大 政長 等 的 数 量 。 表示 「 突 匠 上 比 A3 ( N } a Nk 
hs ご 
動 N V 辞書 形 ・ た 形 寺 か 
ui + か ら あ る / か ら の + N 
章 " の 打 時 代 は 矢 の ご と く 通 ぎ 才 っ て いく も の だ 。 


く 例 > ① きゃ し ゃ な 彼女 が NE 
軸 9 NN 敵 か 6 "か ら あ る 疹 を 吉 え と 持ち 上 げた 。 Youth fies away like an arow 
Piece of baggage of at least 30 kg casily. 弟 春 時 代 逝 似 短 。 
類 尋 的 如 , 経 耐 易 挙 地 失 上 起 了 0 多 公 所 的 生地 。 ② 見 て きた か の ご と き ホ ラ を ふく 
⑫ 祖父 は 昔 、 3 メー トル か ら あ る 熊 に 下っ た そう だ 。 MO 
⑧ 駅 の 前 に 8000 万 円 か ら の 高級 マン ショ ン が で きた 。 用 し 古い 慣用 表 提 
④ 後 の お 父さん は 社員 1 万 人 か ら の 大 企業 の 社長 だ 。 ク 


(= 邊 の お 父さん は 社員 1 万 人 か らい る 大 企業 の 社長 だ 。) ラフ を て 事実 で は な いこ と を 大 きく 言う 


a]| ら = a ) 下 | - な ん か 、~ な ど 
“POINT 「 か ら あ る 」「 か ら の 」 の 前 は 具体 的 な 数 字 5 
人 や 動物 の 数 は 「 一 か らい る 」、 値 段 は か ら MD に ) で 、A と いう 人 や 物 を 見 下 し た り 、 秦 定 し た りす る 。 
4 へ 値段 は 「~ か ら す る 」 を も 使う [NI 中 の 場合 に は 議 導 の 意味 に な る 。 
fia inivial thing like .., such a thing ike … A ご と き に expresses scorn for and/or negativity toward person ん 
[in A telens to the speaker himself or herself, it expresses self-modesty. 


*\ き ゃ し ゃ だ …… 体 が 非常 に ほそ く 、 弱 々 
体 が 非常 に 、 嫌 々 し い 様子 。 特 に 文 性 に 使う 
2 を で 億 6 てい 欄 す 。 待 に 女性 に 使う と き に 」 的 形式 、 表 示 旗 視 式 定 A 送 衝 人 束 物 。A 是 自己 的 内 修 表示 湿 * 


NOF ) $。 用 「A こ と 


N + ご と き に 
Ml (① 今度 の 試験 で は 、 あい つ ご と き に 負け る も の か < 
N ん で せん 
him will never beat me in the ncxt exam results. 
ム 能 答 谷 那 人 家人 呪 
②「 私 ご と き に 、 こ の よう な 役割 は 務 ま り ま せん 。] 


た て し 


第 ら 週 5 日 目 


て と いう も の 


ーー と いう 長い 時 間 、 長 い 期間 
話し 手 の 「 こ ん な に 長く ある 状態 が 続い て いる 」 と いう 気持 ち 。 


Sucha long time as... for a long period of time Expresses the speaker's feeling that "a certain condition has beel 


continuing for such a long time.” 


ED 共 叶 同 , 区 期 。 表示 濁 括 人 対 「 茶 一 衝 状 恋 持 衝 送 人 時 同 」 的 感光 。 


N + と いう も の 


を 


い 
I have never forgotten about her even for a day for five years since the break-up. 
分 別 之 后 5 年 的 時 同 , 一 天 都 没有 意志 千 好 。 
(の 】 明 日 は 体重 測定 な の で 、 ここ 3 日 と いう も の ろく に 食べ て いな い 。 


③ あん な に 和 人気 が あっ た コメ ディ アン を 、 こ こ 1、 2 年 と いう も の 全く 見 て ぃ 


④ あま り に 忙し く て 、 ここ 数 か 月 と いう も の デー ト も し て いな い 。 


伺 Pomr N は 期間 を 表す 数 字 


あら わ 


く 例 > ① 烈 れ て か ら 5 年 と いう も の 、 ーー 日 た り と も 彼女 を 忘れ た こと は な い 。 


確認 テス ト 


か くに ん 


]) 正しい ほう に 〇 を つけ な さい 。 


| NW の 父 は (a. 移 の b. 鬼 ) ご と き 顔 に な る 。 

上 WW の 多く 、10 人 (a か ら b. か らい る ) 大 で 高 っ た 
TO く 会 っ て いた が 、 ここ (a5 年 も b5 年 ) と いう も の 、 全 く 連 絡 が な い 。 
いっ (a ごとく b. ご と き ) に バカ に され る な ん て 、 情 け な い 。] 

MM ミン ト に は 、3000 人 (a. か ら b. か ら の ) 人 が 集まっ た 。 


朋 (  ) に 入る 適当 な 表現 を | |] か ら 選び な さい 。 
※ 同 じ 表現 は 一 度 し か 使え ませ ん 。 


お な ひょう げん し 


< とく と いう も の 


か ら あ る 


り k 忙し く て 旅行 どこ ろ じ ゃ な か っ た 。 
いそ 9 ュー 
) バス ケッ ト ボ ー ル の 


入っ て 1 年 ( 
OM いい で ん は 、 詩 藤 が 2 メー トル ( 


LM 


錠 力 が 
の Ap の 騙 意 は 、 ス クリ ー ン か ら 出 て 来る か の ( 潮 0 
が が 71992 


5) a 
3) と も な く 


3) b 4) a 
2) を も の と も せ ず 


2) a 
1) よそ に 


第 9 週 1 日 目 


第 3 週 て た る る / ~ と 思い まき や / 
呈 = 脇 ~ と も あろ う / ご と も な る と 


と くべ つ な 立 場 の 人 は どう する ? 4 


( ー た る 


て と 思い き や ) 
お も 


地理 - で ぁ る 
「A た る B」 の A は そう いう 立場 や 状 ー と 思っ た が 
送 を や 状況 に ある 人 。 「A と い 3 立場 の 人 な ら 当然 こう ある べき だ 」 とい 
50 ~~ IN や VDJ で 、 A だ と 思っ た が 実際 に は 違っ て BB だ っ た と いう 意味 。 話し 手 の 端 き や 矢 望 を 表す 。 


手 の 気持 ち を 表す 。 


Being.…Ain A た る Biisa i 
Person jn a cert: Cl 
epocan EA ba ain position or in a certain situation, Expresses the speakers feeling that 


作画 …"。「A た る BJ 中 的 A 是 邊 手 那 往 立 均 或 状 E 示 培 
AM ^ 電 外 子 那 衝立 坊 世 状 赤 的 人 。 表示 悦 話 人 党 得 「 刀 す A 立 協 的 人 就 理 所 当 鐵 


€TD N+ た saN 


く 例 > ① 一 国 の 長 た る も の 、 も っ と リ ー ダ ー シ ッ プ を 発揮 し て ほし い 
Being the leader of a country, he should exercise jade 
作 力 一 国 を 主 , 友 更 加 用 所 谷 的 作用 
② 学生 た る も の 、 何 より も 学 を を 一 に : 考 える べき だ 。 


ぎょ う いち ば ん 


③ 話 師 た る も の 、 員 者 の 知香 的 ケア まで で き な け れ ば な ら な い 


Mount 和信 と 思い き や 3 means that someone thought that itwas A, but it was actually B.Expresses 
fi 0 dinappointment of the speaker. 


川 1A と 思い き や B」 的 形式 , 表示 原 来 状 攻 古 A , 但 座 除 上 却 古 B 。 表 示 況 活 人 的 尽 洲 或 失望 。 


イ A 
普通 形 (か ) 十 と 思い き や 


N 
(た だ し 、 ナ A と N は 「 だ 」 が つか な いこ と が 多い ) 


り 5 時 間 も か けた 書類 が 完 E 成 し た と 思 いき や 、 誤 字 脱 字 が 多く や り 直 し に ヵ な っ た 。 


Although I thought that he five 人 Ro the ee was completed, 1 had to redo it 
because of ypographical errors and omissions. 

他 了 5 條 小 時 優 成 的 資料 , 没 想 到 有 那 る 多 錯 字 漏 字 , 所 以 重 新 働 了 。 
2 ジャ ン ボ 宝 くじ に 当たっ た か と 思 は いき や 、 前 回 の 当選 番号 だ っ た 。 


(0 自分 の 駅 か と 時 いき 寝 過 ご し て 8 っ も 駅 を 過ぎ て いた 。 
(0 入学 生 沙 は 大 変 と 思 いき や 、 上 由 で 楽 い 寺 日 だ 。 


和仁 Ponr か た い 表 現 


ひょう げん 


「 こ た る も の 」 の 形 が 多い 
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第 3 週 1 日 目 


( て と も あろ うぅ ー と も な る と / こと も な れ ば う 


ー の よう な 


話し 手 が 高く 評価 し て いる 人 を 示し 、 「 そ うい う 人 な の に 期待 外れ の こと を し た 」 「 そ うい う 人 だ か ! 
わし い 行 動 を 期待 する 」 と いう 気持 ち を 表す 。 


As a great person like... Expresses the speaker's feeling toward a person he/she highly respects that ‘such a great p 
did something disappointing," or "an appropriate behavior js expected from such a great person." 


象 …… 那 欄 。 弄 話 人 表示 高度 軍人 的 人 , 「 本 庶 湾 是 那 梓 前 人 元 像 了 信 人 失望 前 事 情 」 「 本 庶 是 那 宰 的 人 
希 斉 行 思 記入 符合 那 各 身 傍 的 人 」 的 想法 。 


ー に な る と - 
と B」 で 、 普通 の 朱 件 で は 日 で は な い が 、A と いう 特別 に 進ん だ 案件 で は B に な る と いう 意味 。 
、 補っ 2 C ょ 329 ん < 


i a 
Mncondition of... A と も な る と B means that B never occurs under a normal condition, but B occur 
[ihevingia cc PO 


dyanced condition A. 


境川 | 人 と も な る と B」 的 形 表示 在 一 般 情 況 下 不 会 成 罰 B 的 矯 果 , 但 是 在 A 送 和 特 殊 的 条件 下 
/ な 式 , 
UL 


IN 十 と も あろ う N 
く 例 > ゆめ 彼 と も あろ う ミ ュー ジ シ ャ ン で も 、 未だ に ア アルバ イト を し て いる そう だ 。 


Even a musician like him still has ro have a part-time job. 


即 使 象 他 那 梓 的 音 抄 家 所 現下 今池 在 打 工 。 


② 鈴木 先生 と も あろ ろう 方 が 、 あん な 簡単 な 漢字 Pp ら な いと は 吾 い た 。 


を 
区 人 と も ある ろう も の が 、 人 を 騙す な ん て 話 せ か ない 。 


り る 


7 + と も な る と / と も な れ ば 


① 日 本 語学 校 の 上 級 ク ラス と も な る と 、 デ ィ ベ ー ト も で きる よう に な る 。 
Members of an advanced class in a Japanese school can dcbate. 
便 了 目 和 学 校 前 高 銀 琲 、 癌 法 全 能 輝 行 逮 途 的 水 平 。 

(⑳⑰ 甘い 日 本 の 夏 も 、 7 月 下旬 と も な る と 朝晩 は 涼し く な る 。 
③ 大 学生 と も な れ は 、 施 の 気持 ち が 少 し は わか る よ うに な る だ ろう 。 


「 と も な る と 」 より 「 と も な れ ば 」 の 方 が 仮定 の 意味 が 強く な る 
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価 1680 問 
= ー H ー つ 選び な さい 。 
【 商 題 1】 正しい ほう に 〇 を つけ な さい 。 | ( ) に 入る 最も 適当 な も の を 一 つ 選 びな さ 
1) 大 統領 (a. な る D. た る ) も の 、 潜航 カ が な けれ ば な ら な い 。 の 了 イ (中 学生 と も な れ ば 、( 0 
2) 12 月 (8. と も あろ う b. と も な なれ ば )、 この 地域 に も 物置 が 陰 る 。 四 (0) すぐ 高校 生 だ 
3) 合格 通知 か (a. と 思い き や b. 思 いき や )、 電話 料金 の 請求 書 だ っ た 。 | 化粧 に 筐 味 も 持つ だ ろう 
4) 60 歳 を 過ぎ て (a 留学 する b。 留 常 し て ) と も な る と 、 大 変 な こと も 多い だ 日 は だ 子ども だ 
| た る も の 、( 2: 


| 日 遊 ん で いる 

| は ずい ぶん 送 う 

大 放 作 に も 関 全 を 符 つ べき だ 

KC も あろ る う 3 も の が 、 ( 2: 
用 欠 言 を する な ん て 

本 朋 活 的 を する な ん て 

剛 だ 半 い な ん て 


D1 


| (内 敗 し た か と 思い き や 、( 2。 


(問題 2】 ( ) に 入る 適当 な 表現 を [|] か ら 選 びな さい 。 
※ 同 じ 表 現 は 一 度 し か 使え ませ ん 。 


ひょう げん 


た る 


昌 人 り 0 で き て いな か っ た 
ー 人 幕 らし は さび し いか ( )、 気楽 で 私 に は 合っ て いる 衣 


5《 ね た し 


| | リド リ で パス で きた 
あん な に 無邪気 だ っ た 彼女 も 、 大 学生 ( ) 大 人 っ ぽく な 

Uys か の じ ュ - WW ば リ 和 失敗 し た 
彼女 ( ) 有名 な 作家 が 、 他人 の 文 を 盗用 する な ん て 信じ ら 0 


ゆう めい 


よう 
ニニ つ 星 レス トラ ン の シェ フ ( ) も の 、 他 の 店 に は な い 味 が 
ぼ し は か あじ Li 


れる 。 79 ペ ツ て 替え を ) 


吊 ト 


EE 

nm 

a 2)b 3)b 4)b 5)b 
まい) 0 の 2) か ら あ る 3) ごとく 
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第 週 ら 日 目 


ー た と ころ で / ~ と し た と ころ で 


た と ころ で こと し た と ころ で / こと し た っ て / 
上 な らら の で に し た と ころ で / ~ に し た っ て ) 


ー で も 、 一 に し て も 
用 に 2 で B」 で 、 他 は も ちろ ん 、 も し A と いう 立場 や 楽 件 で も や B だ と いう 意味 
ハハ と し た と ころ で B means that B occurs even with the siutation or condition Aas wellas any 


起 識 動 - て も 
「A た と ころ で BB」 で 、 も し A が 成り 立っ た と し て も 役 に は 立た な い 、 無駄 だ と いう 話し 手 の 判断 。 


Although… A た と ころ で B expresses the speaker's judgment thatit would be useless and /or wasted evenif Aisagd 
即 合 …… 也 。 用 「A た と ころ で B」 前 形式 表示 江 話 人 催 出 即 使 A 成立 了 也 没有 件 用 的 麟 断 。 


fot 


UI 
上 | 員 . 用 「A と し た と ころ で B 」 的 形式 表示 不用 聞 基 世 的 , 即 使 在 A 送 科 立 協 世 条件 下 過 


LU 


V た 形 + と ころ で 


TO 
く 例 > ① い < ら 家族 が 説得 じ た だ た どころ で 、 頑固 な 欠 は 耳 を 貸さ な い だ ろ 3 。 *・ 
Although the family tries everything to persuade him the stubborn fther never listens, TA 普通 形 + RN 
即 人 家人 俺 生還 所 不 人 の RS RE SD 
⑨ コン サー ト に 遅れ そう だ が 、 ググ シー て 向かっ た と こ ろ で 間 に 合 きわ ない 。 N 


⑬ 区 日 残業 し た と こ ろ で 、 それ ほど 給料 は 増え な い 。 
(た だ し 、 ナ A と N は 「 だ 」 が つか な いこ と が 多い ) 


() 王国 間 の 紛争 は 、 国連 と し た と ころ で 実際 に は どう する こと も で き な い 。 
史 : 国 同 的 色 勢 , 即 使 和 隊 合 国 也 元 能 少 力 。 

) この 店 は コー ス メ ニ ュー に し た っ て 、 手頃 な 値段 で 食べ られ る 。 

) 周 未 の パーティー は 金具 参加 する と し た っ て 、 20 人 て らい だ ろう 。 
幕 と し た っ て 、 私 に ち に 対す る あの きい 方 は 不 快 だ 。 


| 「 と し た っ て 」「~ に し た っ て 」 は 話し 言 
剖 定 的 な 内 容 が 多い 


6 な いよ う 
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liven the United Nations cannot acrually do anything for sertling a dispute benvecn two counrries. 
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第 3 週 日 目 


第 は 週 ら 日 目 


て と は いえ ーー に し て 


~ で も 、~ と いっ て も 
「A と は いえ 日 」 で 、 A は 事実 だ が 、 そこ か ら イ メー ジ す る も の と は 違っ て 結果 は B だ と いう 意味 
ち が けっ か い み 4 


や -- だ か ら 、~ で も 


Nonetheless..., however A と は いえ B means that A is a fact but its result is unexpected B. 間 ま いう 意 
好 便 …… 也 。 最 現 …… 但 是 。 用 「A と は いえ B 」 的 形式 表示 量 然 A 起 事 突 , 但 中 中 人 : る es even if 


OA or °B evenif A.”" 


A に し て B」 的 形 
【 然 是 A , 却 成 了 B 的 筐 果 。 


i, 
LA 


.Ain A に し て B refers to what the speaker values as "high level, excellent." Means that "B 


用 。 A 是 濁 話 人 以 罰 「 水 平 高 、 低 秀 」 的 人 或 物 。 表示 因 旋 大 A, 


V - 
N + に し て 
TA っ て eK > os 
詞 リ 二 と は いえ ! 遂 暦 に し て 、 や っ と 人 生 が 楽し いと 思え る よう に な っ た 。 
AM 1 finally felt 1 was cnjoying my life upon becoming 60. 
N 伸 了 花 甲 。 オオ 感覚 到 了 人 生 的 朱 趣 。 


く 例 > ① 定年 退職 し た と は いえ 、 ま だ ま だ 働き た いと いう 人 が 大 勢 \ \ る 。 


Although having been rerired, there are many people who still want to keep working, 
明 然 退 休 了 , 但 是 祖 多 人 近 想 雑 人 工 作 。 


② 給料 が 出 た と は いえ 、 家 賃 な ど で あ っ と いう 間 に な く な っ て し まっ た 。 て ) で ある と 同時 に 


③ 学校 の 規則 と は いえ 、 携 帯電 話 持 ち 込み 療 止 は 厳し すぎ る 。 2 9 
NM こき ん し 3 が a 同時 。 
ナ A 二 
填 に し て 
〆 N 
用 トリ ナ ュ ー リ ッ プ は 可憐 に し て 個性 的 な 花 だ 。 
Tulips are both pretty and unique. 
借金 査 是 視 可愛, 有 / 條 性 的 花 。 
|) この 写真 の 人 は 、 医 師 に し て タレ ント だ < 
I か た い 表 現 
ひょう げん 
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⑦ あの ピア ニス ト に し て 、 来 だ に 自分 の 演奏 に 満足 で き な い こと が ある そう だ 。 
り * テ ラン 教師 て ある 姉 に し て 、 好 近 の 学校 育 は 問題 が 多い と 問 じ る らし い 。 


LL 


, 


中) で 、A は 話し 手 が 「 レ ベル が 高い 、 い い 」 と 思っ て いる も の 。A だ か ら B だ 、 また は A な 
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【 問 題 1】 正しい ほう に 〇 を つけ な さい 。 


に 
較 
i 
Rd 


NM 、 目覚 まし 時 計 を (a. 使 っ た b 使う ) と ころ で 、 な か な か 起き 
2) 長年 の (a 友人 b. 友 人 の ) と は いえ 、 そ ん な 大 金 は 信 せ な い 。 
3) いと こ は (@ 日 本 語 教 師 b. 日 本 語 教 師 だ ) に し て 、 大 学院 生 だ 。 


4) どん な 女優 (a. の と ころ で b. に し た っ て )、 彼女 の 美 し さ に は 勝て な い 。 


【 問 題 】 ( ) に 入る 適当 な 表現 を | | か ら 選 びな さい 。 


も ん だ い と う ひよ ょ 
※ 同 じ 表現 は 一 度 し か 使え ませ ん 。 
と は いえ (80 に し た ころ で た と ころ で 
1) クラ スー の 矯 オ ( ) も 、 こ の 問題 は 解け な か っ た 。 
2) 土下座 し ( )、 NN て は くれ な い 。 
3) 希望 大 学 に 合格 し た ( 、 拉 業 に つい て いけ る か 心配 だ 。 


4) 人 も ペッ ト で 癒さ れる が 、 ペ ッ ト ( ) 受 さ れ て 事 せ だ ろう 。 
1 ぁ い し あわ 


プ ら 


BD) ( 


上 の 文科 を 出 た と は いえ 、( 
衝 


こ ー つ 選び な さい 。 
) に 入る 最も 適当 な も の を 一 つ 選 びな さ 


)。 


pt (も 頑張 っ た 

MM 進む こと に じ た 

My ベジ バラ と は すえ な がい 

の アル バイ ト は 、 朝 か ら 晩 まで 働い た と こ ころ で ( 


ば ん 


けっ こ う 稼 げ る 

た し た お 金 に は な ら な い 

l て も 疲れ る 

パー ト を する の は 包 人 失 に な る が 、 夫 に し た っ て ( 9 
W し て いる 

b 叶い こと で は な い だ ろ 3 う 

店 いい こと で は な い 

Nl と 呼ば れ た 彼 は 、 7 歳 に し て ( )。 
100 京 を と っ た 

小学 校 に 入学 し た 

DU 校 の 勉強 が 理解 で きた 


{79 eg ) 
ーー 得 


pi 
放 M 1 の 解 敬 ) 6 内 
1) b 2) b 3) a a - 

1 ) 思い き や 2) と も な る と 3) と も あろ う 4) た る 


)5 ho 3908 A 
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第 3 週 3 日 目 


ーー で は ある まい し / な らい ざし 
ーー ならでは / ~ な り に 


「 そ の 人 」 は 今 ど ん な 立場 や 状況 ? 


うう 


第 3 週 
9 日 目 


N 


ー で は ある まい し / ~ じ ゃ ある まい し ー な らい ざし ら ず ) | 


ー な ら わ か る が 
NW し ら ず B」 で 、A だ っ た ら わ か る が 、 実 際 に は A 


NNN. 


inletandable for.… A な らい ざし ら ず B expresses the speaker's feeling that "the situation may be 

NN a 

lulile if it is A, but Lam not convinced because itis notactually 人 1 
用 「A な らい ざし ら ず B」 前 形式 , 表示 加 果 基 A 的 活 可 以 理解 了 , 但 是 、 容 際 
。 表 示 閲 活 人 的 心情 。 


ーー で は な い の だ か ら 
「A で は ある まい し 日 」 で 、 も し A な ら わ か る が 、 表 際 に は A で は な い の だ か ら 当然 B だ と いう 話し 
判 や 不満 な ど を 表す 。 

さま ん PD 

Itisnotasif… A で は ある まい し B expresses the speakers critical and/or discontented feeling that it should be mat 
because itis not actually A, although it would be more understandable ifit were actually A. 
団 汽 不 是 …… 所 以 。 用 「A じ ゃ ある まい し 5B 」 的 形式 , 表示 要 是 A 的 活 可以 理解 , 但 古 容 際 上 因 訪 不 十 
以 理 所 取 私 妨 是 B 了 。 表 示現 括 人 的 批 坪 或 不満 。 


で は な い の で 納得 で き な い と いう 話し 手 の 


本 MAE, 介 
本 用 A 所以 就 


2・ な い 形 a 
a {" 辞書 形 ・ た 形 + の 2 も で は ある まい し / 1 V 辞書 形 な い 形 } 」 な らい ざし ら ず 
N じゃ ある まい し N 


こん な 田舎 に 立 洲 な 美術 舘 を 造っ て 誰が 行く の だ ろう か 。 


but 時 614 visit it in such a 


MD 宙 会 な らい ざし ら す ず 、 


lt is understandable that a big museum is pu in a city area, 


く 例 > ①「 涼 の 他人 じゃ ある まい し 、 悩み が ある な ら 私 に 話し て よ 。] 


れい 


countryside place? 
串 巣 是 城 市 的 活 可以 理解 , 但 是 在 送 送 欄 的 多 下 建造 気 源 的 美 木 借 , 人 準 去 喝 ? 
の ⑦ 大 金持ち な らい ざし ら ず 、 私 な ん か に は あの マン ショ ン は 買え な い 。 


) 知 ら な いな らい ざし ら ず 、 移っ て いる の に 救え て くれ な いな ん て 不 親 嫌 だ 。 


"Tam no a complete stranger to you. You tell me your concerns if you have any" 
「 因 騙 不 是 族 元 茨 系 的 人 、 所 以 有 類 層 就 中 我 江 喝 。」 

② 子ども で は ある まい し 、 叱 ら れ た さく らい で 泣く な ん て 情け な い 。 

 「 移 仁 す る ん じゃ ある まい し 、 旅行 に そん な に た くさ ん 荷物 を 持っ て 行か が * 
て も いい ん じゃ な い 2」 

(④ 彼氏 が 死ん だ の で は ある まい し 、 そん な に 泣く こと は な い だ ろ う 。 


偽 'PolNr 「 じ ゃ ある まい し 」 は 話し 言葉 


第 3 週 3 日 目 
第 3 週 3 日 目 


~ な り に / ~ な り の ) 


ー な ら で は / ~ な ら で は の 


ー に 合わ せ て 、 ー に 応じ て 


川 」 で 、 A に 合っ た B、 A に ふさ さわ し い B と いう 意味 。 EE 
A な り に B meansthat B in accordance with Aor that Bisapproprate Sr. 


ーー だけ の 、~ の 他 に は な い 
「A な ら で は の 」 で 、 A の 他 に は 見 られ な い 、 A の 個性 が 出 て いる 状況 を 表現 。 


すう と うり よう けん 
MWh in response to … 


1 1 な ら で 時 
Exclusively for…。 unique to … A な らち で は の expresses the situation which is unique to A or has As own ch 員 「A な り に 的 肛 式 。 表示 二 合 A 的 B, 或 者 与 A 相称 的 B。 


具有 ……, 除 音 ……。 用 「A な ら で は の 」 形 式 , 表示 只 有 A オ 能 座 現 , 表現 A 人 不 性 早 現 出来 的 状 恋 。 


。  N 十 な ら で は / な ら で は の N 

く 例 > ① 金 国 各 地 に 、 そ の 土地 な ら で は の 材料 を 生か し た 美味 が ある 。 
Many places in Japan have delicacies made with ingredients unique to the localiy 
全国 各地 都 有 利用 当地 材料 側 成 的 有 地 方 特色 的 美味 侍 大 。 

②「 当 ホテ ル な ら で は の 温泉 風 品 を お 楽し みく だ さい 。」 

③⑨DVD も 便利 だ が 、 こ の 迫力 は 映画 館 の スク リー ン な ら で は だ 。 


6 普通 形 + な り に / な り の N 


N 
(0 会社 て 出世 し た ら 出 己 し た な り に プレ ッ シ ャ ー が 大 きく な る 


Promotion in acompany is accompanied by increased pressure. 
加 巣 在 公司 成功 了 的 活 、 成 功 拓 前 必 相 友 地表 大 。 
⑦ 芸 去 術 家 で ある 彼 に は 彼 な リ の 世界 観 が ある 。 
3 子ども に は 子ども な り の 悩み が ゆる よ うだ 。 


LM 


[十分 と は 言え な い が 、 そ の の 限り で 」 と いう 意味 も ある 
例 )「 大 変 な 仕事 で す が 、。 私 な り ) に 頑張 っ て み ま す 。] 


LU 
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_ on ー つ 選び な さい 。 
正しい ほう に 〇 を つけ な さい 。 | ( ) に 入る 最も 選 当 な も の を 一 つ 夫 っ 


> に 0 
[見 か で も 、 先進 軸 な り に て 
| と し 旧 まれ て いる だ ろう 


1) まだ 新人 だ が 、 彼 女 (8. な り に b. な り の ) 夢 力 し て いる 。 
2) 学者 に (a. な る b. ならない) な らい ざし ら ず 、 博 士 課 租 ま で 進む こと は 
3) (8. 外 国語 だ b. 外 国語 ) じゃ ある まい し 、 作文 に 丸 一 日 か か る な ん て 信 U0 
4) 家庭 料理 に は 、 そ の 家 (a. ならでは b. な ら で は の ) 味 が ある 。 


"て い リ りょう 


昌 7 上 旧 が ある の だ ろう 

Ti す 免 展 し て いく の だ ろう 

i 人 事 な ん て 。 親しい 関係 な らい ざし ら ず 、( 
WH 枚 友 だ か ら 

UM な る 知り 合い だ か ら 

抽 ! は 友達 に な り た いか ら 

東京 な ら で は だ 。 


* 丸 一 日 …… 一 日 全部 。 朝 か ら 晩 まで 
せん あさ ば ん 


まる 


[問題 2】 (  ) に 入る 適当 な 表現 を |  ] か ら 選び な さい 。 の 便利 さ は 
※ 同 じ 表 現 は 一 度 し か 使え ませ ん 。 | の 普 都 は 
則夫 に 比べ て 
な らい ざし ちず 。 な り に じゃ ある まい し な ら で は の 4 る まい し ( )。 
央 りさ だ 
1) 私 の 故郷 で は 、 海辺 の 町 ( ) お 祭り が 行わ れ て いる 。 し 


2) の ん 気 そ うだ が 、 実 は 彼 ( ) あれ これ 考え て いる らし い 。 6 っ け な さ い 
3) 占い 師 ( )、 あ な た の 将来 な ん て わか ら な いよ 」 
4) よそ の 会 社 ( )、 自 分 の 会 社 の 社長 も 知ら な いと は 呆れ る 。 


* の ん 気 …… 何 も 心配 する こと な く 、 


の ん びり と し て いる 様子 


2) a 3) a 4) b _ 
1) に し て 2) た と ころ で 3) と は いえ 
4) © 


4) に し た と ころ で 


第 3 週 4 日 目 


ーー と いう と ころ だ / に た える / 
て に た えな い / ~ に 足る ( 結 


ヾ Z | 
どん な 評価 か 、 これ で わか る ! (YU 


て と いう と ころ だ / こと いっ た と ころ だ に た える ) 


だ いた い ~、 お お よそ ~ 


0 な ん と か ~ で きる 
語 し 手 の 「 も し 多く て も この 租 服 、 そ れ 以上 で は な い 」 と いう 気持 ち を 表す 。 


」| 人 は いえ な い が 、 な ん と か ー す る こと が で きる と いう 判断 を 表す 。 


ifi 3 fectly or 
i sthe ) el iti ssible to manage to do .... even if it won't be done perl 
About..., approximately ... Expresses the speaker's feeling that twould be about this level at most, and would not go bE I lo lixpresses the judgment that it is possible @ 
thelevel'” ly _ 
な 能 想 妙法 可以 仔 好 , 表示 閲 活 人 叙 出 的 刻 断 。 
基本 上 ……, 大 概 ……。 表 示 閲 通 人 的 「 再 多 也 就 是 送 條 程 度 。 不 会 超 討 基 」 的 想法 。 萬 可 以 ……。 最多 或 充 分 , 但 是 能 想法 可以 克 好 。 i 


< 


し ょ けい 


N } 填 と いう と ころ だ / と いっ た と ころ だ 


ヾ 


性 1 V 琴 書 MW 和 EE } 十 に た える 
N 
上 用 ゆま だ まだ 素人 だ が 、 や っ と 鑑賞 に た える 絵 が 措 け る よう に な っ た < 
【 i て る 3 と が ん し ょ う 


i i ages to receive appreciation. 
Tam still am amateur, but I can now draw a picture which manages to receive app 


れい 


く 例 > ① 今 は 帰省 する 機会 が あま りな く 、 年 1、 2 度 と いっ た と ころ だ 。 


I don't have much time to return home these days, only about once or twice a year, 


供 竹 能 淫 画 出 可以 汁 人 成 党 前 画 了 。 
現在 回 老 家 的 杭 会 不 太 多 一 年 大 概 就 是 一 本 次 叩 。 きわ れ て いる バン ド だ が 、 聞 導 は 聞く に た える 歌 も 堆 え て きた 。 
② みん な 忙し そう な の で 、 明 昌 の クラ ス の 飲み 会 は 出 府 者 7、8 人 と いう と き ES 
だ ろう 。 


に も た える 食品 が 開発 され て いる 。 
⑨ 休 日 は ゆっ くり リ し た い の で 、 出 か ける と し て も 近 政 で 友人 と ラン チ を する 
いっ た と ころ だ 。 


"TN に は 数 宇 や 程度 を 表す 言 和 
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第 3 週 4 日 目 


ー に 足る ) 
た 


( て に た えな い 


て を する 価値 が ある 


| で せる] と 高く 評価 する 表現 。 
la doing ... Expresses "it can be lly… 
k 示 「 漠 可以 像 ……」 航 高度 定 信 。 


(1) ーー す る こと が で き な い 
「A に た えな い 」 で 、 あま り に ひど く て A が で き な い 、 続け られ な いと いう 話し 手 の 判断 。 


Unable to do.… A に た えな い expresses the speaker's judgment thatit is impossible to do or keep doing A b 
objectofaction A or the situation is too terrible. 


不能 徴 ……。 用 「A に た えな い 」 前 形式 , 表 示 因 妨 寺 手 戸 亡 , 4 是 人 歳 不了 。 表示 培 括 人 父 出 不 能 蝶 閉 下 湯 


"asahigh evaluation. 


1 WEY + ma 
N 
1 リ ) 彼 は 日 本 の リー ダー の 座 に 足る 人 物 と し て 今後 を 期待 され て いる 。 
Heis a promising person eonsidered capable of becoming Japan's leader. 
他 是 一 人 不 被 人 休 期 望 可以 成 凡 今 后 的 日 本 領 号 人 的 人 物 。 
2) あの 先生 は 尊 洛 する に 征 る 素 晴 ら し い 人 だ 。 
3) 新 し い 社 長 は 、 社 貞 か 信頼 する に 足る 能力 が な 


四 
し ん 


V 辞書 形 + に た えな い 


じ し ょ けい 
く 例 > ① 同 僚 同 士 の 陰口 は 、 義 く に た えな い 
れい どり うど うし が 7 で ち 
Tcannor bear to listen to backbidng among colleagues. 
同 事 休 背 地 早 科 兵 活 。 呆 不 下 去 了 。 
② 大 好き な 俳優 の 絞 舞 台 に 行っ た 残念 な が ら 見 る に た えな い 内 容 だ っ だ 


(2) と て も 強く それ を 感じ る 
Feeling it very strongly. 
那 衝 感 常 壮 常 強 。 


N 十 に た えな い 


く 例 > ① 徹 炎 さ れれ た 方 々 を 思 it 同情 に た えな い 。 
T really feel sympathy fr the aa peoplc. 
" 想 到 受 炊 的 人 休 , 就 導 生 張 烈 的 同情 心 。 
⑫「 滞 相 、 四 さ ま に 親 切 に し て いた だ き 、 感謝 の 念 に た えま せん 。」 


Ly 


| か た い 表 現 


ひょう げん 


[一 に 足ら な い 」「 に 足り な い 」 で 、ー す る 価値 が な い / 
ーー する 必要 が な いと いう 意味 


人 0 [ 相 49 和 あい っ て 、 部 藤 に 叱 ら れ ち ゃ いま し た 。」 a 
[そん な こと は 取る に 足ら ちな いこ と だ か ら 、 気 に し な く て いい よ 。 


徐 Polvr N は 人 の 気持 ち を 表す 言葉 


あら わこ と ば 
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88 


の 


[問題 1】 正しい ほう に 〇 を つけ な さい 。 ( ) に 入る 最も 適当 な も の を 一 つ 選び な さい 。 
1) その 映画 は 大 作 だ っ た が 、 内 容 は (a. 見 た b. 見 る ) に た えな いも の だ っ だ Wi ( )、 開 くに た えな い 。 
2) 今 回 の 災害 は 、 す べ て の 国民 に と っ て 悪し み (a. に た える b. に た えな い ) こと 和信 が 外れ て 
3) 携 帯電 話 の アド レス 帳 に 登録 し て いる の は 、(a.100 人 b.100 人 だ ) と いう と b 中 は 池 次 し た の て で 険 く て 
4) 残念 な が ら 、 彼 は あの 大 学 に 推薦 する (a. に た えな い b. に 足る ) 学生 で は | の て 聞く の で 
UM ス ト の 点数 は 、 ( )。 


衣 汗水 と いっ た と ころ だ 
lh 75 点 と いっ た と ころ だ 


B 0 加 と いっ た と ころ だ 


草 ご の た め 、1 週間 の 生活 に た える ( 人 
[問題 2】 ( ) に 入る 適当 な 表現 を | ] か ら 選 びな さい 。 人 層 を 買っ て お て 
※ 同 じ 表現 は 一 度 し か 使え ませ ん 。 州 地 を 作り た い 
i ミッ と が 大 切 だ 
こ こたえ な い と いう と ころ だ こたえ ii 8 
M る PP 0 )、 彼 の 成績 は 合格 に 足る も の だ っ た 。 
上 旧記 も 面接 も 
1) ネッ ト の 掲示 板 に は 、 見 る ( ) 書き 込み も 多い 。 64 
SS 失 記 な り 面 接 な り 
2) 夏 の ボー ナス は 、 出 た と し て も 1 カ月 分 ( 9 0 
ee | PeY5 マ も 
今期 の 成績 は 、 頑 張っ た だ け に 満足 ( ) も の だ っ た 。 
4) アマ チュ ア の バン ド だ が 、 何 と か 聞く ( ) 演奏 だ 。 
えん そう ーー、 
' | 91 ペー ジ で 答え を 権 設 ! ) 
ー 得 
a : 
eo iwa NORIETEGieS ph Suisse 


1)a 2)a 3)b 4)b 
1) な ら で は の 2) なり に 3) じゃ ある まい し 
1) b 2) b 3) a 4) a 


4) な らい ざし ら ず 
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~ と きた ら / ~ と は / 
~ ま じき /~ も の を _ 巻 
Gm 1 


て と きた ら 


いき ) 


「A と きた ら 昌 」 で 、 話し 手 の A の 日 と いう 状態 へ の 非難 や 不満 を 表す 。 
Regarding… A と きた ら B expresses the speaker's accusation against or discontent with the situation where AisB 
是 ……。 用 「A と きた ら B J 的 形式 説 庁 人 対 A 是 B 的 状 恋 表示 批 浮 和 不 満 。 


ONT 


1 の 


て は 


IN 十 と きた ら 


① あの 人 と きた ら 、 い っ つっ も 仕事 が 中 途 半 端 で 周 民 に 迷 融 を か け で \ る 。 
Regarding that person, he always causes orher peopl problems by doing a halfway job. 
一 提起 那 條 人 。 生活 ル 意 是 半 途 机 度 的 倫 周 国 的 人 帯 来 麻 類 。 

@ 私 の アパ ー ト と きた ら 、 前 の 道 を 大 き 人 車 が 走る だ びに 援 れ る 。 

⑧③「 う ちの 子 と きた ら 、 亀 強 も し な いで ゲー ム ば っ か り で 。」 
「 あ ら 、 う ち だ っ て そう で す よ 。」 


N に は 人 や 物 話し 


吾 


i 


ば 


て と は ) 
ー な ん て 


】 で 、 隔 し 手 が A を 知っ て 驚い た り 、 条 れ た りす る 気持 ち を 表現 。 
A\& は UB expresses the speaker's surprise or amazement at knowing A. 


放出 「 A と は 5B 」 的 形式 使用 。 刀 知人 知道 了 A 后 。 表示 比 悦 和 昼 巡 。 


V 


普通 形 + と は 
ナム A ふ つう けい 


(た だ し 、 ナ A と N は 「 だ 」 が つか な い 場 合 も ある ) 
W つまらな い ミ ス で 大 切な 試験 に 落ち て し まう と は 。 


tis surprising that a careless mistake resulted in failing the exam. 

山本 小 小 交 失 退 、 門 然 造成 了 重 要 考 直 的 落 移 。 

あん 合理 と サー ビス で ラン チ が 3000 円 も する と は 往き だ 。 
(38 を 10 年 以上 勉強 し て いる の に 、 日 会 話 も る できない と は どう いう こと だ 。 


| 「 に は 」 で 終わ る 文 も 多い 


第 9 週 5 日 目 
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第 3 週 5 日 目 


(、 ー ま じき 


ぜったい に 一 て は いけ な い 、 す べき で は な い 
人 と し て 当然 許さ れ な い 、 あっ て は いけ な いと いう 話し 手 の 強 い 気持 ち を 表現 。 


Never do …。 should not do .… Expresses the speaker's strong feeling that it should not be Permitted or is unwo) 
the person in question under any circumstances. 


午 … 不 行 相応 湾 八 ……。 作 敬一 人 当然 相 介 涯 、 地 不 序 六 徴 。 表示 江 活 人 送 循 烈 的 必 情 。 


V 辞書 形 + まじ き N 


じ し ょ けい 
< 例 > ① お 年 寄り か ち お 金 を 騙し 取る な ん て 、 対す まじ き 行 為 だ 。 


Teisan oD 0 dg SeHN5 GE moner 


回 老人 的 算 , 是 不能 佑 邊 的 行 妨 。 
② 同僚 を いじ め る な ん て 、 社会 人 と し て ある まじ きこ と だ 。 
③ 気 に 入っ た 学生 に だ け 点 数 を プラ ス す る な ん て 、 教師 に ある まじ きこ と 少 


究 Poinr か た い 表現 


ひょう げん 
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第 3 週 5 日 目 


~ー も の を ) 


= の に 
内 に 対す る 「 一 すれ ば よかっ た の に 」 と いう 不満 や 非 な ど 否 定 的 な 気持 ち を 表す 。 


うま ん ひな ん 


i i that 
Hixpresses the speaker's negative feelings, such as discontent and accusation, toward the other 


ll done 


本 章介 方 表示 「 任 …… 就 好 了 却 ……」 的 不満 或 批 等 否定 的 想法 。 


(⑪) 謝罪 な ら 直接 会 っ て すべ きも の を 、 彼 は メー ル で 済ま せ た 。 
An apology should be done in person, but he did irby e-mail. 
名 旧道 寺 。 訓 上 当面 前 来 。 耐 他 序 只 秋 了 全 中 子 記 件 就 了 事 了 。 
(⑰ あの 症状 な ら 、 病院 に 行け ば 動か っ た も の を 。 


し ミラ ヒュ う 


[私 に すっ て くれ れ ば お 金 を 供し た も の を 、 どう し て 言っ て くれ な か っ た の ?」 
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竣 


【 問 題 1】 


も ん だ い 


正しい ほう に 〇 を つけ な さい 。 


1) あん な 軽率 な こ と は 、 責任 者 と し て (a. あ る b. ぁ り ) まじ き 発 言 だ 。 
2) 「 か ぜ で 寝 て た の ? 言っ て くれ れ ば 、 お 見 舞い に 行っ た (a も の を b. も 
3) 彼 (43. と し た ら b. と きた ら )、 いつ も 約束 の 時 間 に 30 分 以上 も 遅れ て く 


4) あん な に 小さ か っ た 子 が 、 今 や こん な に Ga. 美しい b. 美 し い だ ) と は 。 


) に 入る 適当 な 表現 を |  ] か ら 選び な さい 。 
同じ 表現 は 一 度 し か 使え ませ ん 。 


お な ひょう けん いち で 


まじ き と は 


1) あん な 人 が 害 名 人 だ と いう だ け で 選挙 に 当選 し た ( 
2) 姉 ( )、 和 の 大 切な バッ グ を 勝手 に 使っ て いた 。 


わた し たい 


)。 


3) 倍加 も 扱 炒 に 遅れ る な ん て 、 教 包 に ある ( 
4) あと 3 点 取 れ て いた ら 、 含 槍 で きた 4 


) こと だ 。 
9 と て も 人 蛋 し い 。 


TW 


SD a 
朋 ( ) に 入る 最も 適当 な も の を 一 つ 選び な さ し 


[0D ル ックス で まだ 中 学生 と は 、( ) な あぁ 。 
すじ も っ ぽい 
炊 人 っ ぽい 
炊 人 らし い 
)。 


上 ん その まま 稚 て る な ん て 、( 
ゆる まじ きこ と だ 

生 ある まじ きこ と に 

昌 ゆる まじ きこ と を 

MW: と っ て いる な ら 教え て くれ れ ば よかっ た も の を 、( 

i Matm 

| 快 は 冷た い 


h 快 は 知っ て いた 

MM いたら 、 昔 か らい ちい ち ( )。 
か し 

) る さい 

や さ し い 

選 配 し て くれ る 


ーーーーー、 
97 ペー ジ で 答え を 確認 ! ) 


iss PT EEC 
LIMUUL2:) 
1) b 2)b 3)a 4)b 9 
1) に た えな い 2) と いう と ころ だ 3) に 足る 4) に た える 
1) a 2)b 3)a 4) a 


て こそ あれ / 一 こそ すれ / 
(ru seearc/ Vf 


第 4 週 1 日 目 


て こそ あれ 


ーー こそ すれ ) 


てけ れ ど 


ー は する が 
太い ] で 、A は する が 絶対 に B で は な いと いう 強い 判断 を 示す 。 


はんだ ん 。 しめ 


「A こ そ あ れ 日 」 で 、A で は ある けれ ど 、 そ て か ら 予想 する こと と は 違っ て 日 だ と いう 意味 を 表す 。 


語 ト ) t that A may be done but definitely 
Ath EDP: jine but definitely not A こそ すれ BB な い expresses a strong judgment that 04 


但 是 。 用 「A こ そ あ れ B」 的 形式 表示 晶 然 是 A , 但 是 那 以 后 却 成 了 良 預 想 不同 的 休 果 Bl 


陵 続 ナ A で 
ee 


用 「A こ そ す れ B な い 」 的 形式 表示 。 量 然 仙 A , 介 多 対 不 区 表示 仙 出 有 全 心 拘 放 断 


” ます } + こそ すれ 
N 
く 例 > ① この 町 は 交通 が 不便 で こ そ あ れ 、 自然 の 多い と ころ が 気に入っ て いる 


Although public transportation is inconvenicnt in this town, I do like the town for i 
nature, 


a RR な い 。 
(① 一 度 嫌 に な っ た ら 、 も っ と 嫌い に な りこ そ すれ 、 好き に な る こと は な い 
( Me ou hate it, you may hate it even more, but will never like it 
吊 対 誠之 后 具 能 更 加 対 戻 不 会 恋 得 音 欧 。 
(⑰ こん な 夜中 に お 某 子 を 食べ て いた ら 、 太り リ こ そ す れ 痩 せる こ と は な い だ ろ う 。 
. る な い 
③ 偽 は ファ ン に サー ビス こ そ す れ 、 交 た い 旬 度 を と る よう な 人 で は な い 。 


尽 管 法人 城市 交通 不 方 便 。 介 是 看 中 的 保持 良好 的 自然 玉 境 。 
② 私 の 国 と 日 本 は 、 言葉 の 層 い こ そ あ れ 共 通 京 も 多い 。 
⑨ 人生 は 団 茸 こ そ あ れ 、 無 肉 な こと は 一 つも な い 。 


NT 1 表 E 
飼 poimr か た い 表 現 I か た い 表現 


ひょう げん 
ひょう げん 
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第 4 
週 1 日 目 第 4 週 1 日 目 


ー ば こそ 


ー か ら 
fl で 、B の た だ 一 つの 理由 ・ 原 因 は A で 、 他 の こと で は な いと 強調 。 より 強調 する た め に 
IIC を だ | の 形 も と る 。 


iA ば こそ B emphasizes that the only reason/cause for Bis A and not anything else. May be usedas ~ は 
1! (o increase the emphasis. 


川 | A ば こと そ B」 削 形式 表示 。 張 出 B 的 唯一 理由 落 原 因 競 大 A, 面 不 是 基 世 。 述 - 沙 結 的 遇 候 各 用 「ー 
中 | 形式 。 


「A て こそ B」 で 、 ヵ に 
こそ B」 で 、A を し て 初め て 日 が 成り 立つ 、B が 成立 する た め に は A が 欠か せな いと いう 


い 


Only i … A て こそ B means that B js established only after A or that A is essential for establishing B, 
se 之 后 …… オ 。 用 「A て こと そ B」 的 形式 , 表示 叙 了 A 之 后 B オ 能成 立 , 旋 了 使 B 成立 , A 是 不可 鉄 2 


DV て 形 + こそ 


形 
< 全 > ① 自分 で 称 い で こそ 、 お 金 の 価値 が わか る 。 i 
Only after earning money yourself will you see the value of money に 
自選 移 機 之 居 。 オ 逢 人 仙人 人 。 A で あれ 
② 人 の ニ 億 は 努力 し て こそ 、 成 功 を に で きる 。 N で あれ 
け で は な く 文 化 ま で 理解 し て こ そ 、 そ の 回 を 知っ た と いえ る 。 
④ どん な 洋服 で も 上 上品 に 着 こ な せ て こそ 、 お し ゃ れ な 人 だ 。 開い あな た の た ら を 叶え ば こま 、 こ ん な すい に いて と MM 


"lam relling you such an unpleasant thing because I care about you.” 
( 正 較 丸 狼 作 着 想 , 泡 了 効 池 係 , オ 池 了 不 便 現 的 描 。」 
② 楽し けれ ば こそ 、 も っ と 競 強 し た いと 思う 。 
(③⑬ 元気 で あれ ば こそ 、 人 生 は 楽し い 。 
⑭ 教 有 共 な 朋 で あれ ば こ を 、 子ども に 厳し くす る の だ 。 


11 う いれ っ 


* 着 こなす …… 自 分 に 似合う よう に ぅ 
り SUS 0 彼 が あん な に 晶 みす る の は 、 大 き な 目 林 が あれ ば こそ だ 。 


BB は 話し 手 の 積 的 な 考え や 行動 


EG OUI 


a し ヘマ Wo 
[問題 1】 正しい ほう に 〇 を つけ な さい 。 9) 正しい 文 に O、 間 違っ て いる も の に X を 書 を な さ し 


ん だ い 


こ こ いな 人 も 中 に は いる 。 
) 彼女 の 性 格 は 、 人 に 愛さ れこ そ す れ 嫌 
) これ か ら の 人 生 は 、 期待 こそ あれ 不安 な ど 全く な い 。 
) 家族 の 愛 が あれ ば こそ 、 問題 を 解決 し な けれ ば な ら な い 。 


そく 


ー ベル に : た と 言え る 。 
) 国際 大 会 で 勝っ て こそ 、 世 界 レ ベル に 達し た 


こく さい 


1) 渡 た し た い 夢 が (a. あれ ば こそ b. こそ あれ ば )、 こん 合 に 雪 張 れる 。 


2) 外国 を (8. 知 っ て b. 知 っ た ) こそ 、 自分 の 国 の こ と が より わか る よう に が 
も ん だ い 


3) 彼 は 外見 こそ (8. ふ っ うだ が b. 目立つ が )、 まれ に 見 る 天才 少年 だ 。 
4) みん な 部 長 を 尊 部 (a こそ あれ D. こ そ す れ )、 不満 な ど な い 。 


もん けい 


【 問 是 2] ( ) に 入る 最も 適当 な も の を 一 つ 選 びな さい 。 
だ い も っ と て きとう えら 
1) 留学 生活 は 楽し いこ と こそ あぁ れ 、 ( )。 


8. 悲し いこ と も ある 
5 半 労 な ど ま っ た く 感 じ た こ と が な い 
C. まっ た く 思 い 出 せな い 
お も 
2) 玄人 と いう 仕事 は 、 み ん な に 見 られ て こそ ( 5 


ょ ゆす 


な り た い 人 が 増え て いる 
・ 私 も 小さ い 頃 は 夢 だ っ た 
1 こる の 


C. 美しく な る も の だ 


3 っ て 


3) こん な お 給料 で は 時 人 金 が 減り こそ すれ 、( )。 


8. 増え て ほし い 
b. 増え る こと な ん か な い 
C. 何と か な る だ ろう 


四 
a 
b 


得 

4) 子ども た ちの 将来 を 考え れ ば こそ 、 ( )。 人 
和 り MNO ""” ORSD Stick 
5. どう し た らい い の だ ろう か Moon 。 


) a 
に | 1)a 2)a 3)b 4 ¢ 
9 梓 は 大 変 だ | 1) と は 2) と きた ら 3) まじ き 4) も の を 


| |!))b 2)a 3)b 4)a 
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て すら / ~ だ に / た り と も 。 
(に ん な と で も 」 と いう 語 し 手 の 和幸 ち (YU 


~ す 5/~ で すら 5 ー だ に J 


eo 

ED - で も 

「A す ら 5B」 で 、 A を 一 つの 例 と し て 挙げ 、A で も B だ か ら 他 の も の は 当然 B だ と いう 意味 。 
3 で 

Even... A す 5 B means that taking A as one example, even A results inB, so anything else results in ie 

即 使 …… 也 。 用 「A す ら B」 的 形式 , 把 A 作 芝 一 例 , 閲 明 色 使 是 A , 合 果 也 是 B 所 以 基 獲 赤西 当然 就 明 


WTT 信 - だ け で も 
上 で 、 A を する だ け で B と いう よく な い 状 態 に な る こと を 表現 。 A は 大 し た こと が な いこ と 、 
も る こと が 多い 。 


WU AA だ に B expresses that even only doing A results in undesirable condition B. A is an insignificant 


Ei be donc easily. 
人 見 用 「A だ に B」 前 形式 , 表示 具 像 A 也 会 造成 B 半 和 不 好 的 状 茶 。 A 不 是 大 不了 的 事情 , 基 
LIM 
放 V 辞書 形 + だ に 
じ し ょ けい 
| 0) あの 山 が 噴火 する な ん て 、 息 像 する だ に 設 ろ し い 。 

Just imagining the mountain erupting makes me terrified. 

上 介 山 叶 火 的 事情 , 只 是 想 一 息 都 呈 令 可 惜 的 。 
(⑫ その 事件 の こと は 、 聞く だ に 気分 が 悪く な る 。 

3) 彼 の こ と な ん か も う 大 嫌い だ 。 顔 を 思い 出す だ に 不快 悪 で いっ ぱい に な る 。 


N + すら / で すら 
① 急 に 目 ま い が し て 、 立 つこ と すら で き な く な っ た 。 


Tcould not even srand up because I suddenly felt dizzy, 

急 然 感 色 天 量 。 進 絡 都 沿 不 起 来 了 。 
⑧ 欠 半 者 あて す ら 、 彼女 の 悩み に 気がつか な か っ た 。 
⑧③ こ ん な 基本 的 な こと は 、 小 学生 で す ら 知 っ て いる の に 。 


| 「 起 像 する だ に 」「 考 える だ に 」「 思 い 出 す だ に 」 な ど 慣 用 的 表現 


PonT A が 日 の 主格 の 場合 は 「 で すら 」 に な る 
か た い 表 現 


dn 


| CER - も 
用 70 い 」 で 、 他 の こと は も ちろ ん A も こない と いう 意味 。 


ーー な い means that eyen A is not .... as well as others, of course. 


(nat) A だ に 
川 1A だ に ~ な い 」 区 形式 , 表示 不用 民 其 世 的 事情 , 就 是 A 也 不足 … 的 意思 。 


【 動 N + だ に 

Ml 。 ① 茂 し い 訓練 で は 、 み な 微動 だ に し な か っ た 。 
I * び て ん れん び どう 

Everyone was still without moving a muscle in the hard training. 
産 亡 的 泊 特 中 , 全体 人 中 一 区 也 没有 効 。 


② 憧れ の 人 と メー ル ア ドレ ス が 交換 で きる な ん て 、 夢 に だ に : 思わ な か っ た 。 


に に ) 


第 4 週 2 日 目 


認 テ スト 


か く 


1】 正しい ほう に 〇 を つけ な さい 。 
て た り と も た だ 


Hi' 私 が 元 カ レ の こと な ど ロ に する (a. す ら b. だ に ) 機嫌 が 愚 く な る 。 


た と えー も 有人 0 ら た ば か り の 赤 ち ゃ ん は 、 ー 購 (a. た り も b. た り と も ) 目 を 離さ な いよ うに 。 
「A た り と も B」 で 、 た と え A で も ~ な いと 強く 否定 。 A は 「 少 な い 、 わ ず か 、 弱い 、 小 さい 」 A 74: 高校 時 代 の 親友 の フル ネー ム (a すら b. だ に ) 窟 れ て し まっ た 。 


\ ャ リー ー M > は う 
MM 有り の リウ ッ ド スタ ー に は 一目 (a だ に b. に すら ) 会 えな い だ ろ う 。 
Evenif... A た り と も B expresses a strong denial that even if A, it is not..." A is usually a term such as リ 
weak, orsmall" 


吉 外 …… 也 。 用 1A た り と も B」 的 形式 , 表示 和 就 算 A 也 不吉 … 的 弧 多 否定 。A 赴 「 少 、 一 点 、 憶 、/ 吊 


NN 


DN + た り と も ーー 
に 入る 適当 な 表現 を | | か ら 選び な さい 。 


< 仙 > ① 小 さい 頃 「 論 案 の 人 が 作っ て くれ れ た お 洲 は 、 一 秒 た り と も 残し ちゃ ダス 、 ます 
よく 言わ れ た 。 
My mother used to tell me when I was little, "Do not waste even one grain of rice beca) 
work hard to grow ie" M た り と も 
小 時 條 名和 科 「 家 民 導 米 。 疾 一 牧 都 不能 剤 下 。」 
④ あん な 奴 に は 1 円 た り と も 飲 し た く な い 。 a 
ジン が も る ) ドキ ドキ する 。 
⑨ も うす て 大 飛 な 試験 だ か ら 、1 分 た り と も 無駄 に は で き な い 。 用 の コン サー ト が 楽し み で 、 考 える ( 0 
: , ら な いよ うな こと を 、 前 時 の 中 学生 が 知っ て いた 。 
MM ) 知ら な いよ うな こと を 、 普 通 の 中 
| 2 遅らせ る こと は で き な い 。 
PomT か た い 表 現 MRT 宅 の 建設 は 、 1 日 ( ) 遅らせ る と は で き な 


は 、 携帯 電話 が ここ ま で 普及 する と は 息 像 ( ) で き な か っ た 。 


| 107 ペー ジ で 答え を 本 り 


I) 

| 1) a 2) a 3) a 

| )b 2)c 3)b 
1) % 委 )GD 3) x 


た 4 週 8 日 目 
て こと な し に / た だ ~ の み / 了 
た だ ~ の みな ら ず / ; 
て な くし て (は ) / ~ な し に WD) 
(「 そ れ を し な いで 」 「 そ れ 以外 に は 」 9 前 / 4 ) 
a ) 
て こと な し に / ここ と な し に は た だ ~ の み / (ひと り ) ~ の 
て し な いで た だ 一 だ け 
4W い 、A だ け だ と 強 抽 。 


「A こ と な し に 日 」 で 、 を し な いで その まま 日 を する と いう 意味 。 「A こ と な し に は B」 は 、 
A を し な いと BB と いう 好ま し く な い 状 態 に な っ て し まう と いう 意味 に な る 。 


Withoutdoing.… A こと な し に BB means keep doingB without doing A. A こと な し に は B means that no 
originally required action A results in unfavorable condition B. 


不作 で ……。 用 「A こ と と な し に B」 的 形式 表示 不 矯 A、 就 那 人 頁 接 仙 B 的 意思 。 「A こ と な し に は 晴 


[ailven not anything else, but only A. 
剛 出 届出 不 其 共 世 赤西 , 只 大 A。 


要 基 不作 必 要 的 A 前 請 。 就 会 造成 B 送 簡 不 理想 前 状 恋 。 V 税 寺 形 
a イ A 十 の み 
V 辞書 形 + こと な し に / こ と な し に は た だ (ひと り ) + 、 


く 例 > ① 中 高 の 6 年 間 は 1 日 も 休む こと な し に 学校 に 通い 、 重 勤 賞 を も ら っ た 。 


いい 


Ez 


中 今 は た だ 1 日 も 到 、 徹 炎 地 の 復 尋 を 六 る の み だ 。 
len now only pray for the earlicst possible recovery of the affected areas 
電 作 具 能 祈 必 容 区 早 日 外 交 耐 己 。 

の た だ 優し い の み で は 、 いい 琶 親 と は 言え な い 。 
⑱ 月 林 達成 に 必要 な の は 、 た だ 王 カ の み だ 。 


(ひよ うな っ せい 


Tartended junior and senior high school withour a day of absence during six years, so I 80 
for perfect attendancc. 


上 初中 和 高 中 的 6 年 時 千里 。 一 天 也 没有 休息 。 茨 得 了 満 動 半 。 


④ 舌 後 も 亡国 する こと な し に 、 日 本 で 東光 を 続け て いる 。 
⑬ 上 司 の 許可 を も ら う こと な し に は 、 夏 の 休暇 を 取る こ と は で きか な 


jt か た い 表 現 


得 Poiwr か た い 表 現 


ひょう げん 
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た だ 一 の みな ら ず / (ひと り ) ~ の みな ら ず 


「A の みな ら ず B」 で 、 A だ け で は な くも っ と 広い 範囲 まで と いう こと を 示す 。 「 た だ (ひと り )」 
こと で 、 A だ け で は な いと いう 意味 を さら に 強調 。 


Notonly…but 和信 の みな ら ず B means that a wider range, not only limited to A, is covered. Addition of た 
り ) emphasizes mot A alone.” 


・ 用 「A の みな ら ず B」 的 形式 指 不具 是 A, 耐 足 更 大 的 革 。 如 果 達 接 「 た だ (ひと 
就 更 加 張 週 不 只 是 A 和 的 意思 了 。 


く 例 > 


れい 


乾 PoiNT 
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し ん こう そう 


~ー だ け で は な く 


jl 


V 
イ A 

た だ (ひとり) + 普通 形 # +† の みな ら ず 
ナ A ふ つう けい 
N 


(た だ し 、 ナ A は 「 一 で ある 」、N は 「 だ ]」 の な い 形 か 「 一 で ある 」 に な る ) 


① その 話 者 は 、 た だ 技術 の みな ら ず 人 柄 で も 多く の 送 者 に 信頼 され て いる 。 
1he doctor is trusted by many patients not only for his skills bur also his personalioy 
那 條 医 生 , 不具 十 在 技 林 上, 在 人 品 上 也 受 到 大 多数 患者 的 全 幸 。 

②④ エネ ルギー 問題 は 、 ひ と り 日 本 の みな ら ず 世界 中 で 大 き な 識 論 を 呼ん で 

③ 大 学 経営 は 、 私 立 大 学 の みな ら ず 国 公 立 大 学 で も 深刻 な 課題 に な っ て いる 

④ A 大 学 は 有名 で ある の みな ら ず 、 各 研究 に お ける 実 貫 が ある 。 


HAR 
⑮ この ビル は 高い の みな ら ず 、 最 新 の 耐 厳 構造 に な っ て いる 。 
か た い 表 現 

ひょう げん 


構造 強い 地震 が あっ て も 月 れ な いよ う に 談 計 され た し っ か り し た 村 


し で は B」 で 、A が な けれ ば 日 と いう 結果 、 状 況 6 
a 


A がく し て は B means that result/situation B occurs without A. B is a negative result or an unfavorable 


第 4 週 3 日 目 


ー な くし て (は ) 


ー な し で は 
に な っ て し まう と いう 意味 。 日 は よく な い 結 


出山 。 用 「A な くし て は BB 」 和 的 形式 , 表 示 如 果 没 有 A 的 条 , 就 変成 B 的 千 果 、 状 恋 。B 基 不 好 的 嬉 果 , 
MIR 


N + な くし て (は ) 


lh ① 和 寄付 な くし て は 、 この 開設 の 運営 を 続け る の は 難し い 。 


lr is difficult to operate this facilicy without donations. 
如果 没有 指 款 的 話 近 人 遂 導 邊 敵 灸 篤 萌 下 夫 
⑫) 親 の 愛情 な くし て は 、 情 緒 豊 か な 子ども は 育た な い 。 
あい Er う じょう ちょ かゆ た を だ 
⑬) 天 す と は いえ 勢力 婦 て で 大 成 は で き な 3 
ん av 3 た いせ い 


IDT か た い 表 現 


ょ う げ ん 
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ー な し に / ~ な し に は 


て し な いで 


「A な し に B」 で 、A を し な いで を する 。「A な し に は B」 は 、 A を し な けれ ば 成立 し な いと し 
Without doing .… A な し に B means doing B without doing A. A な し に は BB means that B would not be estab] 


without doing A. 


不作 ……。 用 「A な し に B」 的 形式 , 表 示 不 矯 A 就 直接 散 B。「A な し に は B 」 古 , 要 是 不 餅 A 的 活 , 不 能成 


N 十 な し に / な し に は 


く 例 > ① 管理 人 の 許可 な し に 、 こ の 施設 を 使用 し な いこ と 。 
い りす に ん きか し 3 し 3 
Do not use this facilicy withour permission of the manager. 
P ag 
没有 管理 中 的 折 可 , 不要 使用 送 條 没 施 。 
② い 誤 う ミ な し に 。 無事 に 二 っ の グル ー プ の 意見 が ま と まっ た 。 
③ その 老人 の 体験 談 は 、 涙 な し に は 聞け な い 。 
る ろう じん た いけ ん だ ん なみ だ 
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| 正しい ほう に 〇 を つけ な さい 。 


は 人 に 相談 する (a. こ と な し に は b. こ と な し に ) イギリス へ の 語 学 留学 を 
fi そう だ ん 


め た 。 
MU 間 項 は た だ 日 本 (a. な ら ず の み b. の みな ら ず ) 金 世界 共通 の テー マ だ 。 


せ か いき ょ うつ 3 
II が 


旧東 の 音 相 に さわ し い の は ん A 必 (a. な くし て b. の み ) 他 に いな い 。 


Cli 


馬 介 の 優勝 は 彼 (a. な し に は b. を な し に ) 成 し 得 な か っ た だ ろう 。 
昌 h の いい) な tk 


a] ( ) に 入る 適当 な 言葉 を | |] か ら 選 びな さい 。 
※ 同 じ 言 工 は 一 度 し か 使え ませ ん 。 
リー ダー シッ プ し ょ うに ん い の る か よう 
WW れる こと は や っ た の で 、 あ と は た だ ( ) の みた だ 。 


この デ ロ ジ ェ ク ト は 成功 し な い 。 
か な し に 東 京 大 学 に 合格 し た そう 3 7 
と うき ょ う ご 3 


) な くし て は 、 


江 の ( 
者 りみ 信 は 、 一 度 も 勤 に ( 


ttt 


人 A 思 は 国 較 の ( ) な し に 、 昌 国 へ の 千 渉 に 踏み 切っ た 。 
113 ペー ジ で 答え を 確認 ! 
a ) 0 
だ 


昌 間 2 中 の 解 飼 ) 
1 1) b 2) b 3) a 4) a 
[| 1) だ に 2) で すら 3) た り と も 


4) だ に 


人 第 4 週 4 日 目 
て あっ て の / と あれ ば / こない まで も 
て まで も な い / ~ を お いて 


この 条件 な ら 結果 は どう な る ? / | 


. て あっ て の 


ーー と あれ ば ) 


「) が ある か ら 
「A あ っ て の B」 で 、 A が あっ て 初め て BB が 成立 する 、 ^A が な けれ ば B は 成り 立た な いこ と を 表す 
Owingto… A あっ て の B means that B can be established only after A or that B cannot be established without 


- な ら 
う 打 件 な ら 可 能 だ 、 理 解 で きる こと を 表す 。 
I で 、 他 の 条件 で は 違う が A と いう 条件 な ら 可 能 だ 、 理解 で きる こと を 表 


ans that condition A may make B possible or understandable but not any other condition 
B 中 a any other conditi 
ht } means th 中 lk 員 中 dable bi 


川 「 AF あ れ ば B 」 前 形式 , 表示 在 其 記 条件 不 行 , 但 是 在 条件 的 話 舟 可 以 。 表示 可以 理解 。 


V 
A 
< 例 > や その 肖 填 の ノー ベル 抽 頒 缶 は 、 人 知れ ぬ 銀 力 あ っ て の 人 光 だ 。 1 普通 形 二 と あれ ば 
1 ャ は 3E み し ょ う ! いで 3 ふ つう けい 
The glory of the Nobel Prize for the scholar is owing ro his undisclosed amount oF edore ナ A 
下 学者 坦 江 外 が 美喜 因 久 付 出 了 別人 元 流 知道 的 努 力 オ 得 到 交 基 。 N 


Os Se eh (た だ し 、 ナ A と N は 「 だ 」 が つか な いこ と が 多い ) 
⑧ 結婚 は 相手 あっ て の こと だ か ら 、 ー 和 人 で は どう 3 に も な ら な い 。 (| ーー 
ーー (① イケ メン で お 人 金持ち と あれ ば 、 女 性 に も て る の も う i ' 

II' he is good looking and rich, I can understand that he is attractive to ladies. 

加 単 叉 是 好 装 。 叉 有 綾 的 庁 。 受 女性 的 区 迎 也 是 能 理解 。 

NT きる 
の 大 切な 家 論 の た め と あれ ば 、 ど ん な 普 労 で も で きる a 
i : 
(⑪ テレ ビ で 紹介 され た 人 気 店 と あれ ば 、 予 約 せ ず に は 入れ な い 。 
いい 


第 4 週 4 日 目 


第 4 週 4 日 目 
( て な いま で も ー ま で も な い / まで も な く ) 
ー ほ ど で は な い が する 必要 が な い 


「A な いま で も 日 ] で 、A と いう 高い レベ ル 、 極 端 な と ころ まで は いか な い が 、 それ に 近い (日 」 で 、A を する 必要 は な い 、A を し な く て も 当然 B だ と いう 話し 手 の 判断 を す 。 


意味 。 
Not more than 


尽 管 送 


A で CL な KB describes the speaker's judgment that there is no need to do Afor B or that Bis 
Welwithout doing A. 
有川 | A まで も な く B 」 前 形式, 表示 没有 導 要 位 A, 即 使 不 人 A 当 然 也 得 到 B 的 希 果 。 表 示現 話 人 的 人 断 


・ A な いま で も B means that the levelis not the high or extreme level A but close to it. 
E 度 。 用 「A な いま で も B」 的 形式 。 表示 尽 管 状 不 到 A 送 衝 高 水平 或 頂点 、 但 電 


V 辞書 形 † まで も な い / ま で も な く 


じ し ょ けい 


| ① 志 話 て 済む 用 人 な ら 、 わざ わざ 先方 の オフ ィ ス に 行く まで も な い だ ろ 3。 


an talk about the matter over i phone, you don't need to go all the way to visit their 


V な い 形 + な いま で も 
く 例 >  ① 世界 地図 制 吾 と は 言わ な いま で も 、 今 まで 多く の 国 を 旅 し て きた 。 
そい 4 


1 wouldn't say that I visited every country on the world map, bu I have travell 
countries, 


尽 管 不能 政和 到 世界 地図 之 王 的 程度 但 昌 至 今 到 省 多国 家 旅 行 江 。 
② 昨日 の 試験 は 、 満 点 と は いか な いま で も 、 80 点 く らい は 取れ た と 思う 
大 全 業 の 社長 に は な れ な いま で も 、 自分 の 会 社 は も ち た いと 考え て いる 
④ 恋人 と まで は いか な いま で も 、 彼女 と は と て も いい 関 係 だ 。 


に いび と 


lyouc 
oflice. 


串 巣 打 虫 医 就 可以 解決 的 同 題 的 笑 。 就 没 必 要 特 意 去 対 方 的 か 公 室 了 。 
の 1 彼 は いう まで も な く 戸 籍 上 は 日 本 人 だ が 、 ア メリ カ の 永住 権 も 持っ て いる 。 
いり) 和 果 を 待つ まで も な で 今 加 の 試験 は 合格 で き きた と いう 和信 が あ 」 る 。 
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1】 正しい ほう に 〇 を つけ な さい 。 
た だ 


W 沙 に は 優勝 と は (a いわ な いま で も b い うま で も な く )、 ベ スト 8 に 入っ て 
0) の 3 しょう 
て の 他 に 、 一 以外 に いい か と 気 を 道 う だ ろう 
, = か ら 、 何 か 2 た 9 
PA を お いで な で 、A 以 外 に は いな い 、 A だ け だ と いう 話し 手 の 判断 を 意味 し 、A に は i ドス は お 客 様 (a と あれ ば b. あっ て の ) 仕事 だ か ら 、 何 うか 
SDE: MMW (a を お いて b と あれ ば ) 何 が あっ て も 出席 し な けれ は ば 。 
Other than .., except for... A を お いて 一 な い describes the g 2 する (a まで も な い b. まで も な く ) 明日 テス ト が 実施 され る 。 


Peakers judgment that there is not anything else 
there is only A. Ais a highly-acclaimed person or thing, 


th そ 外 」。…… 以 外 。 用 「A を お いて ない) 的 形式 , 表示 除 了 A 之 外 没 有 其 獲 的 , 選 括 人 羊 断 閉 
受 到 高 度 評 傍 或 具有 高 水平 前 人 或 物 。 


ささ © 
Dp N + を お いて 肌 ( ) に 入る 適当 な 表現 を [| か ら 選 びな さい 
a ※ 同 じ 表現 は 一 度 し か 使え ませ ん (使わ な い 表現 も あり ます )。 
j な ひょう げん いち 
< 例 > ① この チー ム を まとめ られ る の は 、 彼 を お いて 他 に は 考え られ な い 。 ! 
Nobody except or him ean possibly pul this team gethes 5 - ea 本 
能 提 送 人 唄 仙 泌 華 泥 来 的 。 除 了 他 之 外 滋 有 其他 人 。 な いま で も まで も な 
②⑨ 私 が 入り た い 大 学 は 、 音 誤 する 教授 が いる あの 大 学 を お いて 他 に は な い と あれ ば あっ て の 
総 葵 を 決め た の は 、 令 を お いて 理 埋 の 人 と は 出会え な いと 思っ た か ら 
旧 1 ルズ は いう ( 9 歴史 に 残る 偉大 な グル ー プ だ 。 
ド SiN 
箇 poiNr か た い 表 現 [lk の 代理 を 任せ られ る の は 、 あな た ( ) 他 に いな いん 
5 7 いり か 
6 AA! は いか ( )、 明日 は 全国 的 に 荒れ る らし い 。 
ioms ( )、 た と え 地 球 の 妄 側 に で も 行く 。 
| 得 
| 京 8 
CC ER RIERA 
計 用 邊 旧 の 解答) 
) 3) 4) a - 
1 |) 0 了 に ゲー ジョ ジラ 3) か よう 4) し ょ うに ん 
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ーー いか ん だ / いか ん に よら ず / 
~ と いえ ども / ~ を も っ て すれ ば : 錠 
TI 


て いか ん だ / ~ い か ん で / ~ い か ん に よっ て / 
ーー いか ん で は / ~ い か ん に よっ て は 


~ に よっ て 、 て 次 第 で 
「A い か ん で B」 で 、 A が どう か に よっ て 日 が 決ま る 。 B は A と いう 条件 に 左右 され る 。 
Dueto depending on ... 入 い か ん で B means that B is decided by A or that B is affected by condition A. 


依 握 …… 柄 定 , 根 握 …… 両 定 。 用 「A い か ん で B 」 的 形式 表示 根 据 A 的 情況 決定 B 。B 受 A 条件 的 


DN (の ) + いか ん だ / い か ん で / い か ん に よっ て / 
いか ん で は / いか ん に よっ て は 
く 例 > ① 健康 診断 の 結果 いか ん で は 、 精密 検査 を し な けれ ば な ら な い 。 


れい けん こう し ん な 
You may have to receive a detailed cxaminarion depending on the resul of the health ch 
根 損 健 康 投 査 的 符 果 決定 是 吾 必須 光生 名 数 前 栓 査 
@ 親 の 育て か \ か ん で 、 子 ども の 人 槍 は 大 き ト 4 変わ る 。 
③ 今 の まま で は 茂 し い が 、 場 み か いか ん で は 合格 で き る か も し れ な い 。 


午 Eolvr か た い 表 現 


ひょう げん 
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第 4 週 5 日 目 


いか ん に よら ず / こい か ん に か か わら ず / こい か ん を 関わ ず ) 


中 ー に 関係 な く 

過 ん に よら ず B」 で 、 A が どう か に 関係 な く B だ 。 日 は A に は 左右 され な い 。 

MA いか ん に よら ず B means that B occurs regardless of A or that B is not affected by A. 
MM 川 「A い か ん に よら ず B 」 的 形式 表示 与 A 各 何 没有 区 系 , 就 是 B。 B 不 受 A 的 影 曲 。 


0 N (の ) + いか ん に よら ず / い か ん に か か わら ず / いか ん を 問わ ず 


RN p (① 背景 の いか ん に よ ら ず 、 犯罪 は 許さ れる こ と で は な い 。 


Regardless of backgrounds, crimes are not something that can be forgiven. 
管 背景 如何 , 犯 加 是 不可 原 束 的 
② 「 含 娠 の いか ん に か か わら ず 、 結 果 は 文書 で お 送り し ます 。」 
EE 2 
(③ 経験 の いか ん を 問わ ず 、 や る 気 が あ る 著者 を 当社 で 採用 し た い 。 


oi か た い 表 現 
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第 4 週 5 日 目 


て と いえ ども 


~ー け れ ど も 、~ で も 


「A と いえ ども B」 で 、A と いう よう な 特別 な ケー ス 、 状 況 で も B だ 。 


Although .…, even if.… A と いえ ども B means that B occurs even in special case/situation A. 


忌 管 …… 但 是 , 
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即 使 …… 也 。 用 「A と いえ ども B」 航 形式 , 表示 即 使 在 A 送 衝 特 殊 半 情況 下 近 是 B 。 
V 
イ A 


本 エン 


チ A 5 
N 


十 と いえ ども 


① ボラ ンティア が 増え て いる と いえ ども 、 ま だ まだ 足り な い 状 : 
Although the number of volunteers is inereasing, we still don't have enough. 
忌 管 直感 者 在 増加 。 但 近 挟 不 久 。 
② 剖 会 は 便利 と いえ ども 、 自 然 火 客 に は 絞 い と きわ れ て いる 。 
③ 人 間 的 に は 優し いと いえ ども 、 経 済 り が な い の は 大 き な マ イナ ス だ 。 
④ どん な 愚 人 と いえ ども 、 多 少 の 良心 は ある だ ろう 。 


か た い 表 現 


ひょう げん 


N に 接続 する 文 が 多い 


Ne 


販 


第 4 週 5 日 目 


ーー を も っ て すれ ば ノ 


て を 使え ば 


つか 


て すれ ば B」 で 、 大 変 な 状況 で あっ て も A と いう 手段 も の を 有効 に 使え ば B と いう いい 結果 


、 何 と か な る と いう 話し 手 の 判断 。 

人 を も っ て すれ は ば BB describes the speaker's judgment that good result B can be achieved somehow by 
s/thing A effectively even in a tough situation. 
的 必 。 用 「A を も っ て すれ ば BH 示 即 使 久手 圧 常 的 
用 皮 科 説 医 人 像 出 最 係 能 容 現 的 鹿 断 。 


下 , 有 疫 地 利用 A 送 衝 手 段 或 灰 西 的 括 , 


N + を も っ て すれ ば 
1 彼女 の 深い 恋情 を も っ て すれ ば 、 今 の 学校 教育 を 変え る こ を だ は 不可 能 で は な い Ys 
ng her deep devorion, ir is not impossible to change the current school education, 
PE 心 航 活 。 要 政変 現在 的 学校 教育 也 不 大 没 有 可 能 性 的 。 
2 彼女 の 才能 を も っ て すれ ば 、 世界 的 な コン クー ル で も 優勝 で きる だ ろう 。 


 「 一 を も っ て し て も 」 で 、 その 手段 を 使っ て も いい 結果 は 出せ な い 


と いう 意味 に な る 。 
1 チー ム の 団結 み を も っ て し て も 、 ライ バル に は 勝て な か っ た 。 
う 彼 の 経済 あみ を も っ て し て も 、 彼女 の 愛 を 手 に 入れ る こと は で き な い 。 


かれ けい そい り リエ 


参考 ) 第 1 週 5 日 目 「 ご を も っ て 」 


oo 
AO dj 1ー4 の 箇 文 続く も の を 、ad か ら それ ぞ れ 選び な さい >。 


た だ 


) 選挙 の 結果 (a いか ん に よっ て D_ い か ん に は )、 国 の 未来 が 大 きく 変わ 人 | 4 儲 事 だ が 、 待 計 い か ん で は 
2) 親しい 促 (a と いえ ども b. い か ん で )、 きち ん と 礼儀 は 守る べき だ 。 し ん 小学 生 と いえ ども 、 
99 不断 の カー (a. い か ん を 問わ ず b. を も っ て すれ ば )、 且 様 は 達成 で き る 。 月 の 混 否 に よ ら ず 、 

) の (8. い か ん の よら ず b いか ん に よら ず )、 能 み で 抹 用 を 決め っ て すれ は 


過 活 習 慣 病 に な る ケー ス が ある 。 
| \ 受 け て も いい と 思っ て いる < 
放す 6 きっ と 許し て くれ る は ず だ < 
1 区 は 事業 を 拡張 させ て いる 。 


[問題 2】 ( ) に 入る 適当 な 表現 を |  ] か ら 選び な さい 。 
※ 同 じ 表 現 は 一 度 し か 使え ませ ん 。 


ひょう げん 


いか ん に よら ず を も っ て すれ ば いか ん で は と いえ ども 


1 甘 貞 の ( )、 護 で も この プロ グラ ム に 応募 で きる 。 

2) 医師 ( ) 自分 の 病気 を 見 過ごす こと も ある 。 

9 1 )、 こ の 村 物 は 育て に くい 。 

4) 最新 医療 ( 難 馬 も 完治 で きる 日 が 来る だ ろう 。 


ーー 
| 189 ペー ジ で 符 え を 陰 隊 ! 
ha tit I 
Ni 
6 [ 


山上 の 解 符 ) 
1) a 。 2) b 3)b 4 - 
1) まで も な く 2) を お いて 3) な いま で も 4) と あれ ば 
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了 第 5 週 1 日 目 
細田 か 、 ~ だ の ~ だ の / 一 と いい と い 
( 配 錠 で も 話し 手 の 気持 ち は い ろ い ろ 7 ( ) 
~ー だ の ~ だ の と いい と いい 
NO とれ を と っ て も 」 と いう 、 話 し 
『、[ こ 購 っ 
いく つか の 仙 を あげ て [こん な (大 し た こと が な い ) こと で 」 と いう 話し 手 の 不 溢 を 六 べ る 言い 訪 DG つい て コメ ント する 時 に いく つか 例 を あげ 、「 こ れ も あ れ も 
eas wellas ., and etc, Expresses with some examples the speaker$ discontent with 'such a (trivial) thing” いい RU 錠 や 評価 を 表す 表現 > 


ng by aking 


路 。 挙 人 條 例 子 来 表 示 江 活 人 的 「 就 送 久 点 過 事 ルル ( 不 是 大 事情 )」 的 不満 前 


certain thi 
[la ., ixpresses the speaker's positive impression and evaluation when commenting on 2 


pler 


貞 。 対 虹 和 事物 送 行 評 伯 時 。 準 近世 、 那 也 、 元 備 人 都 基 」 等 上ル 人 例 子 = 表示 培 活 人 持 有 了 的 好 印 


V 
\ い 
ー 生 3 A N + と いい + N + と し 
見 50 い + だ の + 時 50 い ゴ 分 の な い 女性 だ 
ナ A : ナ A うっ 3 WM ルッ クス と いい 人 柄 と いい 、 彼女 は 申し な 代 
N She is a perfect woman with good looks as well as good personality. 


記 不 付 容 角 好 , 人 品 也 艇 好 , 基 一 介 元 可 挑 員 的 女性 。 上 3 
② 立地 条件 と いい 雰囲気 と いい 、 この カフ ェ は 若者 の ニー ズ に ぴっ た り だ 。 


すっ ちょ うけ ん 


で 例 > ① 車 高 政 職 だ の 信号 ト ラブ ル だ の 、 電 車 の 運転 見 合わ せ が 多い 。 の デザ イン と いい 値 劇 と いい 、 この 店 の 服 は お 人 金 特 ち 向 け と いう 感じ だ 。 


There are many cases of suspending train operations, such as due to car troubles 
troubles. 


因 証 績 故障 或 者 倍 号 故障 等 , 皿 年 停 迄 的 情況 祖 多 。 
⑫ 自分 で 選ん だ くせ に 、 ア パー ト が 狭い だ の 古い だ の 、 妹 は いつ も 文句 ば 

で は 9k 9 表 

言っ て いる 。 
⑧ 新入 社員 は コピ ー と り だ の 電話 番 だ の 、 簡 単 な こ と し か や ら せ て も ら え 仙 


で ん ちば ん か ん な ん 
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第 5 週 1 日 目 


正しい ほう に 〇 を つけ な さい 。 
\ い 分 な い 。 
パー ト は (a. 間取り ) だ の 家賃 だ の b. 間 取り と いい 家賃 と いい )、 是 し 分 さい 
いわ ず ) 
を (a. 生意気 だ の わが ま まだ の b. 生意気 と わ ず わ が まま と い 


則り の こと 
る , し ) 

ヽ 映 画 いい 
有 | ( い 仙 前 と いわ ず 遇 画 頒 と いわ ず b 基 衝 組 と いい 玲 


て と いわ ず ー と いわ ず 


て だ け で な く 


特定 の ケー ス だ け で は な く 、 す べ て (な に 、 い つ 、 ど こ 、 だ れ 、 な に 他 ) に お いて それ が | 
うこ と を 強調 し た い 時 の 表現 。 


び じゅ っ か 


ゆう 出かけ て いる 。 
N ド \ い \ い いい ) 、 
(イト 代 が 出る と すぐ (&. バッ グ だ の 靴 だ の b. パ バッ グ と いい 款 ど 


Notonly… Expresses with emphasis that a certain thing always holds true (whatever, whenever, wherever, who 
ina special case, 


MT て し まう 。 本 の ai 
肉 令 と いい デザ イ ン と いい b. 他 紙 と いわ ず デ ザイ ン と いわ すず) 04 


表示 織 測 不具 是 在 特殊 前 情 競 下 , 耐 是 在 所 有 ( 仕 、 何 時 、 何 地 、 何人 等 ) 的 情況 
使用 的 一 衝 表 現 方 式 。 


弄 的 周 候 


We 6 た 。 
NN + と いわ ず + N + と いわ すず JA 


Sa ー つ 選び な さい 。 
< 人 > の ①31 き こも り の 訪 子 は 、 全 と いわ ず 容 と いわ ず パ ソコ ン に 店 か っ て いる 。 | ( ) に 入る 最も 適当 な も の を 一 つ 選 びな ど 
The ei RE computer all day and all Sie 
茶 在家 中 的 ル 子 不 管 是 牛 天 迷 明 夜 時 都 和 在 四 有 前 玩 申 膨 。 
の 還 際 評 二 の 友 人 は 、 由 内 と いわ ず 海外 と いわ ず 和 中 由 狭し て いる 。 


衣 


友人 は 動物 が 大 好き で 、 犬 と いわ ず 獲 と いわ ず ベ ペット に し て いる 。 


と いわ ず 冬 と いわ ず 、( )。 , 
上 | (っ ふゆ RR a 
雇 以 に 通っ て いる b. ボー ナス を も ら う c. か ぜ を ひい で 
朋 栓 料 が 安い だ の 休み が 少な い だ の 、 ( )。 
信和 : 才 め る らし い b. 不満 ば か り 言 っ て いる 8 会 社 が 嫌い だ 
の アスリート は 人 気 と いい 実力 と いい 、 ( )。 

四川 旅 っ て ほし い b. 群 を 抜い て いる 


昌 | リン ピッ ク に 出る だ ろう 


WW の 衣 和 ) 

1)a 2)a 3)b 4)b 
1) いか ん に よら ず 2) と いえ ども 
1)b 2)a 3)d 4) eo 


3) いか ん で は 4) を も っ て すれ ば 
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て ( よ ) う が /~ ( よ ) う が ~ 
ー で あれ / ~ な り ~ な り 


どん な 状況 で も 、 ど ん な 方 法 で も ! 
6 3 


( ー ( よ ) う が /~ ( よ ) ぅ と 


どん な に 一 で も 結果 や 状況 は 変わ ら な いと いう こと 。 
Evenif... Means that the result or situation would not change evenif.., 


即 使 …… 也 。 表示 元 池 ……, 希 果 或 情況 也 不 会 変 。 


V 意 艇 
イ A か ろう ? + ( よ ) う が / ( よ ) うと 
ナ A だ ろう 


く 例 > ① どん な に 安 か ろ う が 、 あん な 粗 遇 商品 は 買い た く な い 。 


い 


Eyenifirisvery cheap, I don't want to buy such a low-quality produce. 
即 使 再 便 宜 , 也 不 想 区 那 梓 航 低 劣 商品 。 
(の) 山 親 に どん な に 反対 され よ うと 、 日 本 で 就職 する つ も り だ 。 
⑧ みん な に 嫌 わ れ よ う が 、 私 は 自 分 の 意志 を 通 し た い 。 


④ 今どき 、 安 か ろ う 悪かろ 3 で は 商品 は 売れ な い ‘。 
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第 5 週 ら 日 目 


ご ( よ ) う が ~ ま い が /~ ( よ ) うと こま いと ) 


= て も ~ な く て も 
JI0 の どちら で も 、 結 果 や 状況 は 同じ だ と 言い た い 時 の 表現 


ituati ill be the same under two opposing situations, 
ur not doing … Expresses that the result/situation willb 


も 『 果 束 情 況 居 相 同 的 
WW …。 表示 人 人 相 対 前 西條 情 吉 中 的 嘱 條 。 殺 果 或 情況 天 相 同 的 。 
2 まい が / ま いと 
V 意向 形 + が / と + V 税 書 形 + 


(1 枚 が 仙 成 し よう が する まい が 、 そ の 議案 は 通っ て し まう だ ろう 。 

i Me of my approval or disapproval, he bill will be passed eventually, 
改選 多 不 狂 成 、 諸 條 層 案 述 基 能 通 辻 叩 。 

の 湯 が 降ろ う が 降 る まい が 、1 月 の 蛍 まつ り は 中 止 で き な い 。 

(0 ボー ナス が 出 よ う が 出る まい が 、 私 は この 会 社 を 知 あ る つも り は な い 。 
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第 5 週 ら 日 目 
第 5 週 2 日 目 


て な りー な り ) 


C ー で あれ / ~ で あれ ~ で あれ 


~ で も いい し ~ で も いい し 
Mi0」 で 、 手段 ・ 方 法 の 例 を あげ て 、A で も 日 で も いい か ら と いう 話し 手 か ら 聞 き 手 へ 
、 Ce だ せ う 6 う れい 
2 依頼 を 表す 。「 一 な り (な ん な り )」 の 形 も ある 。 


~ で も 、~ で も ~ で も 
「A で あれ 日 で あれ C」 で 、 A や B と いう 例 を と りあ え ず あげ 、 そ その 状況 で も C と いう 結果 に 


は の 
手 の 主観 的 な 意見 が 多い 。 h ding examples of means 
rd 
Evenif.…, even.… or.… A で あれ B で あぁ あれ C means that examples of situations A and BresultinC.O oa WP ジミ 人 
nibisetive opinien tienes lh muchas Aand B. May be usedas 一 なり 【 人 な ーー 
「A で あれ B で あれ C」 的 形式 。 人 4 誤 前 上 好 。 用 「A な り B な り 」 前 形式 例 半 手段 和 方 法 。 表示 淡 造 人 対 所 笑 人 提出 “A 也 
見 。 - 馬上 和 1 「 なり (な ん な り )」 的 形式 。 
N + で あれ | + な り 
の N 
< 例 > ① どん な 肩書 で あれ 、 人 間 は 謙虚 さ を 忘れ て は いけ な い 。 2 
誠 さ を 映画 を 見 る な り し て 気分 寺 換 し た 


スト レス が た まっ た ら 、 友達 と 会 うな り 、 映画 


tt 
方 が いい 。 
ing y i Oing tO see 
W hen you are srresscd out, you had berrer refresh yoursclf by mecting your friends or going 


Teople should remain humble regardless of their titles. 
珍 是 件 名 基 衝 , 都 不能 忘 記 滋 庶 。 
Ord あれ 都会 で あれ 、 「 住 め ば 都 ] と 言う で は な いか 。 


⑧ 学生 で あれ 社会 人 で あれ 、 マナ ー は 守ら な けれ ば な ら な い 。 oyie。 や に Pe 


加 巣 感 到 圧力 視 重 的 活 , 近 是 夫 見 
»「 参加 する か どう か は 、 明日 まで に メー ル な り 電 話 な り で 連絡 し て くだ さい 。」 


(0⑪ [文法 に つい て わか ら な いこ と は 、 大 書 で 調べ る な りな ん な り し て くだ さい 


Mi 過去 に は 使え な い 
中 は 、 メ ー ル な り 電 話 な り し た 。 


人 湯 Powr か た い 表 現 


ひょう げん 


V の 場合 は 「~ に し て も ~ に し て も 」 を 使う 


っ つか 


1 ニル 4 
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【 問 是 1】 正しい ほう に 〇 を つけ な さい 。 


だ い 


| 正しい 文 に 〇 、 間 司 っ て いる も の に ※ を 書き な さい 。 


1) (a. 有 有名 人 で あれ 誰 で あれ b. 有 名 人 な り 誰 な り )、 和 礼儀 は 基本 だ 。 

2) 座 に (a 那 席 され よう と b 那 席 され る と )、 私 は 夢 を あき らち め な い 。 
3) 申し 込み は 、(8. メ ー ル な り 電 話 な り b メー ル で あれ 電話 で あれ ) で 久 
4) どん な に (a お いし か ろう と b. お いし いか ろう と )、 この 値段 は 納得 で き 


) 子ども で あれ 大 人 で あれ 、 彼 は 子ども っ ぱい 。 

) 来年 留学 し よう と 、 今 は 準備 を する し か な い 。 

) 媒 な こと は 泣く な りな ん な り し て 忘れ な さい 。 

) 彼 に 彼女 が いよ う と いる まい と 、 私 の 気持 ち は 変 わら な い 。 


【 問 題 2】 1 4 の 肥 文 に 続く も の を 、 ョ 一 d か ら そ れ ぞ れ 選 びな 
1) 外国 人 で あれ この 国 に いる な ら 、 

2) 今 か ら ど ん な に 頑張 ろう が 、 

3) お 金 が あろ う と ある まい と 、 


4) スー パー の 科 藤 な リ デ リ バリ ー な り 、 


a. 誠実 な 人 な らい い 。 
b. 1 億 円 は 時 め られ な い だ ろ う 。 
oc. 消費 税 は 払わ な けれ ば 。 


UE う の 


d. 食 は 適当 に 済ま そう 。 


ゆう し 1 く て きとう 
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ー こ と と て / と あっ て / 


理由 や 棒 況 ee ( 1 
~ こ と と て 
て か ら 
「- と いう 状況 な の で 」 と 理由 ・ 硝 因 を 説明 し た い 時 の 表現 。 


. Expresses areason/cause as "since the situation is ...." 


「 是 肉 濁 …… 情 況 」 悦 明 那 欄 理 由 和 原 内 時 的 表 法 方 式 。 


Because 


困 ……: 


¥ | 
イィ A B _ 

ナ A UC + こと と て 

N 


(た だ し 、V の 吾 定 は 「 一 ぬ 」 で も 0K) 
① 今回 の 海外 転勤 は 家族 も いる こと と て 、 す ぐに は 返事 で き な い 。 


0 て ん ん 
I cannot give you a response about this overseas transfer right now because ir also jn 


用 


family. 
比 次 海外 肖 交 工作 的 事 , 因 カ 有 家 属 , 所 以 不能 避 上 回 答 。 
② プロ ポー ズ さ れ た が 、 あ まり に 急 な こと と て 少し 時 間 を も ら う こと に し 


 「 田 舎 の こと と て 、 素朴 料理 し か お 出し で きま せん が 。] 
④「 ま だ す ど も の こと と て 、 候 子 の 天 礼 を お 許し くだ さい 。」 


PonT 


か た い 表 現 
ひょう げん 
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第 5 週 3 日 目 


ーー と あっ て 


フ 


ー の で 
ji て B」 で 、 通常 と は 違い A な の で B と いう 特 列 証 状況 に な っ た 


ゆっ て B expresses that irregular situation A results in special situation B. 


川 「A と あっ て B」 的 形式 , 表示 境 医 人 想 江 * 因 婦 平 失 不 同 是 A , 所 以 就 成子 B 和 特殊 前 情 9 


、 と 話し 手 が 言い た い 時 の 表現 


況 の 


V 
イト [ + と あっ て 
N 


(た だ し 、 ナ A と N は 「 だ 」 が つか な いこ と が 多い ) 


⑭ 人 気 の 韓 流 ス ター が 来 日 する と あっ て 、 空港 に は 3000 人 以上 の 女性 が 集 ま っ た 。 


rt 
Since a popular Korean star was visiting Japan, more 細 引 3,000 women came to the airpo 


内 訪 深 受 区 迎 航 皿 流 明 量 来 日 本 , 所以 有 3000 多 名 女性 乗 集 在 了 机 協 。 
RNC っ て 、 行楽 地 は どこ も すご い 人 出 だ 。 

この マン ショ ン は 駅 か ら 近 いと あっ で 、 すでに 完売 し た そう だ 。 
の 科せ クラ ス で ご 秋 き れい と お っ て 、 男子 の 問 で ファ ンク ラブ まで で き て いる 。 
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べく 


て し よう と 思っ て 
「A べ く 日 」 で 、A と いう は っ きり し た 目的 を も っ て 、 それ を 実現 する た め に 日 を する と いう 
With intent to do… A X < B means doing B jn order to realize clear purpose A, 


想 備 ……。 用 「A べ く B」 的 形式 表示 抱 替 A 記 竹 明 秦 的 日 的 、 久 了 衝 現 玉 人 目的 耐 僚 B 的 意思 。 


W 


2 V 先 閉 形 + べく 


じ し ょ 
(た だ し 、「 す る 」 は 「 す る べく 」「 す べく 」 ど ちら で も 0K) 
く 例 > ① 定年 後 の 第 二 の 人 生 を スタ ー ド ま 66、 改 卿 に 家 と 灯 を 買っ た 。 


NN T bought a house and land in my hometown to begin my second life after retirement, 
退 休 司 打算 者 始 第 二 人 生 」 就 在 放 多 世 了 記子 和 田地 。 
④ 自分 の 会 社 を 持つ べく 、 大学 で 経営 学 を 学ん で いる 。 
③ た ま っ た 借金 を 返済 すべ 《、 ア ル バ イ ト を ニ つ っ も 増やし た 。 


pomNT B に は 依頼 や 命令 は 使え な い 


めい れい つか 
X 合格 すべ く 、 勉 強し な さい 。 
ざ う か て でんき ょ う 
か た い 表 現 
ひょう げん 


A 


II 


第 5 週 3 日 目 


ーー ゆえ / ゆえ に / ゆえ の ) 


ー か ら 、 一 の た め 
MM 「 が ゆえ 」 の 形 で 、 特に 理由 ・ 原 固 を 強調 する 場合 も 多い 。 


lniaine ol... Expresses a reason/cause. 一 が ゆえ often emphasizes particularly a reason/cause. 


DO 。 理 由 或 原因 。 用 「~ が ゆえ 」 前 形式 , 多用 十 晶 油 特 殊 的 理由 或 原 因 。 


v 
ーー 和 飾 型  † ゆえ / ゆ え に / ゆ え の N 
ナ A めい し し ゅ うし ょ た 

N 


(た だ し 、 ナ A の 「 な 」、N の 「 の 」 は つか な いこ と も ある ) 
(⑪ こ の 二 つ の 三角 形 は 各 辺 の 藤 さ が 等 し い 。 ゆ え に 、 こ の ニニ っ は 合同 で ある 。 
か が (へ 

"The lengths of the corresponding sides of these two triangles are equal. Thereforc, these triangles 
are congruent. 
因 久 送 机 條 三角 形 前 各 稼 医 度 相 等 。 所 以 , 流 西 介 全 等 。 

⑫ 彼 の あん な 言動 も 、 若 さ ゆえ の こと と 許し て あげ て は し い 。 
Ki ん どう 4 か 

3) f に 料 が 》 人 は いな い 。 

(⑪ 社長 を 信頼 し て いる が ゆえ に 、 給 激 が 減っ て も 辞め る な 

か た い 表 現 


ひょう げん 


oS 
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か くに ん 
3 日 目 
こ 入 る ー つ 選び な さい 。 
[問題 1】 正しい ほう に 〇 を つけ な さい 。 @) ( ) に 入る 適当 な も の を 一 つ 選 びな さ 
ショ ン モ デル に な る ベ )。 
1 マス コミ を 賑わせ た 事件 (a と あっ て b. こ と と て )、 裁判 に は 早朝 か ら 多 ll ファ ッ シ ョ ン モ デル に な る べく 、 ( 
人 が 並ん だ 。 MA 
2) 「 提 当 者 不在 の (a こと と て b ゆえ )、 今 は お 答え し か ね ます 。」 所 に 入っ た 
3) フラ ンス で 絵画 を 学ぶ (a べく b. と あっ て )、 ア ル バ イ ト で 次 を 計ら て 故に そう きっ た 


4 令 は 無知 (a こと と て b ゆえ )、 こ ん な 過ち を 犯し て し まっ た の だ 。 | レー ズン の 速 体 と あっ て 、( 
ツア ー 料 金 は いつ も の 二 倍 た 
人 べ 物 が お いし い 
ME の ん びり する つも り だ 
W 間 い 性 格 ゆ え 、( 


li 似 は 社長 に な っ た 
5 本 2 D 羽 は 何で も 引き 受け て し まう 
同じ o WI ひ 3 


お な ひょう げん 。 いち ど 


(志和 は 評判 が よく な い 
出張 中 の こと と て 、( 
と あっ て こと と て ゆえ の ベ < | 前 人 山 基 生 の 
( 7H 料理 を し て いる 
か いな かい 
の )、 そ ちら まで 伺え ず 申 し 訳 あ り ませ ん 。」 | 分 仕事 を し て いな 
し NE 
2 RONEEN IF )、 し ば らく 旅 に 出る こと に し 六 (友人 の 和 半 吉 に 出 られ な 
3 問 培 ) 悦 み を 持つ 人 た ち が 楽 まっ て サー クル を 立ち 上 げた 。 
4) クリ スマ ス 前 ( 


)、 デ パー ト は 買い 物 客 で 賑わっ て いる 。 
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第 5 週 4 日 目 


ー と ば か り に / こん が た め / 
てん ば か り だ 


頭 に 浮か が の は こん な イメ 


お た だま 


d ODE ー ん が た め / こん が た め に / ~ ん が た め の ) 


こと いう 目的 の た め に 


用 に B」 で 、 強い 意志 を も っ て 実現 見 し た い 目 的 の た め に B と いう 努力 を する と いう 意味 。 
.A ん が た め に B means making effort B in order to realize dested purpose A with a strong 


人 
Justasifitwere.… A と ば か り に BB means doing B as 4 itis notactually A. Te 


好 像 …… 一 欄 。 用 「A と ば か り に B」 的 形式 , 表示 。 但 是 , 】 
能 能 明 品 地 看 出 A 那 入 感 党 。 


fone of .. 


i 和 MN 川 「 A ん が た め に B」 的 形式 , 表示 抱 着 強烈 的 意志 妨 了 超 実現 目的 , 柄 働 B 送 衝 努 力 的 意思 。 


V な い 形 + ん が た め / ん が た め に / ん が た め の N 


叶う 30 い れい けい 
MM 3 (た だ し 、「 す る 」 は 「 せ ん が た め 」 に な る ) 
A + と ば か り に ーー 
めい し し ゅ うし ょ く が た (1) 災害 か ら 復 異 せん が た め に 、 地域 が ー つ に な っ て 頑張 っ て いる 。 
" The community is working hard 6 for the purpose of recovering from the disaster. 


『 中 偶 ※」 全 地区 序 心 層 力 地 支 力 若 。 
② 祖父 は 100 歳 ま で 生き ん が た め に 、 . 食 生活 に は と て も 気 を つけ て いる 。 
③ 上 分 の 基 を 実現 せん が * た め の 努 な ら 、 ま っ た 4 半 《 は な い 。 

けん 


く 例 > ① 親子 げん か を し た 時 、 父 は 出 て 行け と ば か り に 亡 関 を 弟 差し た 。 


When I had a family quarrel, my father pointed to the front door ss iT he was suggesdll 
that I get out of our house。 


父子 哨 架 時 委 答 指 着 丘 口 , 好 像 要 党 珠子 出 去 似 前 。 
② 注文 し た 料理 が 来る と 、 子ども た ち は 待 っ て ま し た と ば か り に 食べ 始め 
③ その 学生 は つま ら な いと ば か り に 、 本 と は 押 関 係 な 本 を 5 読み 出し た 。 
⑧ 祖父 は フォ ー ク を 手 に 取っ た も の の 、 不 頒 だ と ば か り に 、 は し に 暮 えた 。 


| か た い 表 現 


ひょう げん 
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て ん ば か り だ / ん ば か り に / こん ば か り の 


まる で (今にも ) 


ーー し そう な 様子 で 


「A ん ば か り に B」 で 、 客観 的 に 見 て 今にも A を し そう な ほど の バ パワー や 追 力 が ある と いう 意 


Asif.…occurs (snytmenow) A ん ば か り に 


好 像 ( 紀 上 ) 
或 追 力 的 意思 。 


人 』 V な い 形 + ん ば か り だ / ん ば か り に / ん ば か り の N 
(た だ し 、「 す る 」 は 「 せ ん ば か り 」 に な る ) 
く 例 > ① 今 に も 殴り か か らん ば か り に 、 彼 は 私 を に らん だ 。 
He glared at me as if he was going to swing his fist at me 


好 像 避 上 要 打 似 航 。 他 里 着 我 。 


② サプライ ズ の お 祝い に 、 彼女 は 飛び 上 が らん ば か り に 草 ん だ 。 
⑬ 愛犬 に えさ を あげ る と 、 あり が と うと 言わ ん ば か り に し っ ぱ を 振っ た 。 
④ 情 親 は あう ぶ れん ば か り の 愛情 を 子 ど も に 注い だ 。 


は は お や 


PT 


身 の こ と に は 使わ な い 


2 
x も 殴り か か らん ば か り に 、 私 は 彼 を に らん だ 。 


今 に 


「 て と 言わ ん ば か り に 」 は 慣用 表現 


ん よう ひょう げん 
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B means that it looks so full ofpower or force that A will occuran) 


要 矯 似 的 。 用 「A ん ば か り に B」 前 形式, 表示 仏 容 地 上 来 外 。 好 像 有紀 上 就 可 以 


1】 正しい ほう に 〇 を つけ な さい 。 

た だ 
還 す る と 、「 うる さい 」 と (8. 言 うば か り に b. 言 わん ば か り に ) 弟 は 私 を 見 た 。 

き i な い 。 

7 国難 を (a 克服 す る b. 亮 服 せん ) が た め 、 友 力 を 惜しま な a 
(ML し か っ た の か 、 ギ ブ プア ッ プ (a. と ば か り に b. と ば か り の )、 彼 は 両 Sa 
MMi7 Me 
旧 の 大 今 で (8. 優 勝 し ん b. 優 勝 せ ん ) が た め に 、 日 装 朝 ト レー ニン グ を 積ん で いる 。 
頭 を 床 に (a. つ けん ば か り に b. つ けた ば か り に ) 
あぁ たま ゆか 


4 


介入 こし た 会 社 の 社長 は 、 
4 と 放し た 。 


了 全 フン 、 ダ メ だ と あき らち め る こと 


ある 何 か の 途 』 て 


8g] (  ) に 入る 適当 な 動詞 を [| から 選 びな さい 。 
必要 な ら 適 当 な 形 に 変え まし ょ う 。 


※ 同 じ 動詞 は 一 度 し か 使え ませ ん 。 


待つ 送る 言う 
用 らい 人 人生 を ( 7 A 
MM ^ ピ ー チ を 聞い て 、 親 友 は 「 や っ た ね 」 と ( ) ば か り に 
MY て た 。 
リリ ン が いっ せい に 会 場 に 入ろう と し た た め 、( ) と ば か り に 


昌 旧 が 止め た 。 


3) a 4)b 
= 2) べく 3) ゆえ の 4) と あっ て 
Db 2)a 3)b 4)ec 
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第 5 週 5 日 目 


ー に と ど ま ら ず て に ひき か が え ) 
~ だ け で は な く 、~ を こえ て ー と は 反対 に 
は ん た い 
「A に と ど ま ら ず B」 で 、 A と いう 狭い 範囲 を こえ て 、 も っ と 広い と ころ に まで 影響 や 力 が と ど & りえ B」 で 、A と は 反対 に 、 ある い は 大 きく 異な っ て B は 一 だ と 言い た い 時 の 表現 。 話し 手 の 
3 いき よう ちか ら RR - 


味 。 その こ と が ら が 持つ / パワ ー を 示し て いる 。 


Notonly.... but, goingbeyond .. A に 


と ど ま ら すず BB means thatan infuence or power reaches to a wider extent li 
narrow 1 ん . Expresses the power of a matter, 


M5 を 示す 。 
人 A\ に ひき か え B expresses that Bis... contrary to or largely different from A. Indicates the speaker's 


用 「A に と ど ま ら ず B 」 前 形式 表示 超 填 ん 導 衝 導 隊 的 入団 影 曲 或 力 選 有川 AicO き か え 1」 的 形式 , 表示 己 A 相 反 , 或 者 旧 人 有 各 大 的 差別 B 大 ……。 表示 培 情 人 的 


TP 1 件 事情 具有 前 能力 。 


形 1 v 
十 に と ど ま ら ず 
イ A bak 眉 功 弄 まめ の + に ひき かえ 
> ① ゆとり 教育 は 学 低下 に と ど ま ら ず 、 学校 教育 に ゆがみ を も た らし な A 
The more relaxed 8 Policy resulted jn nor only declining academic standardil N 


distortions jn school education. 
害 松 的 教育 不 人 使 学 始 成 倒 下 降 , 耐 且 , 人 学校 教育 帯 来 了 不良 影 咽 。 
② 鈴 木 先生 の 投 業 は 救 科 書 の 前 強 に と ど ま ら ず 、 日 本 事情 も 教え て くれ る の 


人 \ 衝 は 本 に と とまら ず 、 ハリ ウッ ド で も 知名 度 の ある 俳 公 に な っ た 』 
せい ゆす 


(た だ し 、 ナ A と N は 「 で ある の に ひき が え 」 の 形 も ある ) 


(1) 浪費 が 珍し く な か っ た バブ ル 時 代 に ひき か え 、 今 は 節約 する の が 当 た り 前 に 
be RN 
な っ て いる 。 


In contrast to the bubble cr when many people grew wasteful, ir is now natural to try to cut down 


on spending. 


浪費 成 凡 交 泡 注 財 代 相反 現在 帯 約 成 了 理 所 当然 朋 事 情 
(⑦ 梅 画 が 短く 猫 書 だ っ た 表 年 に ひき か え 、 今年 は 冷夏 だ 。 
見 が の ん ぴり し た 性 格 て ある の に ひき か え 、 弟 は 短気 で せっ か ち だ 。 
(⑭⑰ 」 私 が 大 学生 だ っ た 頃 に ひき か え 、 信 の 大 学生 は 部 職 する の が 大 変 だ そう だ 。 


めい ど 


Ny i 


ポポ せっ か ち …… 落 ち 着 き が な く 、 何 を する 時 に も 急い で いる 人 


第 5 週 5 日 目 
第 5 週 5 日 目 


て に も まし て は お ろか 


て より も っ と 、 ーー 以上 に 


「A に も = 以上 に う 
に も まし て BB」 で 、 人 も そう だ が それ 以上 に 日 で ある と いう 意味 。 
More than ..., 


ー は も ちろ ん 
か B」 で 、A は も ちろ ん の こと 、 他 の こと も 当然 そう だ と いう 意味 。 話し 手 の 不 満 や 意外 な 
¥, 


exceeding … A に も まし て B means that A is true, but B is more true. 
A る か B means that Bis true as well as A, as a matter of course, Expresses the speaker's discontent 


超 計 ……。 用 「A に も まし て B」 前 形式 表示 最 然 A 也 上 那 伴 但 是 B 更 在 此 上 的 


In 
川 1A は お ろか B」 前 形式 , 表示 不用 弄 A, 共 名 前 事情 当然 也 基 那 民 意思 。 表示 培 必 人 感 到 不 


[NL 


DN + に 
『 に も まし て nH 


(① 洪水 に よっ て 家財 道具 は お ろか 、 大 切な 家族 の 命 ま で 奪わ れ て し まっ た 。 


he food took je je Ei precious fi beth, nat to mention furniture and household 


く 例 > ① その バン ド は 人 所 名 上 上 昇 中 で 、 コン サー ト は 前 回 に も ま し て 大 訴 ) 


3 ビ 42 し ょ 3 ちゅ う 

dl is rapidly gaining in popularir Their concert was an even greater succGWW 
施 條 系 陰 正在 火 燃 中 音 上 会 畑 江 上 次 , 更 加 克 況 。 
② 優 勝 し た うれ し さ に も まし て 、 チ ー ム が 一 つ に な れ た こと が うれ し い 』 
③ 試験 の 日 が 人 り 、 以前 に も まし て 駿 虐 不足 だ 。 


し けん 


の ④ 今生 の 全 は 案 さ が 滋 し く 、 時 年 に も まし て 隆生 が 多い 。 
こう せっ リュ は 


goods. 


ポ 川 説 岡 洪水 失 去 的 財 密 。 就 達 家人 宣 偶 的 生命 都 彼 在 去 了 。 
⑦ 給料 日 前 で 、 レス トラ ン は お ろか ファ ー ス ト フ ー ド の 店 に も 入れ な い 。 
の 人 ふか ら 1 年 前 は 、 漢字 は お ろか いひ ら が な さえ も 読め な か っ た 。 


| 強調 する た め 「 も 」「 さ え 」 「 ま で 」 と いっ し ょ に 使わ れる こと が 多い 


! う ちょ う 
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第 5 週 5 日 目 


( ー も さる こと な が ら 


人 も そう だ が 、 そ れ だ 
「A も さる こと な が ら B」 で 、A は も ちろ ん だ が 、 そ れ だ け で は な く 日 も そう だ と いう 話し 手 
表す 。 


あら わ 


is true, and something else is also true 八 も さる こと な が ら B expresses the speaker's feeling that, in additiom 


人 € 村 の N + も さる こと な が ら 


け で は な く 


…。 用 「A も さる こと な が ら B」 和 的 形式 , 表示 時 然 A 広 涼 量 那 梓 衣 


く 例 > ① 名 所 め ぐり も さる こと な が ら 、 その 土地 の 料理 を 味 わ う の も 旅 の 醍醐 束 
As well as seeing notable sights one of the real pleasure of traveling is tying che local ull 


不用 現 巡 洪 名 肝 , 品 堂 有 当地 特色 的 仮 菜 更 是 旅行 的 朱 趣 。 


② 外交 問題 も さる こ と な が ら 、 山積 し て いる 国内 の 問題 を 早く 解決 し て ほ 央 


⑨ 美 し さも さる < こ と な が ら 、 彼女 の 就 力 は 何と 言っ て も その 人 柄 に ある 。 
@ 叶 も さる こ と な が ら 、 忌 の こ も っ た サー ビス が あの 店 の 行列 の 寄 だ ろう 3 


孝 Eoiur か た い 表 現 
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ひょう げん 


1】 正しい ほう に 〇 を つけ な さい >。 
た だ 
の 信 社 (a. に ひき か え b. ほる も まま EO, 転職 先 の 給料 は 三 分 の 一 だ 。 


て ん し ょ くさ る きら う 1 


び ひきかえ b. も さる こと な が ら )、 俳優 陣 も この 上 な く 氷 基 だ 


の セ ッ ト (a. に 
区 は ギャ ン ブ ル の た め に 、 時 金 (a は お ろか b. さ る こと な が ら ) 家 ま で 


遇 っ て し まっ た 。 
日 中 の 経 営 状態 は 昨年 (a. に と ど ま ら ず b. に も まし て ) 厳し いと 言 きる 。 


の 山 は 特定 の 年 雷 居 (a. に ひき か え b. に と ど ま ら ず ) 幅広 広く 愛さ れ て いる 


) に 入る 適当 な 表現 を [| か ら 選 びな さい 


el ( きとう ひょう げん 
※ 同 じ 現 は 一 度 し か 使え ませ ん 。 
お な ひょう けん いち 
は お ろか に ひき か え も さる こと な が ら 


) 私 は 内 気 た に っ) われ 続け て きた < 


| N い 頃 か ら 、 活発 な 姉 ( 
- 顔 の 小さ さも 婦 性 た ちの 極 れ の 的 だ 。 


MM 

| の モデ ル は スタ イル ( )、 
記 な い 。 

私 は 外国 語 ( 9 自分 の 峡 語 で ある 日 日 本 語 に も 自信 が な 


ee 
M4 日 目 の 解 答 ) 
1 1) b 2) b 3) a 4) b 5) a 
9 1) 送ら ん 2) 言わ ん 3) 待て 


ー て か ぎり だ / 一 極まる / 
て の 至り / の 極み 


いた 


気持 ち は 、 こん な レベ ル ! 


( ー か ぎり だ 


第 6 週 1 日 目 


極まる / 一 極まりない ) 
きわ きわ 


答 こと て も ~ だ 、 最高 に だ 
宮 6 客観 的 に で は な く 、 有人 の 和 特 ち を 「 と て も 一 だ ]」 と 伝え る 表現 。 


ん じしん ひょう ん 
to the fullest degree Expresses one's own feelings, not objectively, 


不足 客 欧 上 , 両 是 把 自己 的 「 非 常 … 


that 'itis very 
J 的 心情 表 法 出来 。 


イ A 
ナ A ( † か ぎり だ 
N の 


く 例 > IO だ ES 日本 で て 家 旅 と 離れ て 上 疾 ら す の は 、 寂し いか ぎ り だ 。 
leis really lonely to live in Japan apar from my fumily, 
舌 商 家人 在 日 本 生活 排 常 門 。 
@ 定 < じ で 1000 円 も 当 た っ た な ん て 、 羨 ま し いか ぎり だ 。 
来週 で また ー つ 年 を と っ て し ま うな ん て 、 革 い か ぎり だ 。 
④「 和 生か 区 株 を 案内 し て くだ さる な ん て 、 腹 いか ぎり で す 。」 


人 往 Poinr 「 う れ し い 」 「 喜 ば し い 」 「 残 念 な 」 な ど 心 の 状 を 表す 


じょう た い あら わ 


非常 に ー だ 、 こ の 上 な くだ 
ひ じょう - 
用 に て も 強い 思い を 表現 する 言い 方 感情 的 な 印象 が ある 。 


ns can be Expresses ones own strong feelings. Sounds emotional. 


表 法 自己 闇 常 旨 烈 的 思想 時 的 弄 法 。 感 党 比 較 情 鑑 化 。 


ナ A 極まる / 極 まり な い 
( ナ A の 「 な 」 が な い 形 に な る ) 
用) ① こん な 道 で スピ ー ド を 出す な ん て 、 危険 標 ま りな い 。 
lt is extremely dangerous to increase speed on such a street. 
側 其 欄 的 道路 上 加速 , 非常 危 陰 。 
の 上 司 に あい さ つ を せ ず に 帰っ て し まう) と は 、 矢 礼 極まる 。 
の っ 司 油 量 の 店 中 の 対 記 の 還 さ は 、 不快 格 ま りな か っ た 。 


) か た い 表 現 「 李 まる 」 と 「 極 まり な い 」 は 同じ 意味 


| 「 感 極まっ て ] は 慣用 表 現 


が ん は か ん よう びょう げん 


例 ) 役 騰 し た 学生 は 感 極 ま っ て 号泣 し た 。 
Oi * 
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第 6 週 1 日 目 第 6 週 1 日 目 


ー の 至り 


いた 


上 『 気 持ち が 極限 に 達 し て いる 時 に 使う 表現 。 感激 し て いる と いう 状況 を 表す 場合 が 多い 。 


すう ん よう あ 5 わ は 
ll (ullest degree, extremely .... Used when the speaker is excited. Often expresses the situation where someone is 


II 


… to the fullest degree, extremely .... Expresses the speaker's feelings, when he/she wants to say that the best coi 
or highest levelhas been achieved. 


最高 ……。 半 常 ……。 表 拓 下 活 人 的 感情 要 想 濁 “ 法 到 最高 状 灰 了 、 或 者 状 到 了 最 高 水 平 了 ” 的 表 送 上 常 ……。 赤 笑 人 前 心情 法 到 了 概 限 時 交 表 送 方 式 。 多 用 王 表 送 己 色 送 到 了 感 芝 的 状 恋 。 


N + の 極み 

目 - ① 一 泊 30 万 円 も する ホテ ル に 泊まる な ん て 、 臣 沢 の 極み だ 。 

fr is the extreme of luxury to stay in a horel for 300,000 yen per night. 

韻 然 住 一 晩 30 万 日 元 的 役 店 。 太 容 修 了 。 

② 好き な 人 と 一 緒 に いら れる こと が 、 私 に と っ て の 幸せ の 極み と 言え る 。 

③ 補 谷 の 人 と 数 土 年 ベリ に 会 える と は 、 江 動 の 極み だ 。 

④「 初 め て の 小説 で こ ん な に 系 嗜 らし い 満 を いた だ ける な ん で 、 光栄 の 極み で す 。] 


。 N + の 至り 


いた 

く 例 > ①⑪ 若気 の 至り と は いえ 、 あ の 時 は ずい いぶ ん 荒れ た 生活 を し て いた も の だ 。 
Tused ro have such a troubled life even if I was too young to realiz it. 
最 送 赴 年 婁 不 成 京介 那 時 的 生活 碑 衝 相当 放 聞 。 

② 憧れ の 俳優 と 握手 で き る な ん て 、 太 激 の 至り だ 。 

③「 先 生 の よう な 方 に お 会 いで き て 、 光 栄 の 至り で す 。」 


免 romr か た い 表 現 


ひょう げん 
語 生 は 「 若 か っ た た め 、 こ ん な と と を し て し まっ た | か た い 表 現 
意味 の 尼 


慣用 表現 
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【 問 題 1】 


も ん だ い 


正しい ほう に 〇 を つけ な さい 。 


1)「 ま た 先生 に お 会 いで を きる な ん て 、 う れ し い (a 下り b か ぎり ) で す 唐 
2) 長年 の 夢 だ っ た 日 本 留学 が で きた の は 、 慕 び の (a 極み だ b. 極 まる )。 
Sy 幼い 頃 に 別れ た 峡 と 20 年 ぶり に 会 えた 時 に は 、 (8 感極まっ て b. 感 極 ま | 

泣い て し まっ た 。 


4) 「 こ ん な に 立派 な 賞 を いた だ く な ん て 、 光栄 (a. の 至り b. か ぎり ) で す 。 請 


[問題 ジ 】 ( ) に 入る 適当 な 表現 を [  ] か ら 選 びな さい 。 
※ 同 じ 表 現 は 一 度 し か 使え ませ ん 。 


よう げん 


極まりない の 至り の 極み か ぎり だ 
きわ ね いた きわ 


1) ずっ と 一 緒 に 勉 唆 し て いた マリ ア さ ん が 帰国 し て し まう な ん て 、 寂し い ( 


2)「 あ の 頃 が 懐か し いね 。」 [若気 ( ) で 、 悪い こと も し た けど ね 。』 
3) 新入 社員 が 部 長 に フ ビ ー を 取ら せる な ん て 、 非 帯 識 ( )。 
4) この 喘 画 の ラス ト は 歴史 に 残る 名 場面 で 、 感 動 ( ) だ っ た 。 

えい が れき し の こ めい ば め ん か ん どう 


正しい 文 に 〇 、 間違っ て いる も の に メ を 書き な さい 。 
た 大 ざん 


) ろく に 食べ て いな い 上 に 、 強 い お 漂 を た だ た ささ ん 飲む の は 、 不 健康 に 極 ま る 。 
) ゆい だ こ が オ リン ピッ ク に 出場 する の は 、 喜び の か ぎ り だ 。 
) 好き な 作家 の サイ ン 会 で 直接 話 が で き た な ん て 、 うれ し い 極 ま り だ 。 
1 きっ ま ょ ー 
)「 こ ん な こと まで 手伝っ て いた だ いて 、 懲 乏 の まり で す 。] 


5) b 


3) a 4) b 


1) に ひき か え 2) も さる こと な が ら 3) は お ろか 


ー な いで は お か な い / な いで は すま な い 
ー て や まな い / を 禁じ 得 な い (人 


和 W を アピ ー ル ys / (上 D 


~ な いで は お か な い / ~ ず に は お か な い 


必ず こす る 
か な ら 
何 が あっ て も そう する 、 し な いま で は 終わ ら せ な いと いう 話し 手 の 列 い 信念 を 表す 。 


必ず し な けれ ば な ら な い 


が な がら 


が いで は すま な い 」 で 、A と いう 理由 で B を し な いと 許さ れ な い 、 終 わ ら な いか ら 、 必 ず B 
いう 測 味 。A は 自分 の 意志 と いう よ りら 常 識 や 状況 に よる 話 し 手 の 判 断 。 

A だから B な いで は すま な い means that B must be done because it is not acceptable not to do B or B 
hed because of A. A refers to the speaker's judgment according to commonsense or the situation, rather 


Doi definit end 
oing … definitely Expresses the speaker's strong conviction to do so or never to let it end without doingso. 


一 定 …… 仙 。 天地 秋生 仕 る 事情 雪 放 仙 不 仙 不 休 。 表示 濁 馬 人 光 腸 玖 信念 。 


ler Intention. 


V な い 形 填 な いで は お か な い / ず に は お か な い 


(た だ し 、「 ず に は お か な い 」 の 場合 「 す る 」 は 「 せ ず に は お か な い 」 に な 潜 MK DY 与 其 現 A 是 現 括 人 的 意志 , 不 如 弄 是 光 笑 人 根 据 常 状 或 現状 科 出 的 章 断 。 


V な い 形 十 な いで は すま な い / ず に は すま な い 


く 例 > ① 英 国 に 攻め られ た ら 、 こ ちら も 報復 し な いで は お か な い 。 
(た だ し 、「 ず に は すま な い ] の 場合 、 「 す る 」 は 「 せ ず に は すま な い 」 に な る ) 


れい 
We shall not fail to retaliate if a hostile country attacks our country. 


部 果 被 豆 国 攻 刻 的 打 。 息 人 也 一 定 輝 行 振 食 。 
② こ ん な 電 惨 な 事件 を 起こ し た 犯人 を 、 吉 消せ ず に は お か な い 。 
⑧⑨ 彼 の 小説 は どれ も 、 読 者 を 感動 させ ず に は お か な い 。 


I\ * (① あん な に 社長 を 走ら せ て し まっ た の だ か ら 、 王座 し な いで は すま な い だ ろ う 。 
You must apologize by getting down on your knees because you made the president very angry. 
也 才 板 徐 包 成 那 和 程 度 、 不 下 欧 能 行 叶 。 

⑫ 政治 が 混乱 し て し まっ た 以上 、 音 相 は 鞭 任 を と ら な いで は すま な い 。 


< 


⑬ 私 の ミ ス で 友人 の パソ コン を 壊し て し ま っ た の で 、 弁償 せ ず に は すま な い 。 


rr 


"PamT 「 ず に は お か な い 」 の 方 が 書き 言 で 使わ れる 


と ば つか 


こと ば 


」 「 ず に は すま な い 」 の 方 が 書き 言葉 で 使わ れる 
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こない で は すま な い / ~ ま に は すま な い ) 


上 MM 川 「A だ か ら B な いで は すま な い 」 的 形式 , 表 示 以 A 送 衝 理 由 不 短 B 是 不 被 原 款 的 事情 不 会 策 東 


第 6 週 ら 日 目 


C ~ー て や まな い 


TD ひか 5ー し て いる 
話し 手 の 他 者 へ の 深い 思い を 表す 言い 方 。 ご 時 的 に で は な く 、 心から その 行動 を し て いる と 


Doing … from the heart Expresses the speaker's deep consideration to the other Expresses that the speaker 
action from the heart, not casually 


由 裏 地 余 ……。 殊 話 人 向 他人 表示 自己 深 切 想 決 財 前 表 法 方 式 。 不 是 一 時 的 沖 区 。 両足 由理 地位 那 生 


V て 形 + や まな い 

③④ 彼 炎 地 の 皆 さ ん の 無事 を 、 日 も 革 い 復 軸 を 祈っ て や まな 
I sincerely hope for the safety of people in the affected areas and the earliest possible re 
由 裏 地 新 屋 炎 区 民 次 的 平安 及 早 日 食 炎 。 

② 世 界 中 の 子ども た ち に と っ て の 明る \ 未来 を 願っ て や まな い 。 

③ 「 寺 さ ん の 今後 ます ます の ご 活躍 を 期待 し て や み ま せ ん 。J 


PomNT か た い 表 現 
V は 期待 する ]「 願 う 」「 祈 る 」「 望 お 」 な ど 


| 説話 人 想 表示 自己 元 法 控 制 在 某 入 状 窓 下心 時 自然 導 生 的 感情 時 的 表 天 方 式 。 


IM 彼女 の 、 想像 を 絶する 生い立ち を 聞い て 、 / 涙 を 禁じ 得 な か っ た 。 
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て を 禁じ 得 な い ) 
きん え 


ー を が まん する こと が で き な い 
で 、 自 分 の 中 で 自然 発生 し た 感情 を コン トロ ー ル する こと が で き な いこ と を 伝え た い 時 の 表現 。 
で 和信 し ぜん は っ せい か ん じ ょ 


llp but do .... Expresses that it is impossible to control naturally occurring emotion in the mind under a certain 


N + を 禁じ 得 な い 


[ could nor help bur shed tears when I listened to her ralking abour her upbringing beyond my 
imagination. 
所 到 好 元 法 想 象 的 成長 辻 程 之 后 , 禁 不 住 流下 了 眼 消 。 
ミ a ot に リ を 益 じ 得 な い 。 
り 和 に より 誠人 紅い る こと に 、 前 oo 
③⑬ 泥棒 に 入 ちら れ て 貴重 品 を すべ て 座 ま れ た な ん て 、 彼 害 者 へ の 同情 府 じ 得 な い 。 
(⑭ 私 を 裏切っ た 友人 に 対 し て は 、 慎 り を 茜 じ 得 な い \ 


話し手 自身 の こと 
< 私 が 朝帰り を し た の で 、 人 欠 は 無 り を 藻 じ 得 な い 。 


【 問 題 1】 正しい ほう に 〇 を つけ な さい 。 
必要 な ら 適 当 な 形 に 変え まし ょ う 。 


1) 苗 煙 エリ ア で タバ コ を 吸っ て いる 人 に 、 今 日 こそ 流 意 (a. し ず に は お か な が \ 同じ 動詞 は 一 度 し か 使え ませ ん 。 
a " お な どう し いち ど つか 


3】 ( ) に 入る 適当 な 動詞 を [| |] か ら 選 びな さい 。 


b. せ ず に は お か な い )。 
2) 人 気 俳優 の 突然 の 結婚 は 、 驚 き を (a. 甘 し 得 な か っ た b. 禁じ な か っ た )。 ね が う うか が う た めす し つぼ うす る 
3) 地球 上 か ら 戦争 が な く な る こと を 、 心 か ら (@. 原 っ て b 願い) や まな い ] | 
4) 屋 は 「 一 言 言わ か いで は (a. す まな い b. す め な い )」 と 、 父 に 腹 を 立て で 用 洋 に な っ た 方 が 病気 と 聞け は 、 お 見 舞い に ( ) に は すま な い 。 
還 NN し て いた 人 に 事 切 られ 、( ) を 功 じ 得 な い 。 
用 び 日 本 経済 が 回 復 す る こと を ( ) や まな い 。 


イー ツ 好 き の 姉 な ら 、 
博 * あぁ ね 


か な い は ず だ 。 


【 問 題 8】 ( ) に 入る 適当 な 表現 を [| か ら 選 びな さい 。 


も て きとう ひょう げん 


※ 同 じ 表 現 は 一 度 し か 使え ませ ん 。 


な いで は お か な い な いで は すま な い 
て や まな い を 茶 じ 得 な い 


1) 勉強 だ け で な く ボ ラン ティ 活動 に も 熱心 な 彼女 を 、 皆 尊 部 し ( 


遇 そい 
2) 気 の 強 い 彼女 の こと だ か ら 、 彼 を 殴ら ( ) と 思う 。 
3) 自国 の 首相 が 年 に 一 ー R に 
) と こく E 北 8 OR ス で まわ る の は 情け な さ ( 2: 163 ペー ジ で 答え を 縮 ! ) 
4) 結婚 式 は し な く て も 、 結 婚 し た の だ か ら 上 司 に 報告 し ( ) だ 2 = 得 
過 
sk 


1) b 2) a 3) a 4) a 
1 かぎ 東大 2) の 至り 3) 極まりない 4) の 極み 
Dx 20 3)x 4)0 
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話題 の シュ ー ク リー ム を ( ) ず に は 
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て し まつ だ / に か た く な い / 
ー ば それ まで だ / ~ ま で だ 
(. ぁ afcb、 あき ら め た り 、 PET DE M4 


第 6 週 


9 日 目 


いし て し まつ だ 


て と いう 悪い 結果 に な っ た 
いろ いろ あっ た 上 に 、 最 後に は こん な に 好ま し く な い 結 果 に な っ て し まっ た と いう 意味 で 、 話し 
早い を 表す 。 


Resulting in a bad event... Means thatit finally ended up in such an unfavorable result, after several troubles. ExpreW 
speaker's disappointment. 


成 了 …… 不 好 的 全 果 。 即 辻 各 衝 各 欄 的 委 訪 后 、 最 后 変成 了 六 衝 不 希望 的 千 果 。 表 示 聞 哲人 感 到 敵 位 倒 


V 
イ A 
詞 修 d 十 し まつ だ 
ナ A めい し し ゅ うし ょ く が た 
N 


く 例 > ① 彼 は 小学 校 の 頃 か ら 問 題 児 で 、 高校 の 途中 で 退学 に な る し まつ だ 。 


He has been a problcm child since he was in clcmcntary school, finally resulring in his be 記 
expelled from high school. 


他 以 小学 弄 始 就 是 介 有 同 題 的 秋子 。 到 了 高 中 就 中 途 退 学 了 。 
② カー ド で 有名 ブラ ン ド 品 を 買い 続け 、 (1 多額 の 借金 を する し まう 次 
③ 大 学 に も 行か ず に 遊ん で ば か リ い て 、30 歳 過 ぎ て この し まつ だ 。 


和孝 polnr 「 こ の し まつ 」「 あ の し まつ 」 で 、 具 的 に 表現 し な い 場 合 も ある 


た いて き 
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[lh Nixpresses that it is easy to do … 


> 
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ー に か た く な い 


ー す る の は 簡単 だ 
h 本 


ひょう ん 
according to the situation and/or one's ability. 


以 諸 衝 情況 和 能 力 , 入 容易 短 ……。 表 示 培 活 的 送 和 想 法 。 


” 電 衣 1 + に か た く な い 
N 


り 事故 て 大 切な 人 を 失っ た 彼女 の 気持 ち は 、 想像 に か た く な い 。 

lt is easy to imagine her feelings ARer losing her loved one in an accident. 

在 事故 中 失 去 奈 人 的 好 的 心情 , 不 槍 想 象 。 

2 彼女 の 疲れ た 顔 を 見 る と 、 多忙 で ある こ と は 察 す る に か た く な い 。 
何 も 客 けず に まっ て 行っ た 披 の 7 規 い は 、 理解 する に か た く な い 。 
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週 
に 第 6 週 3 日 目 | 


ー ま で だ / ~ ま で の こと だ ) 


(、 ー ば それ まで だ / たら それ まで だ 


以外 に 方 法 は な い 


い が い ほう ほう 
し て それ 以外 に 方 法 が な いか ら そ うす る と いう 意思 を 表す 。 
MEG いし 5 
jlierwey bat Expresses the intention to do so because there is no other way but doing so in the situation, 


| 時 宅 か 流 。 表示 根 所 情況 没有 其 世 広 法 了 ,。 所 以上 只 能 那 梓 代 的 意思 。 


V 辞書 形 +† まで だ / ま で の こと だ 


V 秒 件 形 + ば それ まで だ 


じょう けん けい 
V た 形 † た ら そ れ ま で だ 上 (電車 が 動く 見 込み が な いな ら 、 歩 いて 帰宅 する まで だ 。 
く 例 > @ 高価 な ア クセ サリ ー を 買っ て も 、 失 くし て し まえ ば それ まで だ 。 if there is no chance of trains running, I have no other choice but walking back home. 
る 名 昌 加 牟 没 有 返 行 的 希望 的 括 。 具 好 走 着 回 家 了 。 


Even if you buy an expensive accessory, that would be it if you lose it. 
即 使 宗子 高 信 的 俸 品 , 可 基 如果 系 了 也 就 完 了 。 
⑦ 一生 感 命 デー タ を 入力 し て も 、 保存 を 忘れ て し まえ ば それ まで だ 。 
⑧③ どん な 億 万 長者 で も 、 死ん で し まえ ば それ まで だ 。 
レム リー 6 
④ どん な に お いし い ア イス クリ ー ム で も 、 落と し て し まっ た ら そ れ ま で 六 


⑦ 彼 が この 件 を 引き 受け て くれ な いな ら 、 他 の 人 に 頼む まで の こと だ 。 
か れ けん ひ 3 LE た の 


志 穫 動 た だ ーー だ け 
が 「( た いし た こと で は な く ) た だ それ だ け 」 と 状況 説明 や 言い 訳 を し た い 時 に 使う 表現 。 
| Ulio express the speaker's explanation and/or excuse about the situation by saying "(Itis not a big deal,) 


I 
MM 測 咽 人 想 以 「( 不 叩 大 不了 前 事情 ) 具足 那 梓 耐 巳 」 来 六 行 情況 池 明 戒 閣 解 時 的 表 入 方 式 。 


V 

イム . に 
普通 形 + まで だ / ま で の こと だ 

ナ A 。 “すう 500 

N 


MM (① 「 彼 女 を 食事 に 講 っ た の は 、 ち ょ っ と 話し て みた か っ た まで の こと だ < 
] invited her for dinner because I just wanted ro talk to her. 
靖 好 来 玲 仮 」 具 是 想 泊 一 避 括 本 己 
② 「 彼 女 が 天変 そう だ か ら 、 馬 偽っ た まで だ よ 。] 
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問題 1】 正しい ほう に 〇 を つけ な さい 。 


1) 時 レス トラ ン の 値段 が 高い こと は 、 察する (a. に か た く な い b. し ま 

2)「 カ ー ド の 吐 証 番号 は 、 人 に 知ら れ て し まえ ば (a. それ まで だ b. こ れ ま 
計 き し な さい 

3) も し リス トラ され て も 平気 だ 。 新 し い 仕事 を 探す (8. ま で の こと だ b. こ 
か ら 。 

4) 彼 は いろ いろ な ビジ ネス に 手 を 出し て 、 倒産 する (a. に か た く な い b. し 


【 商 題 8】 ( ) に 入る 適当 な 動詞 を |  ] か ら 選び な さい 。 
必要 な ら 適当 な 形 に 変え まし ょ う 。 
※ 同 じ 動 詞 は 一 度 し か 使え ませ ん 。 


つぶ れる や る ふら れる そう ぞう する 
1) 第 は 複数 の 女の子 と 同時 に 付き 合っ て 、 最 後に は 全員 に ( ) 
2) 就職 し て も 会 社 が ( ) ば それ まで だ か ら 、 よく 考え て 会 祖 
べき だ 。 


3) 第 一 志 : 望 校 に パス し た 彼女 の 前 び は ( ) に か た く な い 。 


いち し は 3 


4) チャ リティ ー に 参加 し た の は 大 し た こと で は な い 。 
自分 が で きる こと を ( ) まで の こと だ 。 
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1 た ま 近 くに 用 事 が あっ た の で 、 
テル を や っ て いる 彼 の 人 が きれ いな の は 、 
の 人 の 机 は いつ も 澄 く て 注意 され て いた が 、 
ん な に 相手 の こ と が 好き で も 、 


朝 像 する に か た く な い 

大 切な 書類 を な くす し まつ だ 
衣 人 の オフ ィ ス に 寄っ た まで だ 
快 女 が いれ ば それ まで だ 


ーー 
ieg ペー ジ で 和え を 確認! ! 


io) 
1) b 2)a 3)a 4) a 


1) 3 うかがわ ず 2) し つぼ ぽう 3) ね が っ て 


1) て や まな い 2) な いで は お か な い 3) を 柴 じ 得 な い 


4) た め さ 


3] 1 4 の 台 文 に 続く も の を 、 ョ ーd か ら そ れ ぞ れ 選 びな さい 。 


4) な いで は すま な い 
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( よ ) うに も ない / ~ で な く て な ん だ 第 6 週 4 日 目 


ーー な いも の で も な い / ~ に あたら な い , 


(はっき り 計 わな いけ れ と 、 を O と と は と れ リー (9 


て ( よ ) うに も ない ー で な く て な ん だ ろう / ~ で な く て な ん で ある ろう ) 


し て し よう と し て も で き な い これ こそ まさ に 一 だ 
気持 ちと し て は それ を し た いと 思っ て いる が 、 理 由 ・ 事 情 が あっ て で きま ない と いう 意味 。 (の こと は 考え られ ず 、 ま さ に その も の だ と いう 話し 手 の 強 い 感情 二 湖 を 表す 。 


Cannot do .... even with the intention of doing so Means that the speaker wants to do it but cannot do it due to a cul lf .. Rixpresses the speaker's strong feeling/assertion that itis the very thing and there is not a slight possibility of 
condition. ething 中 


時 合 想 仙 …… 世 不能 。 表示 有 息 作 那 件 事情 的 想法 。 但 足 由 竹 某 神 理 由 或 原因 没 能 邪 冬 像 的 意思 。 記 。… 除 此 巡 外 不 竹 他 想 。 表 示 否 珂 人 弧 烈 交 感 情 歌 主 来 時 的 表 方 式 。 


N + で な く て な ん だ ろう / で な く て な ん で あろ う 
1 自治 体 の 対 氷 の 遅れ が 彼 定 を 大 きく し た 。 これ が 人 炎 で な く て な ん だ ろう 。 


hesow response of the local government increased the damage. This is nothing but a man-made 


に も + V な い 形 + な い 
割れ る よう に 消 く 、 起 きよ うに も 起き られ な い 。 


I have a terrible headache from a hangover. I want to ge up, bur I can'c. 
disaster. 


因 訪 宿 酔 , 甘 導 的 要 裂 草 似 的 , 想起 床 也 起 不 来 。 
② 体調 を 農 し て も まい, . 但 こ うに も 働け な 


③ ゲ リラ 豪 両 の 中 、 傘 が な い の で 帰ろ うに も 帰れ な い 。 


な い 形 の 動詞 は 可能 を 表す 意志 動詞 の み 
x 日 本 の 生活 に 慣れ よう に も 慣れ られ な い 。 


突然 ある 一 部 の 地域 で 集中 的 抑 的 に 隆 り 出す 激 し い 雨 
日 本 で は 夏 に 多い 


邊 地方 自治 団 休 的 対 皮 返 朋 加重 了 受 的 程度 。 送信 道 不 居 人 損 。 又 基 仕 人 ? 
2 ) 相 す の 嫌 が る こ と を や り 続 ける 。 これ が いじ めで な く て な ん だ ろう 3。 
3) 好き な 人 の た め に 匂 特 に な る 。 こ れ が 笑 て な く て な ん で あろ う 。 


「 な ん で あろ う 」 は か た い 表現 
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C ~ な いも の で も な い / ~ な いで も な い ~ に あたら な い / に は あたら な い ) 
全く て な いわ け で は な い ~ す る こと は な い 

積極 的 に で は な い が 、 そ の 時 の 状況 ・ 条 件 に よっ て は その 可能 性 も ある と 言い た い 時 の 表現 | ! の こと で ! * ; 
TE NT 言い た い 時 の 表現 lO こと で は な い 、 ご する 必要 は な いと 伝え だ い 時 の 表現 。 話し 手 の 講 須 、 な ぐさ め 、 批 な 


在家 す 。 
| io do... Means thatitisnotworth doing … or there is no need to do … Expresses the speaker's feelings, such 
onsolation, or criticism. 


、 没 有 必 要 位 " 時 的 表 基 方 式 。 表示 現 活 人 的 理 逆 、 安 軒 或 批 剛 等 想法 的 表 天 方 式 。 


It may be .… Means that itmay be possible although not proactively, according to the situation/condition, 


speaker's dgme ent that the possibility is not zero. 


光 不 足 完 唱 然 
2 か PF 常 和 概 的 。 伯 是 根 手当 時 前 情況 和 打 件 来 有 有 也 人 有 那 可能 人 


V な い 形 十 な いも の で も な い / な いで も な い 
く 例 > ① 母 が お 金 を 出し て くれ る な ら 、 一 緒 に 旅行 に 行か な ‘も の で も な い 。 
If my mother pays for it, T may travel with her, 
加 果 如 妨 提供 欠 人 的 活 、 也 不 是 不能 一 息 赤 旅行 。 
1 の ル // ラオ ケ は 嫌い \ い だ が 。 接待 の 時 に は 歌わ な \ も の で も な い 。 
③ ちょ と 高い が 、 同 じ デ ザイ ン で ピン ク が あれ ば 買わ な いで も な い 。 
④ こ の 調子 で 勉強 を 続け れ ば 、 第 一 志望 の 大 学 に 合格 で き な い いも の で も か が V 


V 辞書 形 a ら 
ee + に あたら な い / に は あたら な い 


(た だ し 、N は 第 陣 グ ルー プ の 「 す る 動詞 」) 

I ・ ① これ ま で の 総 緯 か らい いく と 、 そ の アス リー ト の 女優 へ の 転向 は 敬 く に は あたら 
AT 
With her background, there is nothing surprising in the athlete's switchover to a career in acting, 
捧 早 完 今 訪 止 前 猪 万 下 夫 的 通 , 孝 條 女 田 科 迄 効 員 綾 向 党員 不 其 居 奇 的 事情 。 

⑫ あの 人 の 行為 は 有名 に な る た めで 、 、 称 紅 に は あたら な い 。 

③「 失 敗 な ん て 開 に で も あり ます 。 前 に は あ た リ ま せん よ 。] 


* 称 区 オ 能 や 功績 な ど を ほめ る こ と 
ショ ッ ク を 受け て 、 元気 を な くし て し まう こと 
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上 1】 し い ほ うに 〇 を つけ な さい 。 前 どちら か 適当 な ほう に 〇 を つけ な さい 。 


ん だ い た だ 


1 ) 若者 言葉 は 非難 (8. する に は あたら な い b. し な いで も な い )。 あ れ も 一 
な の だ か ら 。 

2) 風 が あま り に 強く て 、(a. 出 か け よう b. 出 か けた い ) に も 出かけ られ な 

3) も っ と し っ か り 働い て くれ れ ば 、 時 給 を 上 げ (8. な いも の で は な い b. が! 
で も な い ) が …。 

4) お 互い の 思い を 知ら ず に 別れ て し まう 。 これ が 間 劇 (& に は あたら な い 較 
く て な ん だ ろう )。 


B 最近 と て も ウエ ス ト が 気 に な っ て いる 私 に 「 や せ た ?」 | a 


グイ エッ ト に 成功 し た 妹 に 「 や せ た ?」 な ん て 、 
前 で な かな く て な ん だ ろう 。 

か \ Ci 著 の 語 を 
A 祖 信 は 亡くな っ で る の で 、 昔 話 NSIM 
| 部長 の 歌 は ひど い の で 、 
| (残念 だ 。 


有 落ち て いた 時 布 を 拾っ て 交番 に 届け る の は 、 


| 日 本 で は 感 届 に あ た ら な い 。 
| 電車 で お 年 寄り に 席 を 議 ら な い の は 、 


cS 
[ 間 題 ] [| の 中 か ら 適 当 な 表現 を 使っ て 、 下 線 部 分 を 書き 
な さい 。 
^ トト た と に > 
※ 同 じ 表 現 は 一 度 し か 使え ませ ん 。 さり 気 な く 言 われ た ら メー ル ア ド レス を 教え な いも の で も 
VE D あん な 失礼 な 言い 方 を され た ら 
て うに も て な い な いも の で も な い も いけ れ ど …。 
に は あたら な い で な く て な ん だ ろう 


1) 忘 が 傷つい た 子ども た ち に 笑顔 4 握る 。 I そ 希 望 だ 。 
2) テス ト は いい の だ か ら 、 も っ と 投 : 態度 が よけれ ば 、A を あげ る 可 性 


3) お 医者 さん に 止め られ て 、 飲 み に 行き た い が 行 け な い 。 i sd 了 
いし we と i 
4) あの 人 は ロロ で は 健 そ うな こと を 言う が 、 導 匠 する ほど の 人 で は な い 。 ト 款 12 


il の 角 | 
1) a 2)a 3)a 4)b ーー 
1) ふら れる 2) つぶ れれ 3) そう ぞう する 4) や っ た 


Dc 2)a 3)b 4)d 
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て と いつ た ら な い / べから ず / 
て を 奈 儀 な くさ せる / 
~ を 奈 億 な くさ れる 
(ハツ キリ と 宙 層 し た り 、 殺し た り 7 4 


ー べ か ら ず / べから ざる ) 


て と いっ た ら な い / と いつ っ た ら あ り は し な い / 
て と いっ た ら あ りゃ し な い 


ー し て は いけ な い 、… べ き で は な い 
ラル 、 常識 と し て それ を や っ て は いけ な い 、 適当 な 行為 で は な いと いう 意味 。 


Jo not do .... Means thatit should not be done or itis not appropriate, according to social morals and 


lo 
le 
淀 遂 , 不能 仔 那 件 事情 , 


うま く 表 現 で き な い ほど 、 と て も ~ だ と いう 話し 手 の 気持 ち を 表す 。 不満 、 批判 愚痴 な ど マ イ 1 
。 不 友 臣 仔 ……。 作 六 社 会 道徳 利 常 


が 多い 。 
Very … Expresses the speaker's feeling thatitis too .… 是 不正 当 的 行 妨 。 
discontent, criticism, or complaint. 


音 常 ……。 送 到 元 法 表 送 好 的 程度 。 多 活 人 想 現 " 准 常 … 


to express well. Oftcn uscd to describe negative contents, si 


"前 心情 的 表 送 方 式 。 多 含 不満 、 
+ べから ず / べから ざる N 


V 生 寺 形 
(「 す る べから ざる 」 は 「 す べから ず 」 も OK) 


と いっ た ら な い / 
+ と いっ た ら あ り は し な い / ⑪ ドア に 「 こ こよ り 先 は 険 。 関 作 書 以外 は 入る べから ず 」 と い ) 抵 が 水 っ て ある < 
There is a note on the door, " "Dangerous area beyond this point. Unauthorized people are not 


と いっ た ら あ りゃ し な い 


allowed cntry" 


在 中 上 帖 着 「 以 穫 里 弄 始 前 方 危 陰 。 元 英 人 員 靖 止 歩 」 的 鍼 条 。 
(た だ し 、V と N は 楓 訟 を 表す も の ) の し の 攻 ん から お 人 金 を 及 し 取る な ん て 、 許 すべ か ら ざ る 行為 だ 。 
“Ce DT ペッ ト は 飼う べ か っ ら オー マン ショ ン 管 理 組合 


① 会 議 に 、 出張 に 、 忙し いと いっ た ら あ り は し な い 。 
Tam cxtremely busy artending meetings and going on business trips nl 「 べ か ら ず ]」 は 張り 紙 、 注意 事項 な ど で 使わ れる 古い 表現 
参加 会席 。 出 差 、 閥 。 ON 
② 駅 の 階段 か ら 落ち て 、 み ん な に 見 られ た 。 取 ず か し いと いっ た ら な い 
③ この 家 は いざ 住ん で みる と 、 バ ス の 本 数 も 少な いし 、 店 も 遠い し 、 不 條 
る + 4 a 1 


いっ た ら あ りゃ し な い 。 
(④ あの 店 の サー ビス の 悪さ に は 、 腹 が 立つ と いっ た ら な い 。 


くだ けた 言い 方 で 「 っ た ら あ りゃ し な い 」 も ある 


人 「 購 の 部 屋 、) る さい っ た ちあ りゃ し な いよ 。] 
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~ を 余儀 な くさ せる 


強制 釣 に 一 させ る 


きょう せい て き 
祖 手 の それ を し た く な いと いう 思い に 反し て 、 も う 一 方 の 意志 や 部 合 で そう いう 辛い 状況 
を させ て し まう と いう 意味 。 本 


Being forced to do … Expresses that a person is forced to be in a distressing situation or in trouble according 
intention or convenience. 


避 据 …… 働 。 当 対 方 不 想 働 一 件 事情 的 時 候 , 接 時 吉 対 方 的 想法 相反 交 男 一 方 的 意志 和 理 由 
或 不 廊 意 位 的 事情 。 


辻 人 個 LJ 


N + を 祭儀 な く させ る 

く 例 テ ① 度 吾 な る 大 型 台 風 が 、 住民 人 た ち に 避難 を 余儀 な くさ せ た 。 
Repeated heavy typhoons forced thae residents to evacuate their homes。 
展 次 的 環 台 凡 使 居民 不得 世 各 礁 了 。 

② 深刻 な 金融 危機 が 、 そ の 会 竹 に リス ト ラ を 余儀 な くさ せ た 。 

③ A 社 は B 社 に プレ ッ シ ャ ー 符 か け 、 そ の リゾ ー ト 計 画 の 中 止 を 余儀 かく 


| 


表現 


考 Poir 使 
し えき ひょう げん 
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ー を 奈 憎 な くさ れる 


自分 の 意志 に 反し て 一 し な けれ ば な ら な く な る 
貞 ど うす る こと も で き な い 大 き な も の や 自然 の 力 に よっ て 、 本 来 な ら ば し た く な いこ と を し な け 
な いと いう 意味 。 


[ineed to do .... against one's will Means that someone has to do something he/she does not want to do under 
sireumstances due to something too large to control or force of nature. 


ド 得 不 飼 。 対 自己 元 能 旋 力 的 重大 事情 或 自然 現象 接 理 否 不 想 催 交 事情 , 不得 不作 的 意思 。 


N + を 余儀 な くさ れる 
① 地震 に より 家 が 倒壊 し 、 人 々 は 仮設 住宅 で の 生活 を 余儀 な くさ れ た 。 
と て ん AEOC Ocw1At Wo さす 
People were forccd to live in temporary housing due to the collapse of houses in the earthquake. 
因 地 震 礁 屋 倒 場 。 人 伯 不 得 不在 違 時 住宅 里 生 活 。 
(の ) 不況 に よ る 資金 不足 で 、 プロ ジェ クト は 解散 を 余儀 な くさ きれ た 4 
② キャ リア ウー マン だ っ た 彼女 は 、 親 の 介護 の た め に 帰郷 を 余儀 な くさ れ た 。 


(問題 1] 


ん だ い 


正しい ほう に 〇 を つけ な さい 。 


1) モン スタ ー ペ アレ ン ト は 、 教 育 を 考え る 上 て 無視 (a. す べから ず b. す べ が | 
問題 だ 。 
も ん だ い 
2) 郊 が ユキ コ で 妹 が ユキ ヨ な ん て 、(a. や や こし いっ た らち な い Db. や や こし い 
3) 友人 は 深刻 な 病気 に より 、 再 三 の キ 人 術 を (a. 余儀 な くさ せ た b. 余 儀 な くき 
4) 「 私 の ミス で あな た に こん な 苦労 を (a 余儀なく させ て b. 余儀 な く され で |) 


な い 。] 
〔 
【 商 是 2] ( ) に 入る 適当 な 表現 を [_  ] か ら 選 びな さい 
必要 な ら 適当 な 形 に 変え まし ょ う 。 
ひつ て きとう か た ち か 
※ 同 じ 表現 は 一 度 し か 使え ませ ん 。 
な ひょう げん 。 いち ど つか 


よ ざ な くさ せる 
よ ぎ な くさ れる 


と いっ た ら な い 


べから ざる 


1) 無 貴 任 な 親 た ち が 、 幼 い 子ども た ち に 悲惨 な 生活 を ( 
む せき に ん 。 お や お さ な ひさ ん せい か っ 
2) 携帯 電話 も メー ル も な い 知 人 に 連絡 する の は 、 面 倒 だ ( 
けい た い ち 上 ん れん ちく めん どう 
3) も し 貸し い 生活 を ( ) も 、 私 は 人 の 役に立つ こと を し た 
ま せい か っ わた し 
4) お 年 寄り を 狙っ て ひっ た くり を する な ん て 、 絶 対 に 許す ( ) 語 


ネネ ひっ た くり 


通り か か っ た 人 の 物 を 無理 や リ う ば うこ と 。 ま た 、 そ の 犯人 
ま の は リ は ん に め 


と お 
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順 3】 1 て 4 の 台 文 に 続く も の を 、 ョ ad か ら そ れ ぞ れ 選 びな さい 。 
い か く ぷ ぶ 。 に る 

| 似 と ケン カ し て 仕送り を 打ち 切ら れ 、 

| 作 謗 土 と いう も の は 、 

枚 の 海外 転 動 に より 、 

し かい が いて ん きん 

特 き つけ の 居酒屋 に 行っ た ら 、 


4 夫 に 3 年 も の 別居 生活 を 余 億 な くさ せ て いる 。 
b、 友達 が 大 声 で 駿 い で 取 ず か し いっ た ら な か っ た 。 
ヒ も だ ち 。 お お ご え さわ は 


0, 


1 日 一 食 の 生活 を 余儀 な くさ れ た 。 
] 相談 者 の 租 密 を 漏らさ ざる 義務 が ある 。 


よく る その 店 に 行く こと 。 よ く 行 《 店 


* 行 きつ け 


「 79 ペー で WR! ) 


4 日 目 の 解答 ) 
1) a 2) a 3) b 
1) これ が 希望 で な く て 何だ ろう 。 
3) 飲み に 行こ うに も 行け な い 。 
1) a 2) a 3) a 


4) b 
2) A を あげ な いも の で も な い 。 

4) 尊 吉 (する ) に は あたら な い 。 
4) a 


(あや うく ) と ころ だ っ た / 
いか に 一 が / いざ と な る と 


いか に ~ か 


記 こん な に ~ か 
大 丈夫 だ っ た と 言い た MI に:A か 」 で 、 と て も A だ と 強調 する 表現 。A は イ A・ ナ A。 


た いせ ょ う よう ちょ 


jvch…。 いか に A か emphasizes the degree of A. A should be an イ -adjective or ナ -adjective. 
。 用 「 い か に A か 」 的 形式 , 表示 強 週 常 A 時 的 表 拓 方 式 。A 是 イ 形 容 詞 或 ナ 形容 詞 。 


イ A 
いか に + 1 } + か 
ナ A 


(た だ し 、 ナ A は 「 だ 」 が つか な い ) 


就 造 成 了 不 好 的 筐 果 , 但 其 以 告 果 来 着 没 出 現 和 同期 財 的 用 法 。 用 「 あ や 前 


(あや うく ) + V 辞書 形 † と ころ だ っ た 


| 作 > ① あの 大 学 に 合格 する こと が いか に 難し いか は 、 准 で も 知っ て いる 。 
Everyone knows how difficult it is to pass the entrance examination for that university. 
考 上 著 所 大 学 有 多 准 。 信 都 知道 
② 病気 に な っ て みて 、 筆 康 が いか に 大 切 か を 痛感 し た 。 
③ この 便利 さ に 慣れ る と 、 携帯 電話 の な い 生 活 が いか に 不便 か が よく わか る 。 


く 例 > ① 携帯 メー ル を 見 な が ら 歩 いて いて 、 あ や うく 車 に ひか れる と ころ だ っ た 。 
1was almost hit by a car when walking down the street while looking sr cell-phone me 


辺 走 辺 有 手 机 郎 件 。 陰 上 被 汽 年 証 。 
② いつ の 間 に か 目覚 ま し 時 計 を 止め て し まい 、 大 切な 会 議 に 遅れ る と ころ 
③ 姉 に 問い 詰め ら 札 て 、 あや う 〈 科 密 を パラ し て し まう と ころ だ っ た き 


* 問 い 詰め る …… 相 す が 答え る まで 、 話し くい つま で も 質問 する 
ネバ ラ す …… 知 られ る と 困る 秘密 な ど を 人 に 話し て し まう 


往 "rus くだ けた 表現 で 、「 も う 少 し で (ちょ っ と で ) ~」 も ある 
例 )60 点 で 含 格 の テス ト が 62 点 だ っ た 。 も う 少 し で 落ち る と ころ だ っ た 。 
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第 7 週 1 日 目 
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第 フ 週 1 日 目 確認 テス ト 


か くに ん 


ヾ ほう に 〇 を つけ な さい >。 
リ 挟ん I P| て 分 と b. 自 分 の 番 ) な る と 
有人 の た の 一 生音 作 線 暫し た が 、 い ぐ (8 自分 の 番 の 電 


いっ し ょ うけ ん めい れん し ゅ う 


( a 用 MN っ 折 に な っ た 。 


歩行 者 に (a. ぶ つか る b. ぶ つか っ た ) 
いよ いよ ー の 時 に な る と 


「 い ざ A と な る と 」 で 、A と いう 特別 な と と を 前 に し て 、 そ れ 以前 は な か っ た ある 感情 が 細 
いう 意味 。 


Atthe lnst moment.., at the critical time いざ A と な る と means thata certain emotion which neyerexistedl 
Just before special/critical event A, 


餅 皇 …… 交 装備 用 「 い ざ A と な る と 」 的 形式 , 表示 在 A 送 神 特 殊 的 事情 即 導 到来 之 前 
以来 没有 巡 的 感情 的 意思 。 


CD sc + {VR 
N 


ろだ っ た 。 
oe と 、 い か に 人 間 が (a. 無力 だ b. 無力 ) か を 知る こ と に な る 。 
人 い は 束 し み だ っ た が いざ 明日 (a 会 っ た b. 会 う ) と な る と 気 が 重 い 。 
PU まい (a. 乗 り 過 ご し た b. 乗 り 過 ご す ) と ころ だ っ た が 、 

だ っ た の 
座り 過ごす お i i 

a) ( ) に 入る 最も 適当 な も の を 一 つ 選 びな さい 。 


} 十 と な る と 


で っ 晶 肖 は と て も 書 し 々 だ っ た が 、 い 出 誠 と な る と 名 に 不 室 に な っ で 訓 上 W の 失 備 は 万 会 な つも り だ っ た が 、 い ぎ 会 坦 に 入る と ( 
Twas excited about going overseas to study but I suddenly became worried when my NL の ん の FC ん こ な っ た c. 一 番 前 の 席 だ っ た 
drew near 人 が 多かっ た b. 頭 が 真っ 自 に さっ た いあ ばん まえ せき 
遇 然 対 箇 学 視 期待 。 但 是 , 到 了 出 変 時 就 突然 同感 到 了 不安 馬 Lo 00 が 6 ) と ころ だ っ た 

② 臣 張 な ん か し な いと 思っ た が 、 い ざ 試 験 の 当日 と な る と ドキ ドキ し た 4 i 着地 に 失敗 する 
③ マ ンション は 欲し いか が 、 いざ 買う と な る と 足踏み し て し まう 。 il 定時 に 離陸 する b. 飛行 機 に 業 ee 2 
いか に 命 が 大 切 か を 教え る た め に 、( )。 
いのち た いせ っ お し マス コミ は 悪影響 も ある 
まず この 動物 の 映画 を 見 せ た b. MY れる 
で うっ い 
な か な か 難し いと 思う 
* 天 踏み する …… 物 事 が な か な ひ 前 に 進ま な い 状態 0 # 


人 を …… ど こ か ら 見 て も 、 誰 が 見 て も 準備 が 完 避 な 状態 


ULL 


9 目 の 解答 ) 

1) b 2) a 3) b 4) a 

1) よき な くさ せ て 2) と いっ た ら な い 
1) c 2) d 3) a 4) b 


3) よ ぎ な くさ れ て 4) べから ざる 


I 


周 第 7 週 ら 日 目 
ー 概 に (は ) ない / こ か と いう と (な | 


いち が い 
て ぐら いな ら 
Cw 1 が 「 お ず か し い 表現 ば か り 」 と は < 押 に 言え な い リ ーー 
に ー 概 に (は ) こない RR DN ) 
us 

計 下 生 いっ し ょ に は できない は * ち だ が 、 実 際 は 全部 が A と いう わけ で は な く 、 
=、 一 般 的 に は A だ と 思っ て し まい が ち だ が 、 実 際 は 人 馴 

に は すべ て 同じ よう [に 時 われ る が 、 還 に は それ ぞ れ 違 う の で ー つ に は まとめ る こと が 5 と こない] で 、 ご 般 的 に は A だ と 思っ 


う 意味 


Cannotasagroup Means that individual people/items that are generally considered the same are actually di 
other and therefore they cannot be grouped together 


一 起 来 。 表示 在 一 般 的 情況 下 , 所 有 的 赤西 都 可以 入 放 是 欄 , 但 是 


PonT 
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| も ある と 言い た い 時 の 表現 。 | 議 
ly A か と いう と ーー な い expresses that, although people tend to think of A as generally the case, itis 
ly 1 

ere may be different cases. a 
MP K。 在 一 般 前 情況 下 傾向 手 込 負 是 ハ , 但 是 、 秋 了 上 不 


前 表 送 方 式 。 


瞳 宰 見 …。 用 「A か と いう と ー な い 」 的 形 
lW 旧 信也 有 不 同 的 情況 。 現 笑 人 起 表 汰 送 衝 糧 


一 概 に (は) + V な い 形 + な い 


いち が い 


(た だ し 、V は 可能 動詞) 


V 


と へ > ない) 
ナ A 


① た < さん 勉強 し で ` る 人 が 成績 が いい と は 、 ご 概 に 言え な い 1 


Icis nor necess 


N 


"ily true that people who study a lot have good academic resules, 


不能 一 概 病 小 地 培 学 得 多 的 人 成 鉄 就 好 。 ハン サム な 人 が 女性 に モテ る か と い ) と 、 そ うと も 限ら な い 。 
1 EN 


② 地 区 温 貴 化 と は いっ て も 、 世 囚 交 | 気温 が 高い と は 一 和 てき LCis not always the case that handsome men attract women. 
⑨ 不景気 だ か ら と いっ て 、 どん な 業種 も 不調 だ と は 一 概 に は きえ な い 。 睦 的 人 是 理 都 能 受 女 性 的 豆 区 。 那 地 来 必 


④ 都心 に 縁 が 少な いか と いう と 、 そ うい うわ け で も な い 。 
と 2 いう と 、 必 ) と は 言え な い 。 
「 ご 杉 に (は ) 言え ない 」 の 文 が 多い ③ 有名人 料理 家 の 赴 が お いし いか と いう と 、 必ず し も そう - 


いち が い 
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第 フ 週 ら 日 目 


~ ぐ らい な ら 


~ す る な ら 


「A す る ぐら いな ら B」 で 、 A は 好ま し く な く 、 B も 最高 の 選択 で は な い が 、 ど ちら か と いえ ば A 


の ぼう を 選 記 と いう 意味 。 話し 手 に と っ て の 苦し い 選 択 を 表す 。 


せん た く 


Rather.… A する ぐら いな ら B means that B is preferred to A when Ais not preferable and B too is not the best df 


Expresses the speaker's painful choice, 


要 供 …… 個 不 如 働 ……。 用 「A す る ぐら いな ら B」 豚 形 式 表 示 。A 引 不吉 区 的 事情 B 時 然 也 下 基 


他 基 A 与 B 六 同 働 比 較 的 話 , 巡 逢 捧 B 的 意思 。 表 示 否 医 人 働 痛 難 的 逃 探 。 


V 辞書 形 + す ぐら いな ら 


じ し ょ 0C 
く 例 > @ あん な 人 と 付き 合う ぐら いな ら 、 容 人 な ん か い \ ち な い 。 
1would rather have no boyfriend if I had to go out with a person like him。 


要 基 眼 那 推 交 人 交 住 的 笑 。 倒 不 加 不 要 恋 人 了 。 


② あの 店 で お 金 を 出し て 食べ る で らい な ら 、 自 分 で 閉 料 を 買っ < を っ た は 


ん きい りょう 1 


お いし い 。 
③ あい つ に や る ぐら いな ら 、 犬 に や る 。 


PonT A に 対す る 不満 や 嫌悪 を 表す 


けん お あら わ 
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5 SS も な かい 。 
| 人 任 は カロ リー が Ga. 低い b. 低く ) か と いう と 、 そ うい うわ け で も な い \ 


= な さい 。 
UN g】 ( ) に 入る 最も 適当 な も の を つ 選 びな さ し 
|) ゆん な 人 の 下 て 働く ぐ らい な ら 、( )。 


上) 上 箇 の 宇 間 が 完璧 か と いう と 、( か 


前 1 】 正しい ほう に 〇 を つけ な さい 。 


MM 配 の 人 の ほう が 常識 が ある と は 、 ーー 概 に は (a. 言 わ b. 人 言え) な い 。 
Mi り の ある ミュ ー ジ シャ ン が (8. 売り b. 売れ る ) か と いう と 、 そう と は 限ら な い 。 
、、 う と 、 そ うじ ゃ 
すべ て の スポ ー ツ が 女性 よ ! ) 男性 に 向い て (a いる b. あ る ) か と いう う 
な い 。 
に 0 NN 
) ゅ ん な 奴 に 金 を (a. 貸す b. 貸し た ) ぐら いな ら 、 捨て た ほう 7 いい 


# 


* 年 配 …… 太 生 の いろ いろ な こと を 経験 し て いる 年 澤 


a 40 万 円 は ほし い b. 仕事 な ん か し た く な い C. 幸運 な こと だ 


本 当 に そう 思う b. ど うな の だ ろう か 0. と きど き 間 邊 いも ある 


ほん と う 


一 燥 に は 言え な い 。 
|) MeO ( 2 
か ら だ PU ぎ 


a. よく 食べ る 人 が 太る b. よく 食べ る 人 が や せ て いる 
まり 食べ な い 人 が 太る 


ーー 
/ 189 ペ ー シ 


ー、 


1) a 2)a 3)b 4)b 5)b 
1)b 2)9 Ve 
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3 3 目 
~ こ と だ し / ~ と こと は な い に し て も / 0 


さす が の 一 も / さぞ ~ (こと ) だ ろう 


( W も いこ と だ い 、 ch スタ 


と だ し ー こ と は な い に し て も ) 


~ の 可能 性 は な い だ ろ う が 
か の う せ い 
「A こ と だ し 日 」 で 、 A と いう 状 況 ・ 共 件 か ら 考え て 、 B を する の が 適当 だ と いう 判断 を 表す 。 と は な い に し て も B」 で 、 A と いう 極端 な 結果 に な る こと は な い が 、 それ に 近い 状態 に な る と いう 


3 8 
Because.… A こと だ し B means thatB sanappropriate judgment according to situation/condition A [だ か ら 気 を つけ た ほう が いい 」 と いう 内 容 が くる こと が 多い 。 
こと だ 穫 式 表示 x 入 尼 1 ibili 放 > い に hat extreme result A will not happen but a 
… < 用 | A こ と だ し 」 交 形式 表示 。 誰 A 湾 衝 情 況 条件 来 志 、 近 仙 B 正 秦 前 。 表 示現 活 人 低 Mtheeeisno possibility of…- A こと は な い に し て も B meanst | 
EE uation arises. Often followed by a warning, such as so you had better be careful 
| 人 能 性 入 小 。 用 「A と と は な い に し て も B 」 的 形式 表示 。 ド 会 有 A 送 衝 概 端 交 伏 果 , 介 是 可能 会 
| 上 | 寿 汰 人 的 千 果 。 往 往 司 接 「 所 以 巡 注意 衝 好 」 的 内 容 。 


a ay ra 参 V 辞書 形 + こと は な い に し て も 
‘ MM > ©@ あん な 大 企業 な の だ か ら 倒 産 する こと は な い に し て も 、 経営 は ラ ク で は な い 
は ず だ 。 
(た だ し 、 ナ A と N は 「 で ある 」 が つく ) Althoueh there is no possibilicy of bankrupcy for such a big company, they must be having 
で 倒 > ① 大 学 も 3 年 生 に な っ た こと だ し 、 そ ろ そ ろ 就 職 の こと を 走 刻 に 考え よう business difouldie 


那 詳 的 大 企 普 晶 然 不全 倒 団 。 但 基 色 菅 状況 度 衝 是 不 太 朱 現 的 。 
⑫ 東京 だ か ら 大 雪 に な る こと は な い に し て も 、 新 り た た み 余 て らい は 持っ て いっ た 
因 泡 己 勾 大 学 3 年 人 銀 了 , 就 取 前 事情 也 得 汰 真 地 考慮 了 。 ほう が いい 。 a 

7 ベル が 高い か ら 優勝 する こと は な い に し て も 、 か な り い い 線 ま で い 
② 彼 女 と は も うら 5 年 付き 合っ て いる こと だ し 、 来年 あたり に 結 筐 し よう と 中 ③ 「 大 会 の レベ ル が 高い 優勝 線 
いる a 92 3 ん じゃ な い ?] 


Now I am a third year university student, so I have to start thinking seriously aboul 上 
employment. 


③ 天気 も いい こと だ し 、 ち ょ っ と ドラ イブ に で も 出かけ よう か な 。 


※ い い 線 いく …… けっ こう いい 程 度 、 方 向 だ 
きん 3 


第 7 週 3 日 目 
第 7 週 3 日 目 


(し さす が の 一 も さぞ ー~ (こと ) だ ろう ) 


て ぐら い の 人 で も 
「 さ す が の A も 日 」 で 、 A は 他 と は 違う と は 思っ て いた が 、 そん な A で も や は り B と いう 状況 


が ある と いう 意味 。 A が 尊 淫 され て いる 存在 な 5B は 好ま し く な いこ と 、 A の 評価 が 低い 場 
まし いこ と に な る 。 


きっ と だ ろう 
人 だ ろう 」 で 自分 以外 の こと や 自分 で は 経験 し た こと が な いこ と に つい て 話し 手 が 推測 する 表 更 。 
ky せる ん すい けん 


さぞ A だ ろう expresses the speaker's assumpton about something or someone else or something he/ 
er experienced. 


Es 半 前 事情 表示 推測 。 
| さぞ A だ ろう 」 的 形式 表示 。 悦 庁 人 対 不 大 自己 的 事情 或 自己 没有 第 応 辻 的 事情 表示 推 
Even such a person like … さす が の A も B means that even such a special A may come into situation B.B さぞ A だ ろう 」 和 的 形式 表示 。 弄 話 人 対 不 是 自己 的 


unfavorable event when A is a respected figure, while B is a favorable event when A is not a well-regarded fi 


那 梓 的 人 。 用 「 さ す が の A も B」 的 形式 表示 。 自 方 A 不同 隆 基 他人, 但 是 , 即 使 那 本 


変成 B 送 和 x 状 恋 。 如 果 A 是 値 得 尊 重 的 人 那 名 B 是 事情 。 如果 A 是 補 位 低 的 人 , 那 久 V 

的 事情 。 計 と ろう 
さぞ + イ A 十 (こと) だ ろう 

さす が の + N + も ナ A 


く 例 > © さす が の チャ ン ピ オ ン も 年 に は 勝て ず 、 若き 挑戦 者 に あっ さ り 負 け て し 


Even such a grear champion can'r stop himself from aging, and he was casily dcfeated by 
challenger, 


就 算 赴 完 補 也 不 得 不服 老 。 那 色 干 脆 地 科 谷 了 年 経 的 挑 城 者 。 
② 彼 の 失礼 な 言 斑 に 、 さ す が の 温和 な 先生 も 去り を 隠せ な か っ た 。 
が 0 し L つ AN けん どう お ん も を 


* * こと だ ろう 。 
T リー さん は 親友 の ワン さん が 洛 国 し て し まい 、 さぞ 寂し か Ne 
Mr Lee ought to be really lonely after his best friend Mr Wang left for his country. 
小字 因 丸 好 友 小 王 回 国 了 , 一 定 寂 梁 叫 。 3 
< 目 に ハラ 砂漠 は さぞ : な こと だ ろう 。 
② 写真 で も こ う な の だ か ら 、 実際 に 目 に する サ \ ラ 紗 漢 は さ ぞ 雄 大 な 


« 例 > 
り 


③ いつ も は 患 情 を 表 に 出さ な い 信 だ が 、 多大 の 死に 、 さ す が の 部 長 も 注 
らし い 。 な 
PC 
ーー 和 人 に poiunr 「 こ と だ ろう 」 は 書き 言葉 
「 さ ぞ ]」 の 代わ り に 「 さ ぞ か し ]」 も 使わ れる 


例 )「 昨 日 か ら 、 号 は タイ 旅行 < 行っ て る の 。] 
- へえ 、 あっ ち は さ ぞ か し 著 い だ ろう ね 。] 
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間隔 i 
[ 韻 題 1】 正しい ほう に 〇 を つけ な さい 。 MM3】 ( ) に 入れ る の に どちら か 適当 な も の を 選び な さい 。 


( ) は さぞ 壮大 な こと だ ろう 。 
1) 将来 、 宇 宙 に (a. 行っ た こと b. 行 く こ と ) は な い に し て も 、 ど ん な 4 ば 則 
a ME 私 の 田舎 の 自然 b. 前 極光 
の が 知 J た い 2 ) お た し い な か し ぜん _ ) 
) 月 は 区 張 っ て 働い た こと だ し 、( 


2) こん な に 多 佐 だ と 、 さ す が の (Ga 私 は b. 私 も ) スト レス が 海 まる 。 と て も 疲れ た b. 自分 に ブレ ゼン ト を あげ よう 


みん な (8. . 集まっ た ) こと だ し 、 し よう 。 
3) みん な (a 集まる Db. 集まっ た ) こと だ し そろ そろ 間 杯 し よう いっ も は 落ち 着い て いる が 、 今回 の 集 中 窒 両 に は さ す が の 彼女 も 
4) 第 志 堂 の 大 学 に 合格 し て 、 親衛 さ ん も さぞ 長 ん で いる (a. も の b. こ と ) 計 あう 1 


( 
A パニック に な っ て いな た 


100 キロ を 超え る こと は な い に し て も 、 


問題 】 ( ) に 入る 適当 な 表現 を | ] か ら 選び な さい d。 し っ か り ダ イエ ッ ト し て いる 
※ 同 じ 現 は 一 度 し か 使え ませ ん 。 


お な ひょう げん 。 いち ど 


b. 家 に 帰れ な い 
( )。 
b. かなり 太っ た の は 事実 だ 


こと ど は な い に し て も さと だ し 
さす が の こと だ ろう 
1) 大 統領 に な る ( )、 幼 織 の トッ プ に な り た いと いう 野 は お 
2)「 会 社 に 入っ て 3 年 に な る ( 9 も う 少 し 資 任 感 を も っ て < 1 
な いか 。」 
3) 駅 伝 で あん な 際 し い 坂 を 走っ た ら 、 さぞ 疲れ る ( )。 
4) みん な の 前 で あん な こと を 言わ れれ た ら 、( ) 加藤 さん も 
走る だ ろう 。 \R 
お こ "| rN 
ts RRR 
7 川 2 日 目 の 解答 ) 
本 時 條 分 の 実 以上 の 大 きなこ と を 目 弟 し た り 、 望ん だ りす る 気持 ち | Da 2)b 3)b 4)a 5)a 
* 駅 伝 …… 価 人 か の チー ム で 、 長 い 距 離 を リレー し な が ら 直 リク イム を 先 う 新 ) Db 2)c 3) as 


第 7 週 4 日 目 


( ~ ず じまい だ ー そ う も な い / 一 そう に な い ) 


ーー が で き な い まま 終わ る 


や ろう と いう 意志 は あっ た が 、 何 か 理由 や 事情 が あっ て 結局 は で き な 3 
履 志 、 事情 か っ た と い o 1 
と いう 気持 ち を 表 す 。 . RE 4 


'M ー の 可能 性 が あま りな い 
か 5 考え て 、 それ が 実現 する 可能 性 が と て も 低い と いう 意味 


leshikdy to ... Means that something is very unlikely to happen or be realized considering the current 


it Expresses the speaker's regret. 


滋 仙 成就 希 東 ……。 表 示 最 然 有 半 較 久 共和 理 由 式 原因 全 果 没 人 成 的 意 
IM 表示 最 然 有 辻 干 区, 但 是 因 妨 茶 衝 理 由 戒 原因 。 全 果 没 仙 成 的 意思 。 更 括 人 表示 間 


前 軸 他 性 入 小 。 表 示 失 現在 前 情況 来 考 冊 実現 那 件 事情 的 可能 性 非常 小 的 意思 。 


V な い 形 + ず じ まい だ 
(た だ し 「 す る 」 は 「 せ ず じ まい J」、 「 来 る 」 は 「 来 ず じ まい 」 に 婦 


V ます 形 + そう も な い / そう に な い 

« 例 > ① さま ざま な 要因 が 重 な り 、 日 本 経済 は 旋 激 に は 加 復 し そう も な い 。 
Due to the confluence of various factors, Japan's economy doesn't appear to be recovering rapidly. 
各 衝 原因 堆 和寿 一 起 , 日 本 色 済 快速 修 儲 的 可能 性 祖 小 。 

(の ) 連休 に は の ん びり し た い が 、 至急 の 仕事 が っ て し まい 休め そう も な い 。 

(6) 今度 の 日 曜日 は 海 へ 行く 予定 だ AN 天気 務 報 に よれ は ば 晴れ そ うに な い 。 

( め ⑫ 大 切な テス ト 前 な の に 友達 が 遊び に 来 て 、 な か な か 帰り そ う も な い 。 


く 例 > ① 病床 の 祖父 の だ どき ろ へ お 見 舞 ‘に 行き た か っ た が 、 行 けず じまい だ っ 7 
I wanted to visit my ailing grandfather, but I was unable ro do so 
想 去 看 望 貞 在 病床 上 的 祖父 , 但 是 , 最 袋 近 是 没 去 成 。 
@ 出張 の つい ` で に 現地 の 友人 た ち に 会 いた か っ た が 、 
じまい だ っ た 。 
③ だ は 、 一 度 海外 赴任 し て か ら 、 そ の 後 ど こ に いる の か わ 如 賠 
まい だ 。 | 


結局 忙し く て 誰 に せ に ちよ 7 サー 


eT 


* 兵 名 7 特別 に 、 何 より も 急 が な けれ ば な ら な い 状 況 


3 


季 PomrT 「 じ まい だ っ た 」 は 、 今 で は それ を する 可能 性 が 全く な いと いう 
意味 を 強調 か の う せ い まっ た 


み 。 きょう ちょ う 
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) 


~ た つも り だ / 一 た つも り だ っ た 


て た こと に する 
て と いう ふう に 考え る 山 て と 自分 で は 思っ て いる 
「A た こと に する 」 で 、 事 実 と は 違う が 、 何 か 理由 が あっ て 「A を し た 」 と いう ふう に 自分 で 者 (0 光 の 行動 に つい て 、「 実 際 ど う か は 列 と し て 、 自 分 で は それ を し っ か りや っ た と 考え て いる 」 と 
し た り 、 周 囲 に アピ ー ル する 。 半 上 し 手 の 主張 。 


Regardingitas… 入 た こと に する means that for some reason you try to conyince yourselfor others that My 
when in fact you did not. 
好 象 …… 似 了 起 。 用 「A た こと に する 」 的 形式 表示 。 最 約 事 家 不同 。 介 中 王 共 衝 原 因 「 竹 了 A 

地 自己 想 , 世 者 向 財団 前 人 表 自 。 ー 


Ii 


V た 形 + こと に する 
く 例 > こっ そ り 姉 の バッ グ を 借 リ た が 、 規 られ る の で 借 リ な か っ た こと に し 員 
I borrowed my sister's bag behind her back, bur I insist thar I never did because sh 


angry. 
倫 倫 地 用 了 旭 如 的 包 , 但 大 司 失 護 所 以 就 装 作 没有 用 辻 。 


②③「 申 し 訳 な い の で す が 、 こち ら の 事情 が 変わ り ま し た の で 、 こ の 件 は な が 
こと に し て くだ さい 。] の 
③ コー ヒー を 飲ん だ こと に し て 、 克 日 500 円 ずつ 貯金 し て いる 。 
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Ing 


LP 


Por 


, Expresses the speaker's assertion that "Tdid it very well, whether true or not'about his/her past action, 


四半 。 現 話 人 対 自 己 辻 去 前 行 訪 表示 「 不 管 事 審 息 欄 。 自 己 基 党 得 和 真 地 城 了 」 的 主 洲 。 


V た 形 + つも り だ / つも り だ っ た 


① 結局 会 社 は 倒産 し て し まっ た が 、 私 と し て は 最 閉 を た くし た つも り だ 。 
Although the company eventually went bankrupt, I believe that T did the best I could. 
最 然 告 果 古 公司 倒 団 了 , 不 党 作 旋 釈 己 足 尽 了 最大 的 努力 了 。 


② 日 本 に ある 数 多く の 大 学 の 中 か ら 、 最も 素 晴 ら し い 大 学 を 選ん だ つも り だ 。 


「 つ も り だ っ た 」 は 、 事 実は そう で は な いこ と が わか っ た 時 の 表現 
例 ) 窒 を 閉め て 出かけ た つも り だ っ た が 忘れ て し まい 、 泥 棒 に 入ら れ て し まっ た 。 


[この に 」 で 終わ り 、 後 文 を 省略 する 場合 も ある 
例 ) 窓 を 閉め て 出かけ た つも り だ っ た の に (実際 は 違っ た )。 
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か くに ん | 
4 日 目 | 
【 問 是 1】 正しい ほう に 〇 を つけ な さい 。 3】 ( ) に 入れ る の に どちら か 適当 な も の を 選び な さい 。 
= ヽ た り だ が 、 )。 
1) 今 か ら タ クシ ー を 飛ば し て も (Ga. 間に合う b. 間 に 合い ) そう も な い OR 0 
a DD ・ | お 礼 を 言わ れ て し まっ た b、 余計 な お 世話 だ っ た よう だ 
2) 空き 巣 に 入ら れ た 。 し っ か り 閉 じ ま り (8. す る b. し た ) つも り だ っ た の 
i ( )、 大 学 の 同級 生 と は 会 え ず じまい だ 。 
3) 彼 の 才 細 に 行き た いと 思っ て いる が 、 今 も 行け (a ず b な い ) じまい 2 まり 会 いた く な い の で 
ga b. あ WE 
4) 高級 ステ ー キ を (a. べた b. 食べ る ) こと に し て 、 陸 金 親 に お 金 を 全て 
ちょ きん は こ ( )、 自 分 も その ニュ ー ス を 聞い た こと に する 。 


A 私 も 興味 が あっ た の で b. 知り 合い と 話 を 合わ せる た め に 


財 森 は 休め そう も な い の で 、 ( )。 


. デー ト を キャ ン セ ル し た b. ぜひ 休み た い 


[問題 ら 】「 た こと に する 」 か 「 た つも り だ っ た 」 を 使っ て 、 下線 の 
同じ 意味 の 内 容 に 書き 換え な さい 。 


1) し っ か り 見 直し た と 自分 で は 思っ た が 、 ミス が いく つも あっ た 。 


2) 自分 で し た と いう ふう に し て 、 友人 が や っ た 宿題 を 提出 し た 。 

3) 旅行 を し た と いう ふう に 考え て 、 被災 地 に 義 授 金 を 送っ た 。 

4) 私 と し て は ベス ト を 尽く し た と 思っ て いた が 、 結果 は 散々 だ っ た 。 
っ が さん ざん 


* 義 援 人 金 60 災害 に あっ た 人 、 また は 恵まれ な な ない 人 た ち を 助け る た め の お 金 
* 散 々 Pt いや に な る ほど 、 ひど い 状 


/ 201 ペー ジ で 答え を 確 区! ) 


1) b 2) b 3) b 4) b 
1) こと は な い に し て も 2) こと だ し 3) こと だ ろ 3 4) さす が の 
1) b 2) b 3) a 4) b 
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第 7 週 5 日 目 


人 たら ー た で / ~ た 拍子 に / て っ 
= に の と 思っ て いた / ー て で も ws 
(. ま C 大 を 訪れ た ら 忘 We で 、 も う = 抽 嘆 し まう リ ( ] | 


- ー た 拍子 に ) 


りょう し 


( ーー た ら ~ た で 


| を し た その 瞬間 に 
MM に B」 で 、 を し た その タイ ミン グ に 予 棒 し な いて と 


B occurred atthe moment of doing A. 


秋生 了 預 想 不 到 的 事情 。 


(1) 直上 浸 も し て た ら 、 そ の 時 は 
「A た ら A た で B」 で 、 A と いう 状況 に な っ た ら 、 その 時 な り の 別 の 対応 が め る と いう 意味 。 


then A た ら A た で B means that there will be a different way to deal with situation A if such a situatiOn 請 
ぃ 用 「A た ら A た で B」 的 形式 表示 如 果 外 手 A 那 衝 状 恋 了 的 哲 , 就 有 冬 


が 起き て し まっ た と いう 意味 。 


_A た 拍子 に B means that unexpected event 
用 「A た 拍子 に B 」 的 形式 , 表示 在 僚 A 的 那 一 瞬 同 , 


[lie moment of ... 


的 蜂 同 。 


V た 形 V た 有 ED V + 形 +. 半 
\ ら \ で 
イ A か っ た キ 5 土 イ A か っ た + で < 巡 ① 茶 塊 を 哲 ち 上 げた な 哲 に 、 ギックリ 懇 に な っ て し まっ た 。 
ナ A な ナ A Upon ifing up the luggage, I strained my back. 


就 在 特 行 寿 指 起 的 峯 同 , 腰 被 囚 了 ・ 


③④ 駅 の 階段 で 転ん だ 拍子 に 、 
oO ふと し た 柚子 に 、 7 拉 夫 の 人 を 買い 出し た 。 
9 ひょう 


く 例 > ① も し 電車 が 止ま っ た ら 止 ま っ た で バス で 行け ば いい 。 ヒー ル が 取れ て し まっ た 。 


れい 
IFthe train stops, well, then Tcan take a bus. 


由 和 本 停 了 舟 停 了 唱 。 那 就 衝 公共 激 特 走 叫 。 
② 遅刻 し て し まっ た ら 遅 刻 し て し まっ た で 、 先生 に 理由 を 正直 に 言う し か が 


(2) 有馬 も し たら 
| を は 
「A た ら A た で B」 で 、A の 前 に イメ ー ジ し て いた こと と 、 実 際 に A が 起き た 後 の 気持 ちや 状況 は メ 折 字 を 秋 ん た が 、 国 に 一 時 底 国 し た 拍子 に 訪れ て し まっ た 。 
いう 話し 手 の 感 想 。 溢 そ を 等 
f… A た ら A た で B expresses the speaker's impression that the feeling and situation after A arises was differenl # 
what was expected before A. 
如果 …… 的 造 。 用 「A た ら A た で B」 的 形式 表示 。 在 A 用 生 之 前 想 銀 的 情況 和 容 了 上 請 前 』 > に こと な ど が 原因 で 、 急 に 腰 を 浦 め る こと 
PNET TT "0 ャ ギックリ 諾 で 現 い 物 を 苦 と うと し た こと な と が 朝 入 の 計 
く 例 > ① 恋人 は 欲し い が 、 い た らい た で 少し 面倒 な 気 が す る 。 
1 want to have a boyfiiend, but it may be a bit of bother if I did. 
恋人 想 要 足 想 要 。 但 基 , 如果 有 了 了 航 通 表 有 点 麻 類 。 
② テス ト の 点数 が 悪い と 叱 ら れる が 、 よかっ た ら よ か っ た で カン ニン グ を 妖 ね ね 間 
る か ら 嫌 
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( て っ きり か と 思っ て いた 


まち が いな く 一 と 思っ た 
事実 と は 違う こと を 、 自 分 だ け で そう 思っ て いた と いう 意味 。 も うす で に 、 そ れ が 間違っ て い 
こと が わか っ た 時 の 表現 。 


Was sure of… Means that the person was the only one who believed what was not true. Used when the person 
Was wrong. 


原 以 泡 …… 月 定 古 ……。 表 示 把 県 事実 不同 的 事情 , 具有 自己 是 那 梓 想 的 。 己 勾 知 道 自己 錯 了 的 時 候 的 


v 
イ A 普通 形 

て っ きり + 22200 > 上 か と 因 っ て いた 
ナ A 


く 例 > ① 森 さん の こと を て っ きり 20 代 か と 思っ て いた が 、 実 は 40 代 だ と 聞い て 
Twas sure that Ms. Mori was in her 205、 pn r was surprised to hear tha she is in her 40$。 
原 以 力 森 先生 背 定 20 多 迷 , 但 当 叫 江 実際 上 己 40 多用 了 , 今 革 祖 忠 尽 。 
② 月 曜日 、 起 きた ら 10 時 だ っ た 。 て っ きり 祝日 か と 思っ て いた の だ 。 


げっ よう び 


⑧「 高 橋 さ ん っ て 、 お 子 さ ん も いる の ? て っ きり 独身 か と 思っ て いた わ 。』」 


WpaiNT 「 勤 違い し て いた 」 と い う 意 味 


198 


「 ~~ と いう 方 法 を 使っ て も 

ほう ほう つか 
て で も B」 で 、B と いう 目的 の た め な ら 、 A と いう 普通 は 使わ な いよ うな 方 法 . 手段 で も 使う と いう 
い 意 志 を 表す 。 
ly means of ... A て で も B expresses a strong will to use method/means A, which is not used under ordinary 
ltances for the purpose of B. 


MM 


< 人 > ① 自信 の 命 を 機 氏 に し て で も 、 子 ども た ち を 守り た い 。 


第 7 週 5 日 目 


~ て で も ) 


・ 廊 法 也 要 ……。 用 「 A て で も B」 的 形式 表示 。 妨 了 突 現 B 目 的 的 舌 , 平時 不用 的 A 送 入 方 法 或 手段 也 
表示 強烈 的 意志 。 


V て 形 + で も 


けい 


1 want to prorecr the children even if T have to sacrifice my own life. 

即 使 山 牲 自己 的 生 命 、 也 要 保 拓 玉 子 人 > 
② 好き な 人 に 彼女 が ヽ た ら 、 その 彼女 か ら 奪 っ 3 で も 彼 を 座 人 に し た い 。 
IE 体 半 が 本 いん で す が 。「 信 日 は 大 境 な 会 潤 だ 。 は っ て で も 来い 。] 


ろう 体 ちょ う 


4 


* 磁 特 …… 人 を 助け る た め な ど に 、 自 分 の 命 な ど 大 切な も の を 准 て る こと 
さい 
※ は う …… 地面 に < 体 を つけ て 前 に 進む こ と 


【 問 題 1】 正しい ほう に 〇 を つけ な さい 。 則 題 3】 ( ) に 入れ る の に どちら か 適当 な も の を 選び な さい 。 


ん だ い 

1) 置 で (a 滑っ た b. 滑る) 拍子 に 才 を つい て 骨折 し て し まっ た 。 | ) 同僚 か ら の 電話 は て っ きり 仕事 の 件 か と 思っ た ら 、( )。 
2) 財産 は な い の も 困る が 、 (a. あっ た ら あ っ た で b あっ た りな か っ た り で ) 8. . 週 末 の 食事 の 読 い だ っ た b. 会 識 の 時 間 変更 の 話 だ っ た 

管理 が 大 変 だ 。 !) 容 い の は 嫌い だ が 、 日 本 の 冬 が 暖か か っ た ら 暖 か か っ た で 、( )。 
3) 田中 さん と 一 緒 に いる の は 、 て っ きり (a. お 姉さん か b. お 姉さん だ か ) と a. 冬物 が 売れ な く て 因 る b. 私 と し て は うれ し い 

思っ て いた が お 峡 さ ん だ っ た 。 |) 汗 で 自転 車 と ぶつ か っ た 拍子 に 、( )。 
4) コネ を (8. 使 っ て b. 使 っ た ) で も 、 こ の 会 社 に 就職 し た い 。 a. それ は 知り 合い だ っ た b. メガ が ネ が 壊れ た 

6) 法 い を 使っ て で も 、( 2 
a. お 金 を 稼ぎ た い b. むだ 遣い を し な い 
まつ ネ …: 就 朋 な どの 時 に ある 人 に 和 有利 に 働く 、 特 列 な 導 。 ー 
「 コ ネ ク シ ョ ン 」 2 作 路 形 


【 間 題 8】 A の 文 の 意味 と 同じ も の に A、B の 文 と 同じ も の に 日 と 書 
A : 答 が な く て も 、 雨 が 降っ た ら 降 っ た で 何と か な る 。 
B : コン ビニ は 便利 だ が 、 近く に あっ た ら あ っ た で つい 余計 な も の を 
買っ て し まう 。 


1) 報告 し た ら し た で うる さい し 、 し な か っ た ら し な か っ た で 叱 ら れる し 、 部 


は 9 で 


相性 が 悪い 。( ) 


あい し ょ う お る 


2) 仕事 も 勉強 も 、 時 間 が な か っ た ら な か っ た で 工夫 で きる は ず だ 。 ( ) 


べ ん き ょ う 
3) 大 家 さ ん に # = 旅行 の お 土産 を いた だ いた の で 、 会 っ た ら 会 会 っ た で 直接 お 札 を 言 9 
会 えな か っ た ら 会 えな か っ た で 電話 する つも り だ 。( ) 
4) 彼女 に ふら れ た ら ふ られ た で 、 また 次 の 人 を 見 つけ る まで だ 。 ( ) 


1) b 2) b 3) a 4) a 
1) し っ か り 見 直し た つも り だ っ た が 2) 自分 で し た こと に し て 
3) 旅行 し た こと に し て 4) ベス ト を 尽く し た つも り だ っ た が 
1) b 2)a 3)b 4)a 
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第 8 週 1 日 目 | 


ー て 何より だ / ~ て は …、~ 
ー て は か な わな い 


(内 し た と ころ が 出 て 何より だ 」 と 時 える よう に リノ 1 ¥ 


( て て 何より だ ~ て は …、~ て は … ) 


LL くり か え し て ~ す る 
て は B、A て は B」 で 、 ー 度 だ け で は な く 何 度 も A し て B と いう 行動 パター ー ン を 繰り 返す と いう 意味 。 
dly doing .… A て は B、A て は B means thata behavioral pattern of doing A and B is repeated not only once 


語 
直上 当て よかっ た 、 安心 し た 
し ん 
コナ = ユニ テー - 
心配 だ っ た り 不 安 だ っ た こと が 思っ た より いい 結果 に な り 、 安心 し た と いう 話し 手 の 気 持ち を 表す 
Glad/relieved about... Expresses the speaker's relief that ansxiety/worry were shown to be unwarranted bya good re 
ee 太 好 了 , 放心 了 。 由 手 担 心 或 不安 的 事情 得 到 了 比 預 想 的 更 好 的 告 果 , 所 以 放心 了 。 表 送 送 折 人 前 調 


Wal times. 


| … 他 。 用 「A て は B、A て は B」 的 形式 , 表示 不 止 一 次 , 多 次 反 食 人 A 后 叉 企 B 送 入行 監 模式 的 意思 。 


V て 形 
イ A く て V て 形 + は + V ま す 形 、 V て 形 + は キキ V ま す 形 
胡 委 暫 + 何より だ 導 
< 例 > ① 卒論 作成 は 、 パ ソコ ン で 打っ て は 直し 、 打っ て は 直し で 丸 半年 か か っ た 。 
N で Tt took me a full half a year to prepare my Sri thesis, typing od revising over and over on 
my PC. 


く 例 > ① 知り 含 い が 合 山 中 に 行 不 明 に な っ た が 、 基 事 に 発見 され て 何より だ 。 写 導 文 用 忠 脱 打 , 打 了 叉 牙 、 打 了 叉 政 。 花 了 整 整 半 年 前 時 則 。 
My acquaintance went missing while mountain dimbing deteig glsd thar he was foundiil TO 届い 969 で は 休み 本 GU 人 の YE MM な 
ーー イト 熱 人 在 革 山 前 時 侯 失 喘 了 捕 来 被 平安 投 列 了 真 太 好 了 。 
⑫ 「 先 生 、 す っ か り ご 無 沙汰 し て お り ま し た 。」 「 で も 、 元 気 そう で 何より れ 衣 くだ けた 話し 言葉 で 「 一 ちゃ 」 も ある 


例 ) 大 中 の 妹 は 、 彼 の 写真 を 見 ちゃ = ヤニ ヤ 、 見 ちゃ ニヤ ニヤ し て いる 。 


リピ ー ト し な い 場 合 も ある 


「~ ず 何より 」 も ある 
例 ) 子ども の 承 、 お も ちゃ を 出し っ ぱな し に し て は 親 に し か られ た 。 


例 ) 祖 避 が 家 の 中 で 転ん だ が 、 大 事 に は 至ら ず 何より だ 。 


08 
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第 8 週 1 日 目 


[MM 順 1】 正しい ほう に 〇 を つけ な さい 。 

だ い た だ 6 

1) マラ ソン で 完走 し た と は いっ て も 、 後半 は 

(a 歩く と 休み 歩く と 休み b. 歩い て は 休み 歩い て は 休み ) で 、7 時 間 か か っ た 。 


C ~ て は か な わな い 


ーー は 嫌 だ 、 我 慢 で き な い 
それ を し た り 、 され る の は 自分 に と っ て は 茜 痛 だ と いう 意味 。 話し 手 の 不満 や 嫌悪 感 を 表す 。 


6 


|) 流 が に ぎわ う 夏 だ と いう の に 、 こん な に 涼し く て は (a. かなわ ない b. な ら か ない)。 

[) 友人 が ケガ を し た と 聞い て ドキ ッ と し た が 、 (a. 加 く で b. 軽 さ が ) 何より だ 

|) 和子 を 大 学院 まで 出し た の に 、 

いっ まで も フリ ー タ ー を され て (a. い て な ら な い b. い て は か な わな い )。 
こ i ー な さい 。 

| ( ) に 入る 最も 適当 な も の を 一 つ 選 びな さ 

1) 第 は 食 中 墓 の よう な 症状 で 、( ) 苦し ん で いる 。 


Dislike.., cannot stand ... Means that doing it or someone doingi 
績 8 the speaker's discontentand disgust, 


ミ 示 著 件 事情 疹 是 自己 去 仁 , 乏 | 是 被 人 指 使 夫人 , 対 自 己 来 池 者 是 入 痛 普 的 事情 人 


ittoyouispainfulorannoying to the person con 


イ A く で て a 信 べ て か ら 呈 いて 食べ て か ら 呈 いて b. 食べ て は 吐い て 食べ て は 吐い て 
ナ A で 填 は か な わな い C. 食べ た か らち 吐い て 食べ た か ら 吐 いて 
N で 2) 人 の 聞 に は いろ いろ あっ た よう だ が 、( ) 何より だ 。 
a。 ケ ンカ が 多く て b. 結婚 する の か 6. 仲直り し 
ea A tt ed te cit a be go )) こち ら が や る こと に いち いち ( ) は か な わな い 。 
Nao 但 毎 天 考 赴 也 受 不了 。 a。 アドバ イス し て くれ て b. 包 ば か り 言わ れ て 


の 
② 一 時 帰国 し た い が 、 往復 航空 聞 が こ ん な に 高く て は か な わな い 。 


C. 答え て くれ て 
③ い < ら 家 賃 が 安く て も 、 こん な に 不便 で は か な わな い 。 引っ 越し を 考え よ 


4) 人 急 子 は アル バイ ト を 辞め て 、 家 で ( ) いる 。 

8. 食っ ちゃ 寝食 っ ちゃ 寝 し て b. 食べ て 寝 て 食べ て 寝 て 
1 

C. 寝 ち ゃ 食っ て 寝 ち ゃ 食っ て 


/ 09g ペー ジ で 答え を 確認 ! ) 


DO) もら 3 a 
ン ラ 4 


当 5 日 目 の 解 

1) a 2) a 3) a 4)34 
MM2 1)B 2)A 3)A 4)A 
MM3 1)a 2)a 3)b 4)a 


‘ 科 PomT 「 て は 」 は 「 ち ゃ 」、「 で は 」 は 「 じ ゃ 」 に する と 、 くだ けた 表現 に が 
例 ) いく らち 8 月 で も 、 克 日 こん な に 著 く ちゃ か な わな い 。 
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第 8 週 2 日 目 


^ 手 前 / こ て ま で / ~ て みせ る . 
(Ta る と 言っ た 手前 、 必 ず 合 人 側 し て みせ る 1 アー 


( 生前 


| の 前 で は 、 て し た 以上 は 


い じょう 


「A 手 前 B」 で 、A と いう 人 の 前 や 、A 
a と いう 状況 の 下 で は 、 自 分 を よく 見 せよ うと 日 と いう 行為 を す 


In front of...,, now that .... is 


『| | - こ と いう 方 法 や 状況 で 


ほう ほう じょう きょう 
人 で て さ で B」 で 、A と いう 普通 の 状況 で は 合わ な い 手段 や 状況 で 、 昌 と いう 目標 を 果たす と いう 意味 。 


Ineans of .., by using a situation of A て まで B means that method or situation A, which are not used under 


uisd 8 se 
REO idone A 手前 B means taking action B to make oneself look better in frontofperson Aor 記 My circumstances, are used to achieve goal B. 
了 / 流 選 情 況 下 。 用 「A て まで 5B 」 和 前 形式, 表示 用 A 和 和 y 在 一 般 的 情況 下 不 使用 前 方 法 世 手 自家 現 滋 


既 面前 他 了 ……。 月 ci 
ee aah ro oii ^ 手 前 B 」 前 形式, 表示 在 A 送 和 人 面前 。 或 者 是 在 A 送 衝 情 況 下 , 方 還 LU 


€TD j V 税 書 形 ・ た 形 
よけい けい + 手前 
N の 
< 例 > ①「 た ば こ は や め る ] と 宣言 し た 手前 、1 本 で も 來 うわ け に は いか な い 。 


Now that I have dcclare intention to quit smol Ye tO tefra 
my inte from 
d my moking, I have to refr: sm 


既 然 次 了 生 胡 戒 畑 」, 那 就 一 根 過 不能 抽 。 


+ まで 
< 例 > ① 現在 の 仕事 は や り が い が あ る が 、 プラ イベ ー ト を 機 牲 に し て まで 続け た いと は 


i 設 放 
思わ な い 。 
My current job is rewardingy but I don't want to continue it at the cosr of my private life. 
現在 前 工作 償 得 信 的 。 但 呈 不 起 持 鉄 到 条 牲 條 人 的 程度 。 
の ファッショ ン に 興味 は ある が 、 カ ー ド を 使っ て まで 高価 な 物 を 買い た く な い 。 
③ 人 を だ まし て まで 金もうけ し よう と す る 人 が 増え て いる な ん で 、 せ も 未だ 。 


を りす 入っ た ば か り の 大 学 を や め る な ん て で きか ない 。 
③ 恋人 の 手前 、 レ ジ で お 人 金 が 足り な いと は 言え 1 
人 金 が 足り な いと は 言え ず 、 普段 は 使わ かない カー ド て 表 】 | 


参考 ) 第 7 週 5 日 目 「~ て で も 」 


きん こう 


* 世 も 未 a ara 救う こ と が で き な い くら いひ どい 社会 


第 8 週 ら 日 目 


順 1 正しい ほう に 〇 を つけ な さい 。 
| / 人 を a b. 裏切っ て ) まで 、 自分 が 幸せ に な ろう と は 思わ な い 。 
a. 言 う b. 言 っ た ) 手前 、 何 が な ん で も や る し か な い 。 


ん ん な の 前 で 「 で きる 」 と ( 
前 回 は 不 合格 だ っ た が 、 2 今回 は 必ず (a. 合格 し て b. 含 格 を ) みせ る 。 


好き な 人 が b. 好 き な 人 の ) 手前 、 カッ フ 時 い 半 は 見 せら れれ な い 。 


負け た く な いと いう 気持 ちか ら 、 努 力 し て 目標 を 突 喝 する と いう 語 し 手 の 強 い 意 。 


ひよ うけ ん 


(a 
Making sure to do .... Expresses the speaker's strong intentio! to strive to make a dream come true, driven by a feelini | 
wanting to be outdone or outranked by others, 


ー 邊 …… 供 。 出 手 不 時 心 失 販 交 心 理 , 努力 浴 現 目的 。 詳 示 江 洒 人 張 烈 前 意志 。 | 
) に 入れ る の に どちら か 適当 な も の を 選び な さい 。 


順 8】 ( 


0 ら め ら れ な い 。( ys 
レ ) ・ の まま で は あき ら め ら れ な い 。 
0 1 絶対 に 彼女 と 結婚 し て みせ る b. 日 本 語 が 少し 上 手 に な っ て みせ る 
で 例 > ①⑪ 前 回 は ライ バル に 1 点差 で 負け た が 、 今 回 は 絶対 に 勝っ て みせ る 。 30 上 ( 了 R 
I was beaten by my rival by one point in the last game, but I am sure that I will win thll lm a と 家族 に 宣言 5 し た す 前 、 
上 次 以 1 分 之 匠 谷 了 対 手 」 科 次 代表 放 給 他 看 和 。 Ph b. 絶対 に 負け られ な い 
② 親 は 無理 だ と 言う が 、3 年 後に は 自分 の カフ ェ を も っ て みせ る 。 ) 放 條 で 章 ち し て みた いと は 思う が 、 ( )。 
③ 今 は メト リー トミ ュー ジ シャ ン だ が 、 い つか メジ ャ ー デ ビュ ー し て みせ 交 i て M 会 社 を 魚 め て まで だ 
会 社 を 辞め て まで は … b. 信人 符 る る a 
) [ツァ イオ リン が 弾け る ん だ っ て ? ( ) 」 
a. 弾い て みせ て よ D。 間 NIR は る ま 
ポ 炊 ドリ ー ト ミュ ー ジ シャ ジッ mi 
伺 nuus 他 の 人 に 何 か が を し て みせ て あげ る と いう 意味 も ちる eg) 
人 「 度 私 が この 曲 を 弾い て みせ る か ら 、 そ の 通り に や っ て みて ] 間 2 


etesonees ioe teeter tse 


hi 
有川 1 日 目 の 解 答 ) 

1 1) b 2) a 3)a 4)b 
1) b 2) c 3) b 4) a 
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第 8 週 3 日 目 


全て も 差し 支え な い / こ て も … 
3 日 目 て て も 始ま ら な い 1 
CE ee | 


( ー て も 差し 支え な い ー て も 一 きれ な い / こき れる も の で は な い ) 
き つか 


~~ て も 、 特 に 問題 は な い 
と も ん だ い 
「A て も 差し 支え な い 」 で 、 も し A を し た り 、 A と いう 状況 で も いい 、 大 3 


WW ー し て も 完全 に は 一 でき ない 
1 ろう と し て も 、 静 例 に は 果たせ な いい 。 また 、、 状況 的 に それ は 無理 だ と いう 意味 


; . jished even if one tries or that itis 
MA 和 NNW - ol do completely and thoroughly Means thatit cannot be complctely accomPli 
Byenif-, there won'tbe any paricular problem. A て も 差し 支え な い means thatitis okayto do Aorbeini lble to do it under the circumstances. 


情況 来 腹 不可 能 位 好 。 
Expresses a rather passive recognition つ oracceptance, rather than a positive ope 

即 使 …… 也 没有 仕 久 的 同 題 。 用 「A て も 差し 支え な い 」 的 形式 表示 。 余 A 送 各 事 情 也 好 , 或 者 在 A 送 
都 元 洋 貞 要 。 不 他 要 概 地 接 受 、 更 象 是 消 概 地 接 受 。 


遼 MM /…… 也 不可 能 完全 催 好 。 即 便 想 仙 孝 件 事情 也 不 可能 完全 仙 好 。 或 者 根 握 


MM 人 意思 。 


きれ な い / 
7 肖 V 意向 形 と し 
YA< て - { VB + て も + V ま す 拉 る も の で は な い 
え けい 
人 - EE ド 例 > ① 他人 の 気持 ち は 読も うと し て も 、 な か 、 な か 読み きれ な いも の だ 。 
KN Yk nt Gomplerely understand another person's mind even if you try hard. 
N で 


即 使 想 理解 別人 的 心情 , 息 也 理解 不用 
② 彼 の 知性 は 、 隠 そう と し て も 血 し きれ る も の で は な い 。 


く 例 > の 節 の た め に 、 い つも よ ! アル な 服装 で 出社 し UI 
例 ① 夏 電 いつ リカ ジュ アル な 服装 出社 し て も 差 支え が の 革 に お 計 に な っ た 方 々 に は 、 感 謀 し て も し きれ な い 。 


You can come to work dressed more casually than usual 上 electricinr for de imi 語 


六 了 夏季 革 申 、 容 比 平時 随 便 一 点 的 服装 上 班 世 没有 甘 系 。 
⑧「 こ の マン ショ ン は 、 小 動物 な ら 飼っ て も 差 し 支え あ り ま せん 。」 


 「ー き れる も の で は な い ] の ほう が 客観 的 


っ か ん て き 


字 r.us 相手 に 何 か を 依頼 する 場合 、 て いね いな 印象 を 与え る 前 置き 
と し て も 使う 
例 ) 「 も し 差し 支え を な けれ ば 、 連 絡 先 を 教え て いた だ きた いん で す が 。」 


れん らく きき お し 
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第 8 週 3 日 目 1 a 
認 テ スト 


骨 順 1】 正しい ほう に 〇 を つけ な さい 。 


UM た だ 、 
前 向き に 考え よう 。 


ーー て も 始ま ら な い 
= | いっ まで も 文 名 を (a きっ て いて も b すっ て ) 的 ま ら な い 。 前 間 き に 


) | 今日 は 、 は ん こ が な いん で す が 」 
ーッ の に に コ え 

て も 解決 は で き な い あぁ 、 サイ ン で も (@. 差し 支え ます よ b. 差 し 支え な いで す よ )。] 
そん な こと を し て いて も も の ご と は 何 も 進 まな いし 解決 し な いか ら 、 他 の こと を 考え る べ 才 が i ( 
話し 手 の 批判 的 な 訪 見 。 日 


Impossible to resolve even if.. Expresses the speakers critical opinion tbatitis the time to start thinking about othe 
because doing such a thingdesnotadvance things or resolve anything. 


即 全 飼 …- 不 能 解 決 。R 伴 父 事情 没有 任 何 放 展 。 也 得 不 到 解 決 , 所 以 店 液 考慮 其 宮 方 湊 
人 批 鹿 性 前 意見 。 


) 明 分 の ミス で 逆転 され て し まい 、 惨 や ん で も (a 悔やむ b. 必 や み ) きれ な い 。 
U ん ぎゃ 《 て ん 
) 散 び に (a. 来 る の b. 来 て ) も 差し 支え な いけ れ ど 、 駅 に 着い た ら 連 絡 し て 。 


】 ( ) に 入れ る の に どちら か 適当 な も の を 選び な さい 。 
人 も 内 ま ら 5 ない D - 商品 の 支払 い は 、( )。 
。 カード の 分 制 払い で も 差し 支え な い  D. カー ド の 分 割 払い が 差し 支え な い 
が 村 す ら 失 欄 し て も 吉 ま ちな いか ら 、 廊 の こと を 閣 え な さい っ ) も 始ま ら な い の に 。」 
There isntany poinc in your worrying about your failure now so think about the next tli 便 
失政 有理 天才 后 憶 地 没有 用 , 考慮 下面 前 事情 則 。 』。 コ ン サ ー ト は 6 時 に な っ て いる の b. 悪口 を 言い 合っ て いて 
② 学生 が もっ と 頑張 っ て くれ な けれ ば 、 教 師 だ けが や る 気 を 出し て も 和 始 有 |) 大仁 い コ ン テ ス ト を や っ て いる が 、 ラ ー メ ン 10 称 な ん て ( )。 
⑧「 一 人 で (よく よ 悩 ん で いて も 始ま ら な いよ 。 よ か っ た ら 、 私 に 話し て みあ 食べ よう と し て も 食べ きれ る も の で は な い 
食べ た と し て も 食べ きれ る も の で は な い 
きく よく よ する 3 | 炎 約 は ( ) も 差し 支え を な いで す よ 。] 
OH 「 8. きく て b. 身分 証明 書 を 出し て 


a 9 ペー ジ で 答え を 確認 ! |) 


8 四 っ 


時 
1) b 2) b 3) a 4) b 
1) a 2) b 3) a 4) a 
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第 8 週 4 日 目 


て と いう より お し ろ / こと きま っ て / 
ーー とみ られ る / ~ な いと も 限ら な い 


て で うい う 全 了 由 な いと も 隔 ら な いよ | アー J ピ 


て と いう より お し ろ ~ と きま っ て ) 


皿 旧 | - と いっ も 
| と きま っ て B」 で 、A が 起こ る と 必ず BB と いう 現象 や 行動 も 起こ る と いう 意味 


tton B never fails to follow A, 
2 1 し ち means thas; donhAm not 人 wrong, BisamoresulMl juy me when.… A と きま っ て B means that phenomenon/action Bm 


expression, 時 。 用 「A と きま っ て B」 的 形式 表示 一 上 放 生活 。 一 室生 B 湾 邊 角間 
比 …… 更 造 合 。 用 「A と いう より お し ろ B」 的 形式 , 表 E 現 A 不 対 、 但 是 B 可 能 更 合 迫 手 表 送 的 層 央 
VV i 形 + と きま っ て 
+ と いう より お し ろ こ 例 > ① 召 な じみ の 音 園 詩 理 店 に 行く と 、 きま っ て 加藤 さん 家族 も 来 て いる 。 


Every time I go 0 my yorte Korean restaurant, the Katos are there. 


毎 次 去 那 家常 去 前 四国 仮 億 , 忌 古 能 磁 色 加 長 一 家 。 

い * る 。 
(た だ し 、 ナ A と N は 「 だ 」 が つか な いこ と も ある ) @ 夜 10 時 に な る と 、 きま っ て アパ ー ト の 隣 の 部 屋 3 ら 変 な 音 が 開 こ え 
E32 も の 頃 、 テ スト の 彰 に な る と きま っ て 腹痛 を 起こ し た 。 


の ① 新 いい 部 長 は 、 優 し いと いう よ りお むしろ 優柔 不断 な タイ プ だ 。 
The new ef js WW indecisive person, rather than a vind Bei 


新 部 民 、 巨 其 避 和 普 倒 不 加 池 是 人 楽 究 断 的 美 型 。 
② 彼女 は 美人 と いう より むし ろ キ ュー ト な 感じ だ 。 
学生 が 各 腹 する の は 義務 と いう より む し ろ 権 利 で あり 、 その チャ ンス を 生計 


べき だ 。 


LE) 


優柔 不明 eg 何 か を 決め る 時 に な か な か 決め られ な いで 困る 性 格 
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第 8 週 4 日 目 第 8 週 4 日 目 


C ー な いと も 限ら な い J 


で PD と 考え られ る  ~- か も し れ な い 


様々 な 状況 か ら 、 そ う 考 えら れる 、 判 断 さ れる と いう 意味 。 | NOW に は A は な いと 考え られ る が 、 ま っ た く 可 能 性 が な いわ け で は な い 。 少し は 可能 性 が ある と いう 
Regarded as … Means that various situations lead to that conclusion/judgment. し の 判断 を 表す 。 
A 
可 込 暫 ……。 表 示 根 据 各 衝 情 況 。 可以 那 久 汰 攻 。 可以 徴 出 那 和 麟 断 的 意思 。 yk ... Means that A is not generally considered butit does not mean zero possibility. Expresses the speaker's 
nntthatthere is a slight possibility. 
接続 語文 MM 一節 層 沈下 可能 汰 不足 A、 但 是 、 也 不 天下 完全 没有 可能 性 。 選 活 人 居 請 微 有 可 能 性 前 表 法 方 式 
Ns 
0 TS 「v 
ナ A イ A 
N な い 形 + な いと も 限ら な い 
ナム A けい か ぎ 


N 


① 事件 の 現場 付近 で は 、 20 代 と み ら れる 怪し い 男 性 が 目撃 され て いる 。 
ふき な い A 


A man Eire 10 fe I sat wise ac he Ge aie < 例 > ① 古い スー ツ だ が 今後 着 な いと も 隈 ら な いか ら 、 捨て ず に 取っ て お こ 3。 
在 事件 現 協 附 近 。 有 人 看 児 了 看 起 来 像 20 多用 的 可 疑 的 男子 。 This is an old suit but T am keeping ir because 1 might acrually wear it again later. 
④ UF O と み ら れ る 物体 が 飛ん で いる 、 と 多く の 市 民 か ら 警 府 に 通報 が あっ 風 野 然 是 旧 衣服 。 也 導 以 后 会 究 史 , 不要 接近 , 要 保 存 起 来 。 
- ④ 彼 は ロロ が 密 い ほう だ が 他 の 人 に 話さ な いと も 限ら な いか ら 、 この 話 は 牧 審 に 
し よう 。 
向 poiur 「 み られ て いる 」 は 、 前 か ら 現在 まで 総 続 し て そ 考え られ て い ③ 明日 は 入試 だ 。 電車 が 遅れ な いと も 限ら な いか ら 、 早め に 家 を 出る つも り だ 。 


けい ぞ く か ん が 


が 起こ る 確率 は 、 今 後 30 年 で 30%6 程 度 と み ら れ て いる 


Pb が か くり っ 


に 4 レ 4 


に こ ど ち ら か 適当 な も の を 選び な さい 。 
[問題 1】 正しい ほう に 〇 を つけ な さい 。 ME] ( ) に 入れ る の に どちら か 加 当 な や の 
|) WW 長 は リー ダー シッ プ が ある と いう より 、( W 
1) 台風 が (a 来 た b. 来 る ) と 、 き まっ て この 巡り は 浸水 する 。 Sh b. みん な を 引っ 参っ て くれ る 人 だ 
2) 人 が 赴き て 3 か 月 に な る が 、 ME (a. と きま る b. と み ら れ る 、 ) 
ほう か てけ ん いま は ん に ん |) その 男 が 犯人 と み ら れ た が 、 ( ° 
あま 40T の 2 。 整 守 で いろ いろ 調べ られ た b. DN A 科室 で 無 膜 と な っ た 
この 料理 は 、 や めど . い う よ ! . み と な い 味 だ 。 きっ とら _ 
3) この 料理 は 、 ま ろ (a いう より b み ら れ る より ) 特徴 の な い 味 た 人 は 、 交 の 寺 き が 合 こ える と きま っ て 、( ) 
4)「 室 くじ な ん て 買っ て る の 2」「 だ っ て 、3 億 円 が (a. 当 た ら な い b. 当 た M 0 いっ て 走っ て い 
還 「 信昌 (a ぁ 26 あ る ) a. グー グー 寝 て いる 1。 亡 関 に 吉 こ 向 4 て 走 KA 
と も 限ら な いで し ょ 。」 革 oh に は ( ) こと が な いと も 限ら な い 。 
_ a 
a. 魚 が 空 か ら 降っ て くる よう な AA 
玉 ま 52 が Ysc2 や さ し い 食 感 で 食べ や すい こと 1 
[問題 2】 ニョ の 中 か ら 適当 な 表現 を 使っ て 、 下 線 の 部 分 を ょ DA 義 ま …-DNA (デオ キシ リポ 本 の 構 財 を 抽 べ 、 個人 を 特 家 す る 半 
き 換 えな さい >。 多く の 拉 で 財 され て いる 
同じ 表 中 は 一 度 し か 使え ませ ん 。 
お な ひょう げん 
と み ら れ る と きま っ て と いう より むし ろ な いと も 限ら ない 
1 ) 駅 前 の カフ ェ に 行く と 、 いつ も 私 が 好き な ポッ プス が 流れ て いる 。 
2) この 作家 の 新作 は リア ル よ り グロ テス ク と いう 表現 が 全う 。 
3) 人 生 は ドラ マ だ 。 チ ャ ンス が あれ ば 、 ハ リウ ッ ド スタ ー と 結婚 で きる か も し れ が て / 2o5 ベ ページ で 答え を 時 
R NN (00) 泥 
ー ム の ベン チ で .】 > ‘ 。 1 
4) 駅 の ホー ム の ベン チ で 、 爆 弾 と 考え られ る 不審 物 が 発見 され た 。 iv Tn 還 /12 
| 『 Ne 


* リ アル …… 細 か いと ころ まで 実物 の よう に 感じ られ る 様子 EEPEP 
キネ グロ テス ク …… 見 る 人 が 気持 ち 悪 く な る よ う な 胡 様 な 様子 Mt 1)a 2b5 3)b 4)b 


MM2 。 1) a 2)b 3)a 4)a 


819 
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剛 、- に 言 わせ れ ば / ~ に 限っ た こと で は な い / 
| て に 越し た こと は な い / ~ の な ん の 


(、 こ ん も 、 沿え て お くに 越し た と と は な い | 


2 


M 


第 8 週 5 日 目 


て に 言わ せれ ば ー に 限っ た こと で は な い 


ーー だ け で は な い 
( け で は な く 他 に も 当て は まる 、 も っ と 広い 箇 國 に その こと が 言え る と いう 意味 


で で EDD の 意見 で は 


いけ ん 
「A に 言わ せれ ば 」 で 、 その 後に は A と いう 人 の 個人 的 な 意見 や 主張 が 続く 。 その 前 に 他 の 人 の 意見) 
れ て いて 、 それ と A の 意見 と は 違う と いう ニュ アン ス が 強い 。 


According to the opinion of A に 言わ せれ ば is followed bya personal opinion and assertion of person ASincedll 用 …。 不具 是 対 那 相対 其 人 的 也 合造 。 表示 洲 件 事情 在 更 大 韻 軒 内 都 可以 排 
peoples opinions have been presented in advance, it emphasizes that these opinions are different from that of A. 


投 明 …… 的 意見 。 用 「A に 育 わ せれ ば 」 的 形式 表示 。 在 此 之 后 接 A 的 條 人 意見 或 主 湖 。 在 此 之 前 接 計 
的 意 児 , 近 人 意見 和 A 的 次 見 不同 。 表示 送 商 條 意見 不同 的 笑 所 入 強 。 


DD N + に 言わ せれ ば 


く 例 > ① みん な 甘い と 言う が 、 南国 育ち あの マリ ー さ ん に 言わ せれ ば 、 こ ん な の ば / 順 
らし い 。 


Everyone says that it is hot, but this is just the beginning of summer according to Marie Wl 
up in a southern country, 


大 窒 都 賠 机 。 可 古 投 生 所 在 南方 的 更 両 的 河 , 流 好 像 オ 坪 剛 賠 列 始 。 
② 部 長 は リー ダー シッ プ が ある と 言わ れ て いる が 、 私 に 言わ せれ ば 
だ け だ 。 
⑨ 私 は まだ 符 夫 の こと な ど 頭 に は な い が 、 両 禁 に 言わ せれ ば も う 遅 い の だ 直 


N 十 に 限っ た と と で は な い 


不 内 基 今 年 途 日 菩 暑 、 夫 年 也 凶 送 層 。 


* 著 解 MA た い へ ん 難し く 、 理解 し に くい こ 


な ん か 


生 FLUS A は 人 を 表す 言 


こと ば 


… ま だ まだ これ か ら 。 始ま っ た ば か り の レベ ル で ある こ と 
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my ... Means that it is applicable to not only that butalso to others or that it is true in a broader range, 


“< 例 > の ① 猛暑 日 が 続い て いる の は 、 今年 に 限っ た こと で は な い 。 去年 も そう だ っ た 。 


The continuation of extremely hot days hs year is not new, Last year was like this, too. 


② エネ ルギー 問題 に 拭 れ て いる の は 、 日 本 に 限っ た こと で は な (世界 全体 の 課題 だ 
③ 文法 が 難し い の は 日 本 基 に 限っ た こと で は な く 、 ロシア 店 や フラ ンス 請 も 匂 角 だ 。 
ぶん ぼう むず か 


と 4 


第 8 週 5 目 


第 8 週 5 日 目 


( 


ー に 越し た こと は な い 


て の な ん の 


ー が いい 
「A に 越し た こと は な い 」 で 、A だ っ た らい い 、 理想 的 だ と いう 意味 。 
すう てき いみ 
Teferable A に 越し た こと は な い means that A is a preferable /ideal choice。 
9 可以 。 用 「A に 越し た こと は な い 」 的 形式 表示 如果 大 A 的 活 可以 。 是 入 理想 的 。 


oeh ss 


接続 V 辞書 形 ・ な い 形 
イ A 
ナ A 
N 


(た だ し 、 ナ A と N は 「 で ある 」 が つく 場合 も ある ) 


+ に 越し た こと は な い 


^ 抽 > 
く 例 > ① 話 来 の こと を 考え れ ば 、 貯 金 は た く さん ある に 越し た こと は な い 。 
Iris best to have much savings when you think abour he future. 
大 果 考 虚 将 来 。 存 入 多 鼻 古 再 好 不 辻 的 了 。 
② も し 生ま れ 変 わる な ら 、 美人 に 越し た こと は な い 。 
⑧⑨ 給料 は 高い に 越し た こと は な い が 、 そ れ よ り 仕 事 の 内 容 が 面白 いか どり 


Ps 


杭 PolNT 


「- 越 し た こと は な い が 」「 一 越し た こと は な いけ れ ど ]」 の 形 も 多 
こ た ち 
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~ な ど 、 い ろ い ろ 
育 の いい 言い 訳 な ど を いろ いろ 並べ る 表現 。 


and the like Expresses a list of various convenient excuses. 


香 侍 、 往 多 。 例 半 衝 衝 朱 解 理由 時 的 表現 形式 。 


V 


イ A - 
普通 形 + の な ん の 


=} 
A すう 39 い 
N 


① 大 学生 の 弟 は テキ スト を 買う の な ん の と 、 豆 か ら お 金 を も ら っ て いく 。 


My younger brother in college gets money from my mother for various reasons, such as buying 
textbooks. 
送 大 学 的 弟 弟 以 表 教 材 等 汽 由 , 眼 母 要 拍 。 

@② 夫 は 週末 に な る と 。 疲れ た の な ん の と 家 で ダラ ダラ 過 ご し て いる 。 


③ 宿 題 が 多い の な ん の と 、 学 校 に クレ ー ム を つけ る 親 が 増え て いる そう だ 。 


Us くだ ない 


「 と て も ~ だ 」 と いう 意味 も ある 
④ 地 味 だ っ た 小学 校 の 同 級 生 が 女優 に な っ て 、 驚い た の な ん の 。 
韓国 旅行 に 行っ た が 、 , 料 理 が どれ も お いし い の な ん の っ て 。 


か ん こく り ょ ニ う 


「 な ん の っ て 」 は 、 さ ら に くだ けた 表現 


ひょう げん 


223 


[問題 1】 正しい ほう に 〇 を つけ な さい 。 則 順 3】 次 の 文 に 合う も の を ad か ら 選 びな さい 。 
1) 今年 の 夏 に 限っ た こと で は な く 、 

|) 生ま れ な が ら に オ 能 が ある に 越 し た こと は な い が 、 

上 |) 詩人 は 、 性 格 が 合わ な い の な ん の と 、 

!) 私 は 料理 が 秋 手 だが 得意 な 人 に 言わ せれ は 、 


1 料理 は お いし い (a. に 越し た こと で は な い b. に 越し た こと は な い ) が 、 最 

ょ < = も 
切な の は 作っ た 人 の 愛情 だ 。 1 

2) あの 映画 は この 夏 一 7: 難 の ヒッ ト に な っ て いる が 、 私 に (a. 言わ され て b. 語 
れ ば ) が な の は CG 

3) 連休 に 行っ た 温泉 旅館 が 風情 が ある (a. の な ん の b. の な ん の と )。 


浮か ぶ そ うだ 。 
4) 日 本 (8. に 限っ た こと で は な く D. と も 限ら ず )、 介 護 は 社 合 の 大 き な テ ー マ A 材料 を 見 れ ば すぐ に イメ ー ジ が 浮か ぶ そ 3 う 


b. 何 征 も 前 か ら ク ー ル ビズ が 中 ば れ て いる 。 
0. 彼女 を フロ コロ 変え て いる 。 


* 見 も の …… 見 る べき ポイ ント 、 期 待 で きる も の 
d 努力 し て 天 オ を 起 え た 人 も いる 。 


* 属 情 … 他 に は な い 、 そ こ だ け に ある や 人 


# 


8 \ ん 
【 問 是 】 [| ] 0 ら 適 当 は 表現 を 使っ て 、 下線 の 部 分 を 書き * ク ー ル ビズ ……「 ビ ズ 」 は ビジ ネス か ら の 館 放 流し く 快 引 に 通 ご す 
な さい 。 必要 な ら 適 当 な 形 に 変え な さい 。 ビジ ネス スタ イル 。 ま に 節電 を 目的 と し て いる 
※ 同 じ 表 現 は 一 度 し か 使え ませ ん 。 \ コ ロコ ロー…… - 状 が 変わ る の が と て も は や い 析 
の な ん の に 言わ せれ ば 
に 越し た こと は な い に 限っ た こと で は な い 


1) 休み は 多い ほう が いい が 、 仕事 が 楽し い の で 休日 出 動 も 普 で は な い 。 
2) 私 は に ぎ や か な と ころ が 好き だ が 、 生 の 芝 見 て は 田舎 の ほう が 人 間 ら し い 生 活 放 
で きる そう だ 。 
3) ちょ っ と は アル バイ ト し ろ と 父 に 言わ れ た が 、 秀 強 が 作 し いな ど と きい 訳し て 
に イー エセ 1 2 わけ 
や っ て いな い 。 RN RE 20 ERE dai 


wi. 三 a (M8 週 4 日 目 の 解答 ) 
4) ドラ マ だ け で は な く 、 最近 の ビ は つま ら な いと いう 声 を よく 聞く 。 MM 。 1) b 2)b 3)a 4)a 


MM 2 1) きま っ て 2) リア ル と いう より むし ろ グ ロ テ ス ク だ 
3) 結婚 て き な い と も 限ら な い 4) 爆弾 と み ら れ る 
に 3) b 4) 
MM3 1)a 2)b ) a 8 


で 飼え を 了 計 1 ! 


が RE ん 
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ー の も も っ と も だ / ば きり が な い / 
ー ほ う が ま し だ / 
| =“~ べ くも な い / ~ ま いと し て 


( ケア レス ミス は する まい と し て 、 ma ! 


て の も も っ と も だ 


ED ー は 当然 だ 


状況 か ら 考え て 、 そう いう 行動 を し て し まう の は 当然 の こと で 、 そ の 人 の 心情 が よく 理解 で きる ぷ MI 


よう きま よう 


o 
いみ 


Naturally.... Means that it is natural to take such an action jn such circumstances and the person's mind is very undert 旧 


然 ……。 表示 根 所 情 況 来 看 。 他 来 取 那 称 行 訪 是 理 所 当然 交 事 情 , 能 冶 理解 那 人 的 心情 。 


ER vV 辞書 形 † の も も っ と も だ 


く 例 > ① 長年 付き 合っ た 彼女 に 突然 ふら れ た の だ か ら 、 彼 が 落ち 込む の も も っ と 7 
れい っ あ か の じ ょ と っ ぜん 3 お = 


Jr is natural thar he js depressed because he was suddenly dumped by his girlfriend who WI 


with him for many years. 


因 攻 突然 被 交 往 了 次 多 年 的 女 朋 友 用 了 , 他 当 然 会 情 秒 低落 了 。 


② 電車 で 知ら な い お じ さん に じ っ と 見 られ た ら 、 流 ちゃ ん が 泣い て し まう の | | 


も っ と も だ 。 
⑧ 親友 に 表 切 られ た ら 、 人 間 不 信 に な る の も も っ と も だ 。 


* 人 間 不 信 …… 何 か 原因 が あっ て 、 自 分 以外 の 人 間 を 信じ られ な く な る こと 
ふし ん げん いん ん い が い し ん 


ぶん い が 
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第 9 週 1 日 目 


~ー ば きり が な い ) 


| 前 


いつ まで も 続け て いる と 際限 が な い 、 終わ ら な いか ら 、 どこ か で 妥協 する べき だ と いう 意味 > 


Uieedoing 
MOw 


ー す る と 、 な か な が 終わ ら な い 


there is no end to it, Means that there should be a compromise since there is no end if we continue on as 


就 没 完 没 了 。 表示 不知 要 持 鉄 到 仕 久 時 候 , 元 止 境 。 因 旋 波 完 没 了 , 所 以 記 在 某 劉 送 行 妥 選 。 


人 ) V 条件 形 + ば きり が な い 


じょう けん けい 
< 例 > ① 欲 を 言え ば き り が な い が 、 も う 少 し 広 さい 部 屋 に 佳 み た い 。 
There would be no end to what T want, but 1 want to live in a room a lile larger than this. 
要 欲 唆 的 活 是 元 止 境 的 但 省 想 住 光生 人 微 寛一 点 朋 房 同 。 
② 携帯 電話 も 新 い 機種 が どん で ん 発売 され て 、 新しき に こだわ れ ば きり が な い 。 
分 の 会 社 へ の 不満 を あげ れれ ば き リ が な い が 、 待遇 が いい から や め ら れ な い 。 


疹 polur 「 き り 」 は 「 終 わり 」 と いう う 意 味 


4 


* ま こだわ る …… どん な に 細か いこ と 、 小さ な こと で も 徹底 的 に 気 に す る 
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第 9 週 1 日 目 


ーー ほう が まし だ ー べ くも な い 


ーー 


ーー の ほう が いい 


「A よ り B の ほう が まし だ 」 で 、A も も けっ し て いい と は 言え な い が 、 ど ちら か 一 つ を 選ば な 
け な い な ら 日 を 選ぶ と いう 意味 。 と て も 消極 的 な 選択 。 


て て き せん た 
Rather …than .… A より B の ほう が まし だ means that, when both A and B are not very good, Bis preferabl@ 
one must be chosen. Very negative selection. 
池 是 …… 妨 好 。 用 「A よ り B の ほう が まし だ 」 的 形式 表示 。 不 能 選 A 和 B 都 好 , 但 是 不 得 不 逃 拝 其 中 錠 
就 逃 拝 B 的 意思 。 是非 常 消 的 館 拝 。 


V た 形 
> 十 ほう が まし だ 
N の 


まっ た くす る 可能 性 は な い 
況 か らし て 、 そ れ を し よう と し て も で き な い 、 まっ た くす る こと が で き な い と いう 話し 手 の 判断 。 


No possibility of …atall Expresses the speaker's jndgment that itis impossible to do itat allin the 
腹 邊 没有 位 …… 可 能 性 。 根 指 情 況 来 看 , 想 仙 那 件 事情 也 位 不了, 稀 真 不可 能 作 。 素 示 江 医 人 的 判断 。 


5 


present situation. 


V 辞書 形 + べく も な い 


じ し ょ けい 


(た だ し 、「 す る 」 は 「 す べく 」「 す る べく 」 ど ちら で も 0 K) 


く 例 > ① あん な 人 に お 人 金 を 貸す くら いな ら 、 捨て た ほう が まし だ 。 
Td rather throw ir away than lend money to such a person・ 
与 基 橋 綾 借 稚 那 種 人 , 倒 不 各 操 揮 好 。 
@③- こ ん な 会社 で 働く な ら 、 フ リー ター に な っ た ほう が まし か も し れ な い 。 
③ 8 年 前 に 買っ た パソ コン は 機能 も 古い が 、 な いよ り (あっ た ほう が ) まし 施 


く < 例 > ⑪ 人 人 き 合い を し な い 彼 の 生活 な ど 知 る べく も な い 。 
員 Ei js Bose to know about his life as doesn't socialize with others. 
図 注 他 不 貴人 次 往 。 所 以 他 的 生活 短 南 不可 能 知道 。 
@ 四 村 さん が きれ いな の は 欠 写 すべ くも な い が 、 そ 札 を 慕 に か け で いる の が 嫌 だ 。 


人 の 野人 で は 、 分 の 会 社 を も つ な と 望む べく も な い 。 


に 2 いる こ の 人 に 
* 募 に か ける 0 の 9 の 自分 が 他 の 人 よ り も 優れ で る こと を 、 他 人 


‘romr 例文 の よう に 、 文 の 内 容 で わか る 場合 は 「 一 ほう が 」 を 省略 する アピ ビール する 、 自 慢 す る 


な いよ う 
こと も ある 


M 


POINT か た い 表 現 


参考 ) 第 7 週 8 日 目 「ー く らい な ら 」 Vi 「 詞 お 1 [知る 」 [比べ る 」 な ど 
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第 9 週 1 日 目 


ー ま いと し て 


6 


ー し な いよ うに 
「A ま いと し て B」 で 、 


意味 。 

bw 

Tryingnottodo.… A まい と し て B means that one makes an effort or be careful not to do A or cause A with a st 
六 了 不 優 ……。 用 「A ま いと し て B」 的 形式 表示 抱 着 強烈 的 意志 努力 或 小心 不 余 A , 訪 了 不変 成 AW 


V 辞書 形 † まい と し て 


じ し ょ けし 


(た だ し 、「 す る 」 は 「 す る まい 」「 し まい 」 ど ちら で も 0K) 
く 例 > ① 彼女 に 携帯 電話 の メー ル を 見 られ まい と し て 、 ロ ッ ク を か けた 。 


Ilocked my cell phone so that she could not view my text messages. 
學 了 不 辻 好 看 到 手 机 的 誕 件 、 争 欲 上 了 。 
@ 彼 は 人 前 で 涙 を 見 せ まい と し て 、 さ り 気 な く 後 ろ を 商い \ た 。 
⑬ 二度と 失敗 は する まい と し て 、 彼 は コツ コツ と 努力 を 続け て いる 。 


PomNT か た い 表 現 


う げ ん 


ネコ ツ コ ツ …… ゆ っ くり 、 粒子 


よう す 


し っ か り 勉 強 な ど に 取り 組み 進ん で いく 


230 


強い 意志 を も っ て 、A を し な い 、A に な ら な いよ うに 努力 する 、 注 意 する 


確認 テス ト 


か くに ん 


(問題 1】 正しい ほう に 〇 を つけ な さい 。 

も ん だ い た だ 

| ) 自ら 死 を 選ん だ 彼 の ふ の 自 は 知る (a。 べく b. べ き ) も な い 。 [| 
みず か し えら か ここ 

p) セン ス の 悪い 汚 を 民 く くら いな ら 、 (8. 裸足 の b. 裸足 な ) ほう が まし だ 。 

D) 体罰 は いけ な い が 、 生徒 に 足 を 蹴 られ た ら 教 師 が (a. 舞 る b. 畿 っ た ) の も 
も っ と も だ 。 A 

4) 同じ 過ち は (a 繰り返し b. 繰 り 返 す ) まい と し て 、 慎重 に 行動 動 し た 。 
お な あやま 【1 か え 【 か え 


し ん ちょ う どう 
5) 人 生 、 上 を (a. 見 て b. 見 れ ば ) きり が な い 。 妥協 も 必要 た っ 


3 ひっ よう | 
| 


問題 8】 ( ) に 入る 適当 な 動詞 を [| か ら 選び な さい < 
必要 な ら 正しい 形 に 直し まし ょ う 。 


※ 同 じ 動 詞 は 一 度 し か 使え ませ ん 。 


する あげ る た べ る の ぞ む 


) きり が な い 。 
) ほう が まし だ 。 


) べく も な い 。 


1) あの 人 は 完璧 だ 。 長 所 を ( 

2) こん な まず いも の を ロ に する な ら 、 何 も ( 

3) 平凡 な 私 な ど 、 あ ん な エリ ー ト と の 結婚 は ( 
べ い ぼん わた し こ 


(0% 8 週 5 日 目 の 解 答 ) 


問題 1 1) b 2) b 3) a 4) a _ 
前 期 2 1) 多い に 越し た こと は な い が 、 2) 綱 に 言わ せれ ば 

3) 急 強 が 忙し い の な ん の と 4) ドラ マ に 限っ た こと で は な く 、 
間 題 3 1) b 2) d 3) c 4) a 
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列 較 壮 Na 
ー よ し /ー を 経て ( 統 


(Ceeeeec smacosr/ 0) 


~ ま ま / まま に ー も の と する / 一 も の と し て 


他 の 人 の 意志 どおり に と 決め る 、~ と 考え る 
上 の WC な く 、 信 AO すずめ 、 導い 人 と に その ま 放っ て し まう と いう 天 Up っ て OCS 29 て 全う た 持た と いう 提 お 


人 1 ) 
Accordingto othersintention Means that one follows not his/her own will but others recommendation, offer, orde ele』 Decide to ..., regard as ... Means making an objective judgment according to the current situation, even if the judgment 
blindly: 1 Imay not be correct. 


拉 時 区 人 交 意 志 ……。 表示 不 直接 上 自己 的 意志 面 足 完全 投 昭 別 人 前 効 況 、 病 号 或 命 人 等 去 人 的 意 ! E 訂 ーー 状 訪 ……。 即 使 事 変 不 是 邪 欄 , 也 要 考慮 多 現 在 的 情況 。 作 出 客 現 上 那 欄 前 麟 断 。 或 者 汰 是 閉 科 


V 受身 形 † まま / ま ま に V 普通 形 + も の と する / も の と し て 


うけ み けい a で つう けい 
| a a に De 5 肢 た 区 & た > 法 に いき 3 。 
< 例 > ①⑪ 店 員 ! 勧め られ る まま ! 高価 な 靴 を 買っ た が 、 家 に 帰っ て る ら 後 属し た 。 く 例 > ④ この 文法 は わる っ た も の と し て 、 次 の 文法 ! いき まし ょ う 
I bought an expensive pair of shoes as the sales clerk recommended, but I regretted he pu Assuming that you understood this grammar, let's move to the next one. 


when I got home. 


送 條 通 潜 計算 理解 了 , 導入 下 一 人 尊 法 
② 後 は いつ も 更 刻 する か ら 、 い な いも の と し て 作業 を 進め よ 


うす 


投 販 店 員 的 区 塊 基 了 高 傘 的 軽 。 回 家 后 就 后 悔 了 。 
@ 赴 還 に 指示 され る まま 動く よ う な 仕事 は し た く な い 。 


友人 に 講 わ れる まま に お 見 合い パー ティ ー ド 参加 し た が 欠 素 い いと は 
な か っ た 。 


こつ ッ 


= orr 「 ご も の と する 」 は 公 的 な 文書 な ど に 使わ れる 
人 条約 に 導 友 し た 場合 は 、 部 屋 を 送 ま する も の と する 。 


PIN 
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第 9 週 ら 日 目 第 9 週 2 日 目 | 


( よく も ~ も の だ @ ー よ し 


全 華 央 - で きる の が 理解 で き な い 性 - と の こと 
他 の 人 の 言動 に つい て 、 ど うし て そん な こと が で きる の か 信じ られ な い 、 理 解 で き な いと いう 非 [A よ し 」 で 、 人 か ら 聞 いた 話 の 内 容 を 表す 。 
全 侍 ち を 家 す 。 hey say ... A よし describes the contentofa story heard from someone else. 


Cannot understand why one can do .... Expresses the speaker's critical attitude that he/she cannot understand or 
why someone could have said/done such a thing. 


無色 能 …… 不 可 理解 。 対 他人 的 育 行 , 表示 准 以 相 代 功 仕 会 那 梓 働 。 表示 不可 理解 的 半 表 的 心情 。 


- 選 是 那 梓 。 用 「A よ し 」 交 形式 表示 叫 人 局 前 内 容 。 


V 
職員 女形 ・ た 形 イ A 
湖 草 よく も + V 辞書 形 た 形 + も の だ 前 形 RD 
ふ つう けい 
く 例 > ① 人 を 殴っ て お いて 「 仲 在り し よう 」 な ん て 、 よ くも 言え た も の だ 。 ナ A 
How can you say that you want to make up with me after hitting me? N 
a し 。 そ の 後 い か が で し ょ うか 。」 
、 か 
④ 笛 門 知識 も な い の に 、 よ くも 知っ た か ぶっ て 舘 そ うに で きる も の だ 。 < 例 > ① 「 体 調 を 消さ れ た と の よ 
1 週間 TRd tman you became sick. How have you been since then?" 
③ 1 週間 赤 行 し た だ け な の に 留学 し た な ん て 、 よ く あ ん な つま ら な い ウ ソ が 
っ ける も の だ 「 過 店 健康 状 不 好 。 哲夫 伴 了 ? 」 - 
・ ④ 「 当 時 は 小学 生 だ っ た お 巡 様 が 大 学 に 入学 され た よし 。 月 日 の 経つ の は 本 当 に 
早い も の で すね れ ね 。」 
A = ニコ 
明 旨 組ん [京都 引っ 越 され た と の よし 。 今度 、 ぜひ お 夏 席 させ て いた だ きた いと 存じ 
ます 。 」 
PoINT か た い 表 現 
会 話 で は な く 、 手紙 な ど で 使う 
4 「~ と の よし 」 の 形 で 使わ れる こと が 多い 
た た 


* 知 っ た か ぶる …… 本 当 は 知ら な いこ と を 。 ま る で 知っ て いる よ う に 周囲 に 
アピ ー ル する 


234 235 


第 9 週 ら 日 目 


固 題 1】 正しい ほう に 〇 を つけ な さい > 


も ん だ い 


1) 人 に 傘 合 し て お いて よく も あん な 高い バッ グ が (a. 買う b. 買え る ) も の だ 。 
)「 ア メリ カ か ら 帰 国 さ れ た (a と b. と の ) よし 。 ぜ ひ 、 お 会 いし た いと 存じ ます <] 


re (a こと b. も の ) と し て 、 15 名 で 店 を 予約 し た 。 


) 親 に (a. 望ま され る b. 望ま れる ) まま に 、 地 元 の 立 大 学 に 進学 し た 。 
結果 より も その 周 程 を 強調 する 表現 。 


てい きす うち ょ う も ょ う (の 5) mah (a. か ら b. を ) 経て 、 今や 支社 長 と な っ た 。 


Going through afterexperiencing A を 経て B means going through or experiencing A before arriving at situatiojW 
B. Emphasizes the process rather than the result. 


通 辻 ……。 角 訪 ……。 用 「A を 経て B」 的 形式 表示 。 送 到 B 半 衝 状 恋 或 水平 之 前 得 通 辻 或 勾 記 A 的 NM 
千 果 更 強 洞 詰 程 的 表 送 方 式 。 


N + を 経て 
ww 書き 損 え 
く 例 > の 小学 生 た ち が 海 に 流し た ボトル は 、 10 年 と いう 時 を 経て アメ リカ の 西海 削 | 問題 2】 ea か ら 適 当 な 表現 を 使っ て 、 下線 の 部 分 を 書き 換 
た どり 着い た 。 ; 


な さい 。 
The bottles that the RNN students threw into the ocean arrived on the Wesr GemWl 


に \ せん 。 
AM ※ 同 じ 表 現 は 一 度 し か 使え ま 
小学 生 何 投 入 海里 的 尊 , 箇 千 10 年 的 時 同好 容易 到 状 了 美 国 西海 岸 。 
② 3000 倍 の 競争 率 の 採用 試験 を 経て 、 彼女 は 東京 の テ レ ビ 局 の アナ ウン サ 吉 上 


まま に よく も て も の だ も の と し て 


な っ た 。 
⑨ ドラ マ の エキ スト ラ を 経て 、 今 の ま 役 の 座 を つか ん だ 。 1) が 勧め る の で その 通り に 普 科 医 に な っ た 。 
2) 人 思 の 位 で 打 が 大 ああ で きた と 考え て 、 次 の 手続き を 洛 め る 。 
3) 人 の 彼 を 奏 っ て お いて 、 和 色 と 平 気 て で 庄 せ る な ん て 理解 で き な い 。 
02 映画 や ドラ マ の 提 彩 な と で 、3 っ 3 生ん > や 観客 の 役 を する 人 i 


241 ペー ジ で 備え を 確認 ! ) 
ei , 


仙 poivr A に は 場所 、 時 間 、 経 験 な ど が 入る 


(第 9 週 1 日 目 の 解答 ) 
問題 1 1) a 2) a 3) a 4) b 5 b 
問題 2 1) あげ れ ば 2) た べ な い 3) の ぞ む 
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(中 キャ すい この 9 っ 、 虹 Ph で 53 上 還 し よう Im 


第 9 週 3 日 中 


€ 計 7) “エグ ルー ブ : 書 く 一 書か れる 、 言 うっ 言わ れる 
T グ ルー プ : 食べ る 一 食べ られ る 
想 グ ルー プ : 来る 一 来 られ る 、 す る … さ れる 


(1) 放し チ 凡 情 間 する 表 


Used to emphasize the speaker's feelings. Pay attention to this for N1! 
弾 半 玉 折 人 心情 的 表 送 方 式 。 在 N 1 靖 注 意 送 里 ! 
く 例 > ① コ ン テ ス ト に 店 墓 し た 私 の イラ スト が 1000 点 の 中 か ら 選 ば れ た 。 
れい お 3 ぼ ば わた し て ん えら 
My illustration with which I entered a contest was chosen from among 1.000 entries. 
廊 征 参 導 的 我 的 手 園 。 以 1000 件 中 被 移 中 了 。 
② あの 時 どう し て 4 番 の 答え に し な か っ た の か 、 今 で も 惨 や ま れる 。 
③ 疲れ て 部 睦 し て いる と ころ を 、 友 達 の 電話 で 起こ され た 。( 迷 悪 の 受身 ) 
te がち お i 39 み 


(⑧) 


Used as euphemistic expressions. 


多 地 備 法 共 内 容 的 表 法 方 式 。 


く 例 > ① 屋久 杉 は 樹 堆 1000 年 以上 と 言わ れ て いる 。 
Itis said that Yakusugi (ancient cedar trees) arc over 000 years old 
据 玉 屋久 杉 的 樹 貞 超 填 1000 年 。 
② ビー トル ズ の 曲 は 今 で も 世界 中 で 


NE 


愛さ れ て いる 。 


が 
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人 う 


: 島 ぐ 一 急 が せる 、 手伝う 手伝わ せる 
: 調べ る 調べ させ る 
T エ グル ー プ : 来る 一 来 さ せる 、 す る 一 させ る 


Tntransitive passive voice 


自 監 河 的 被 効 式 


ンド ン 支 社 に 赴任 させ る こと に し た 。 
< 仙 > の 家村 き ん を ロン ドン 人 に 
The president decided to transfer Mr. Kol 


注 左 決定 正 小 要 先 生 到 修 散 分 公司 上 任 。 


bayashi to the London office. 


感動 させ た 。 
⑧ 犬 と 人 の ふれ あい を 拠 い た この 映画 は 多 < の 人 を 感動 


人 則 の 人 
Transitive passive voice 
他 効 弓 的 被 効 式 


; ニク ラシック 音楽 な ど を 
< 人 > の 〇 赤ちゃん が お 生 さ ん の お な か に いる 時 か ら 、 赤ちゃん に クラ シッ ク 計 な 
"人 瑞 か せる と いい らし い 


1 heard that it is good for a baby in the mother's belly to hear classical music. 


小室 室 在 処 如 胎 里 的 時 師 頑 始 貸 距 古典 普 抄 好 像 括 好 似 的 。 


邊 pLus 使役 部 分 が 名 詞 化 され た 立 も ある 


ぶ ぶ ん めい し か 


< 8 マテ し て いる 。 
例 ) 小学 校 で 児童 に 読み 聞 カ せ の ボラ ンティア を 
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第 9 週 3 日 目 


[問題 1】 正しい ほう に 〇 を つけ な さい 。 
も ん だ い 


1) この 芸人 の ギャ グ に は いつ も (8. 笑わ せる b. 笑 わ さ れ る )。 


げ い に ん 1 、 
2) 先週 の バス 事故 は 、 運転 の 騰 発 作 に よる も の と (a みせ られ て b. み られ て ) いる 。 


3) もう少し で 比 勤 賞 だ っ た の に 、 初め て 遅刻 し て し まっ た 。 
夜 更 か し が (8 惨 や ませ る b. 必 や まれ る )。 


師 思 )「 グ ルー プ : 待た せる ー① 待 た せら れる ③⑬ 待 た され る 
(た だ し 、「 語 す 」「 出 す 」 な ど は ③ の 形 は な い ) 
グループ : 食べ させ る 一 食べ させ られ る 
中 グル ー プ : 来る 一 来 させ せら れる 、 さ せる 一 させ られ る 


4) 映画 の 主人 公 な の セリ フ に 、 記 を (a. 打 た せ た b. 打 た れ た )。 


5) 杖 の 者 技 な ファ ッ シ ョ に は 、 い つも (a. び っ くり させ られ る b. び っ くり され る )。 
か 0 きつ 
kK 


(1) 


で 本) 表 作 まま の 意 応 で は な く 、 他 者 の 意志 で その 動作 を する 場合 。 


どう さ ぬ し 
Used in the case where an action is taken not according to the agent's intention but other's intention。 


* 堆 勤 賞 …… 無 遅刻 、 無欠 席 を 一 定期 間 続 ける こ と 


で か ん っ 
不 基 投 昧 勃 作 主体 的 意志 両 地 技 照 他人 的 意志 催 効 作 的 時 候 。 0 0 まい 、 eS いち Pe 
すっ し のみ か ん が 


く 例 > @ カラ オケ は 好き で は な い の に 、 部 長 に 歌わ され た (= 歌わ せ られ た )。 
Although I don'tlike karaoke, T was forced to sing by the manager. 
我 不 喜 欧 玉 拉 OK, 部 藤 却 汗 我 唱 (= 被 迫 唱 了 )。 人 a] [受身 身 形 「 使 役 形 」 「 合 役 受 受身 形 の どれ か 一 つ を 使っ て 、 
も 


ん だ い うけ み えき けい うけ み けい 
き : な さい 。 
下線 の 部 分 を 正しい 表現 に 書き 抱え な 


か せん 
1) 小さ い 頃 、 親 に 無理 や リバ レ エ 教室 に 通 っ た 。 


2) そん な つも り で は な か っ た の に 、 私 の 不 注 意 な 
いて 、 に わか 雨 が た 。 
3) 変 犬 と 散歩 し て い て 、! 余っ 


」 何 か が 理由 ・ 原 因 で そう いう 気持 ち に な る 。 
り ゆう 。 げん いん き も 


N1 で は こち ら に 注目 ! 
Something causes such feelings. 


固 旋 某 往 理由 或 原因 , 造成 那 重心 情 。 
く 例 > ① 彼 の 重み の ある 一 言 に 、 い ろ ん な こと を 考え させ られ た 。 


His weighty remark made me think about various things. 
他 的 一 名 有 俗 量 的 活 , 使 葉 想起 了 禄 多 事情 。 

② 夏 の ボー ナス が 去年 の 半額 以下 だ っ た こと に 、 社 貞一 同 が っ か りさ せら れ た 』 
な っ ね ん は ん が くい が か いい か いとう 


一 言 で 友達 が 直っ て し まっ た 。 


/ 245 ペー ジ で 答え を 確認 ! 


9 目 っ 


(第 9 週 2 日 目 の 解答 ) 
問題 1 1) b 2)b 3)b 4)b 5)b a 
問題 2 。 1) 司 に すす め ら れる まま に 2) 契約 が 成立 し た も の と し 
3) 私 と よく 平 気 で 話せ る も の だ 
241 
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第 9 週 4 日 目 


けい 


( お / どー に な る ~ れ る ・~ ら れる ) 


( 


 ) 「 お / こ ~ に な る 」 と 同じ 尊属 表現 だ が 、「 お / どー に な る 」 の 方 が 


てい 
そん けい ひょう げん 


寧 さ が 増し 、「 一 れる ・ 5 れる 」 の 方 が 日 肖 的 に 使わ れる 。 
ね い ま 


に ち じ ょ う て き 


く 例 > ① 社長 が 出張 か ら お 戻 り に な る まで に 、 会 議 の 資料 を 全て 揃え な けれ ば な 上 が 
Fatesis repairall doauiiei Ore edn baie ie president co bc 
business trip. 

社 出 差 回 来 前 。 全 資料 必然 全部 各 電 。 Alo sempeetlerpresiionlke お / ご へ に な る 、While お / ビー に な る lnereasesthe degree of 
politeness て れる ・ー ら れる jsusedmore commonly in everyday life. 

眼 「 ね お / どー に な る 」 一 料 表 示 尊 向 , 但 是 「 お / どこ に な る 」 更 部 重 、「 これ る ・ こ られ る 」 在昌 

党 生 活 中 合用 。 


の 】 田村 部 長 は 、 趣味 で ヴァ イ オリ ン を お 弾き に な る そう だ 。 


人 科 pLus こん な 表現 も 要 チ ェ ッ ク ! 
@ お / ご ~ く だ さい 
・ 車 内 で の 携帯 電話 の ご 使用 は ご 遠 席 く だ さい 。 
し ゃ な い けい た い し ょ う えん リュ 
お / ご て な く 
・ ご 質問 等 あり まし た ら 、 ご 吉 庶 な くど う ぞ 。 
し つも ん と う えん り ょ 
@ お / ご へ 願う 
"こち ら の 衝 礼 を 、 ど う ぞ お 許し 願い ます 。 
お / ご こい た だ く 
ズー ル ま た は お 電話 に て ご 連絡 いた だ け ま すか 。 


の i 語 双 め られ た そう だ 。 
く 例 > ① 較 先 生 は 最近 、 朝 邊 の 移 欠 を 始め られ た そう 
I heard thac Mr. Kato recently started studying Korean, 


叫 悦 加藤 老 過 最近 井 始 学 四国 拍 了 。 
⑬ 林 さ ん の お 人 様 は 長年 教育 問題 に 携わっ て こ られ た 。 


ん だ 


POINT 受身 7 2 と 同 


回 
けい お な 


us 敬語 に は 「 丁 寧 語 」 と し て 、 こ ん な 表現 も あり ます ! 
けい ご てい ねい ご ひょう げん 
・ お いし ゅ う ご ざ いま す 。 (= お いし いで す ) 
・ お 寒 う ご ざい ます 。 (= 寒い て すね ) 
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第 9 週 4 日 
| 確認 テス ト 


[問題 1】 正しい ほう に 〇 を つけ な さい > 

も ん だ い た だ 

1)「 お ロ に 合い ます か どう か] 

[いい え 、 た い へ ん (a. お いし ゅ う b. お いし い ) ご ざい ます 。] 


失 


2) ドラ イア イス を お 入れ し まし た が 、 な る べく 早く (a. お 食べ くだ さい 


言葉 の 前 に つく 「 接 頭 語 」 で 、 そ の 言葉 が 尊 和 語 か 謙 裏 語 か が が わか り ま す 。 5 お る し くだ さい > 


0 coming in front Ne deeord 計 eapedHRByne or humble language. 3) A 社 の 高橋 と 申し ます が 、 山川 社長 は (a. お 戻り b. 戻ら れ ) で し ょ うか 。 
根 所 接 在 名 子 前 前 「 接 頭 語 」, 可以 対 断 湾 句 子 足 商 殴 滞 玉 足 潤 填 。 RR sm 長 に お 伝え (a 願い ます か 
4) 打ち 合わ せ は 3 時 か ら に 変更 に な っ た 2 部 長 に お 伝え (a. 康 
= 
b. 願 えま すか )。 


5) 本 日 の 午後 1 時 に (a. 高 社 b. 御 社 ) に 伺い ます 。 

は 0 
例 ) 高 高 説 を 拝聴 し た 。 

 「 間 | 一 得 尊 多 な ど 全都 条 多 の こ 福 を お 新 り 申 し 上 げ ま す 。 


[ 商 題 8】 ( ) に 入る 最も 適当 な も の を 一 つ 選 びな さい 。 
1) 明日 は 休み を いた だ きま す の て で 、 お 数 で す が 骨 明け に ( 
ご 連絡 いた だ きま すか  b. ご 連絡 願い ます か 


れん らく れん らく ね が 


c. ご 連絡 いた だ け ま すか 


を な し も た 2) 北海 道 に て ) 際 は 、 ぜ ひこ ちら に も お 寄り くだ さい 。 
Sd 例 ) 証 ず か し な が ら 地 着 を 出版 いた し まし た 。 折 


| っ . お うか が い の 
人 例 ) 説明 会 は 来週 水曜 日 の 1 時 より 葬 社 で 行い ます 。 a. お まい り の b. お 越し の ce 
3 電話 の 電源 は ( )。 
3) 優先 座 の 近く で は 、 携 帯電 話 の 電導 | 
a. お 切り 願え ます b. お 切り くだ さい c. 切ら れ て くだ さ 


人 us 「 足 社 ] の 他 に も 「 御 社 」 が よく 使わ れる の クラ 
ビジ ネス で は 「 今 日 」 は 「 本 日 」、「 明 日 は 「 明 日 
で 


* 週 明け ーー 新しい 一 週間 の 始ま り 。 ビジ ネス 上 は 月 曜日 以降 の こ と 


計っ よう び 
Le3 


と 
/ 249 ペー ジ で 答え を 確認 ! ノ 
ン に 


注意 ! 「 四 様 ] は 尊敬 語 で は な く 、「 お まえ 」 と 同様 に と て も 失礼 な 表現 で す 
絶対 に 使わ な いこ と ! 


ロビ ーーー ドー ドド ーー 
(第 9 週 3 日 目 の 解答 ) | a 
問題 1 1) b 2) b 3) b 4) b a - 
問題 2 1) バレ エ 教 室 に 通わ され た (使役 受 喘 ) 2) 友達 を 走ら せ て し まっ た (使役 ) 


3) に わか 南 に 降ら れ た (受身 ) 


第 9 週 5 日 目 


ー ( さ ) せ て いた だ く ) 


相手 に 許可 を も ら う 場合 な ど 、 丁寧 な 表現 と し て 「~ ( さ ) せ て いた だ く 」 が 
いて 。 き ょ か ば あい で いね い ひょう げん 


よく 使わ れる 。 


ーー ( き ) せ て いた だ く ,is oftenusedon occasions su 


人 の た め に 何 か を する 時 の 表現 。 
Used when doing something for 6 


方 他人 働 事 的 時 候 的 表現 方 式 。 


A polite expression, ch as when another person gives you 
permission to do something. 


則 到 革 亡 的 季 可 乏 的 時 修作 暫 祈 的 表 法 方 式 常 用 【ー ( さ ) せ て いた だ く 」。 


(1 ) ご させ て いた だ け ま すか / させ て いた だ いて も よろ し いで すか 


< 例 > ① 体調 が 悪い の で 、 申し 訳 あり ませ ん が 早退 させ て いた だ いて も よろ し いで し ょ うか 。 


1 don't feel well, so may I please go home early? 


非常 掲載 , 央 訪 健 康 状 恋 不 好 , 秀作 首 我 早退 , 可以 喝 ? 


< 例 > ① この 件 に つき ま し 
例 7 入 きま し そ は 、 必ず 私 か ら 先方 に お 伝え し て お き ます 。 
I will make certain to tell hem abourthismarree 


美 手 送 件 事情 。 必 十 由 乱 倍 込 谷 対 方 。 


② 資料 は 当方 で お 預かり し て お ! 
リ りょう と 3 は 3 お リ ま す の で 、 ご 都合 
くだ さい 。 『 で ご 都 含 の よろ し い 時 に お 立ち 寄り 


③ 3 、 い 場 a 
③ も し 人 手 ヵ りな い 場合 は お 手伝い し ます の で 、 お ES 
担当 きせ て いた だ け ま せん か 。 


な ん どう 


② この プロ ジェ クト は 私 に 


(2) ご させ て いた だ きた く 一 書き 言 本 
く 例 > © 今月 末 を も ち ま し て 退社 させ て いた 
Please accept my resignation frOm your orga 


我 打算 在 送 人 月 庶 辞 果 。 遺 各位 多 多 甘 照 。 


Pr 5 
"oT 「 箕 う 」「 感 動 する 」 な どの 感情 表現 や 、「 帰 る 」 [行く 」 な ど 動 
か え で 


の \ い 詞 の 場合 に て 2 
相手 が いな い 動詞 の 場合 に は 、 こ の 形 は 使え な い 
メ 今日 は 私 、8 時 ご ろ に お 帰り し ます 。 


だ きだ たく 。 ここ に お 願い 申し 上 げ ま す 。 


nizadon. effective at the end of this month. 6 


の) ぜひ 貴社 に 入社 させ て いた だ き な. 、 隊 務 経歴 書 を 同封 し た 次 第 で す 。 
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第 9 週 5 日 目 認 テ スト 


か くに ん 
] 正しい ほう に 〇 を つけ な さい 。 
5 i の ここ か ら は 日 本 語 で (8 説明 され て b. 説 明 さ せく) いた だ きま す 。 
か から 全 内 を ご "案内 (a いた し ます 。b. し て あげ ます ) の で 、 こ ちら へ どう ぞ 。 
か ん な い あん な い 
ET ES | 3) 放送 中 に 不適 切な 表現 が ご ざい ま し た こと を 、 お わび (a 申し ます b. 店 し 上 げ ま すう 。 
ほう そう ちゅ う ふ で きせ つ ひょう げん 


(1) 申し 上 げ ま す 4) 近い うち に 先生 に (a お目にかかれ た い b. お 会 いし た い ) ん で す が 。 
「 申 し ます 」 は 特に 相手 を 限定 し な い 「 言 いま す 」 の 斉 請 語 、「 申 し 上 げ ま す 」 は 特定 の 目 上 の 人 に 人 きま す 。 
本 oOE 村 5) その 件 は 、 私 か ら 部 長 に (a お 伝え し て b お 伝え に な っ て ) お きま す 


申し ます isa humble form of 言い ます to unspecified others, and 申し 上 げ ま す is an expression to tell someth 
to a specific superior, 


「 中 し ます 」 基 「 育 いま す 」 的. 和 有 折原,「 申 し 上 び ま す 」 叶 華人 使 用 g] ( ) に 入る 適当 な 表現 を | | か ら 選 びな さい 。 
| [問題 きとう ひょう げん 
く 例 > ① 先生 に お か れ ま し て は 、 ま すま すご 健 騰 の こと と お 度 び 申し よ げ ます 。 ※ 同 じ 表現 は 一 度 し か 使え ませ ん 。 


I'm glad to hear that you are epjoying your continued good health. 
裏 心 祝 語 老 謝 健康 。 
②④ 本 日 中 に ご 較 絡 くだ さい ます よう 、 お 原 い 中 し よ げ ます 。 
@ 当 病院 で は 、 半 者 様 か ら の 肝 和 品 は ご 邊 申し上げ ま す 。 な さい ます 願い ます 


申し 上 げ ま す 。 車 し ます いた し ます 
願え ます 


9 

ー ちら の 手違い で ご 迷 悪 を お か し た 。 お 詫び ( < 

1) こち ら の 手違い で ご 迷 高 を お か けし ま ; 

(2) ちょ うだ いす る 2) 部長 が お 戻り に な り まし た ら 、 山 下 か ら 電 話 が あっ た と お 伝え ( 

ぶ ちょう も ど 
頂戴 する 」 は 目 上 の 人 か ら 何 が を も ら う と いう 意味 だ が ( 例 ①)、 話 し 言葉 で 「 く だ さい 」 の 意味 で 3) 私 で よろ し けれ ば 、 何 か お 伝い ( )。 
も よく 使わ れ 、 主 に 子ども や 女性 が 使用 する ( 例 @③) 0 ク 
頂戴 する means that one is given something from a superior (Ex. 1); however, it is also commonly used to mean く 太 - 
きい jn thespoken language, mainly by children and women (Ex. 2, 3). | i 也 定 と は 遅い 、 ミ ス な ど で 物事 が う ま 進ま な いこ 

て ち が ょ て い ち が 


「 頂 誤 す る 」 十 以 藤 翌 那 時 領 受 件 久 的 意思 。 ( 例 ①), 在 唱 基 括 中 多 常 当 作 「 く だ さい 」 的 意思 来 使用 、 学 其 契 
偽 和 女性 中 使用 得 多 ( 例 @⑧③)。 


く 例 > ① 先生 に ちょ うだ いし た 北海 道 の お 菓子 は 、 貢 さ も ちょ うど よく 上 品 な 味 だ っ た 。 


The sweet snack that the se trike me from Hakkalds had a Based fev with ju 
the right degree of sweetness. 


老 刀 尋 的 北海 道 点心 。 日 感 詰 病 不 肛 , 概 有 品位 。 


②⑨「 ね え 、 お 評 さ ん 。 本 を 買う か ら 1000 円 ちょ うだ い 。]「 え っ 、 ま た ?」 (第 9 週 4 日 目 の 解答 ) 


⑨「 ご は ん だ か ら 、 テ ー ブ ル の 上 、 片 付け て ちょ うだ い 。」「 は 一 い 。」 問題 1 1)a 2)a 3)a 4)b 5)b 
1 問題 2 1)c 2)b 3)b 
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50 
50 
あたら な い ee 67 
BT ee 27 
あっ て ・ 131 
ーー あっ て の … 108 
あや うく 一 と ころ だ っ た ・ 76 
ある まい し … 74 
あれ ……… 126 
あれ 一 で あれ 26 
あれ ば … 09 
あろ う 64 
【 い 】 
いい と いい … 21 
いう と ころ だ … 80 
いう も の … 60 
いえ ども … 
いか に か … 
て いか ん だ … 
てい か ん で … 114 
て いか ん で は 
て いか ん に か か わら ず ・ 115 
てい か ん に よっ て … 14 
て いか ん に よっ て は ・ 4 
て いか ん に よら ず ・ 5 
いか ん を 問わ ず ・ 
いざ ー と な る と 78 
いざ し ら ま ず 75 
28 
28 
28 
・ 148 
28 
28 
・ 180 
80 


いっ た ら あ り 
いっ た ら あ り 
いっ た ら な い 
いわ ず ー と い 
言わ せれ ば 


うと …… 
うと ~ ま いと 


うに も ない ・ 


【 お 】 

お こす る … 
お ー に な る ・ 
お いて 
お か な い … 


【 か 】 

か か わる … 
限っ た こと で 
限ら な い 

ーー か ざり だ ・ 


ーー か た が た ・ 
か た く な い ・ 
が た め … 
が た め に ・ 
が た め の ・ 
ーー か た わら ・ 
ーー が て ら … 
ー か と いう と 
か な わな い ・ 
て が 早い か 


は し な い ・ 
ゃ し な い ・ 


わ ず ・ 


は な い … 


(こない) … 


ーー から ある …… 
か ら と いう も の 30 

0 . 58 
31 
31 


31 


86 
32 
215 


ー き らい が ある 
きり が な い 
きれ な い 


… 227 
・ 211 


こき れる も の で は な い ……"… 211 

極まりない … ー 147 
. 147 

極 ・149 

禁じ 得 な い ・ ・155 

【 く 】 

ーー ぐら いな ら . 182 

に 】 

越し た こと は な い ・ ・222 

ご さこ する ・ . 246 

こそ … 94 

こそ … 95 

ーー こそ あれ ・ 92 

て こそ すれ … 93 

ーー ごとき … 59 

ー ご と く 59 

ーー こと だ し … 

ー こ と と て … 

ー こ と な し に … 

ー こ と な し に は 

こと に する 

ーー こと は な い に し て も 


で て に な る rem 242 
【 さ 】 
最 位 ………ー 3 
差し 支え な い 210 
さす が の 一 も … 186 
ー ( さ ) せ て いた だ く 247 
さぞ (こと ) だ ろう 187 
さる こと な が ら 144 
【 し 】 

1 史生 HOOUOUOEEOOU nl 
じまい だ 190 
~ し まつ だ 158 
~ー じ ゃ ある まい し ee 74 
【 す ] 

ー ず くめ PEPPYTTTCCCCUCLULULULD 39 
ー ず じまい だ 190 
~ ず に は お か な い … ・ 152 
ーー ず に は すま な い … ・ 153 
すま な い ee …・ 153 
ーー … 98 
そう に な い … ・ 191 
ーー そう も な い ・ 191 
【 そ 】 

即 し た tis 52 
即 し て 9 52 
即 し て は 8 52 
即 し て も * 52 
~ そ ば か ら ・ 17 
それ まで だ ・ ・ 160 
【 た ]】 

た えな い 82 
た える … 81 
だ 大 に ずる "mm 192 
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たつ もり だ っ た ・ 


ひょう し 
ーー た ら そ れ ま で だ ・ 


ー で あれ 一 で あれ 
て て か ら と いう も の ・… 


て っ きり ~ か と 思っ た P 


ー で な く て な ん だ ろう 
ー で な く て な ん で あろ う 


SU 
~ て は か な わな い … 
へ ~ て は …、~ て は 


ー て も … き れ な いり eerresereeerre 
て て も 差 し 支え な い we 
~ て も 始ま ら な い 


ー て や まな いし eee 


ーー と いい ~~ と いい … 
と いう と (ない) … 
~ と いう と ころ だ 
て と いう も の …… 
~ と いう より むし ろ 
て と いえ ども …… 
ー と いっ た と ころ だ … 

と いっ た ら あ り は し な い ・ 
て と いっ た ら あ りゃ し な い ・ 
て と いっ た ら な い 
て と いわ ず ー と いわ ず … 
て と 思い き や … 
て と きた ら 
ーー と きま っ て 一 … 
と ころ だ っ た …… 
と ころ で ・ 
~ と ころ を ・ 
ー~ と し た っ て 
て と し た と こ 


ーー と は いえ 
て と ば か り に 
ーー と み ら れ る 
て と も あろ う 
ーー と も な く 


ー と も な し に … 
ーー と も な る と … 
ーー と も な れ ば cessesseasssssesreeeeees 65 
【 な 】 

ー な いで は お か な い ・ 152 
ーー な いで は すま な い … 153 
ーー な いで も な い …… 166 
ー な いと も 限ら な い 217 
な い に し て も …… 185 
ーー な いま で も … … 110 
ーー な いも の で も な い ・ 166 
ー な が ら に 46 
ー な が ら の 46 
ーー な が ら も … 47 
ー な くし て (は ) ・ ・ 105 
ー な し に … … 106 
ーー な し に は … 106 
何より だ ’ ・ 202 
な らい ざし ら ず 75 
ーー な ら で は 

ーー ならでは の … 

ーー な りー な り … ー・ 127 
ー な り に ・ 77 
ー な り の 77 
な る と 65 
な れ ば 65 
な ん だ ろう 165 
な ん で あろ う … … 165 
な ん の 223 
【 に 】 

ーー に あたら な い ・ 
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